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Ⅰ 工学部の教育目的と特徴 

 

１．教育目的 

（１）教育活動を実施する上での基本方針 

本学部の教育理念は，高度な専門能力に加えて，創造力，批判力，自己学習力およ

び伝達力を併せた総合能力，すなわち，人間力を持つ高度専門技術者を育成し，もっ

て地域社会および国際社会の持続的発展に寄与することである。この理念に沿って教

育活動を実施する。 

 
（２）達成しようとする基本的な成果 

教育活動の基本方針に従い，①基礎的な知識・教養，および専門的知識・能力を身

につけ，②創造力，自己学習力，問題解決能力，およびコミュニケーション能力を有

し，③高度専門技術者として守るべき倫理や負うべき社会的責任を理解して，幅広い

視野をもって社会の発展に貢献できる人材を育成することを基本的な成果とする。 

 
（３）大学の基本的な目標との関連   

①本学の理念のうち「人々が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世界的水準

での教育・研究を推進し，地域，国及び国際社会に貢献し得る人材の育成と，独創

的でかつ地域の特色に鑑みた教育科学研究，先端科学技術研究」に関連している。 

② 福井大学の長期目標のうち，長期目標１「21世紀のグローバル社会において，高度

専門職業人として活躍できる優れた人材を育成」，及び長期目標３「優れた教育，

研究，医療を通して地域発展をリードし，豊かな社会づくりに貢献」に関連してい

る。 

 

（４）教育研究等の質の向上に関する目標との関連  

①中期目標（教育内容及び教育の成果等に関する目標）の「基本目標「21世紀のグロー

バル社会において，高度専門職業人として活躍できる優れた人材を育成」を目指し

て，国際的にも通用する質の高い教育を実施する」と関連している。 

②中期目標（教育の実施体制等に関する目標）の「質の高い教育を実現するため，教

育内容・方法や成果を点検・評価するシステムを構築し，不断に改善を行う教育実

施体制を整備する」と関連している。 

 

２．組織の特徴  

福井大学工学部は，昭和 24 年に新制大学の小規模工学部として発足した。その後，

時代的・社会的要請を受けて拡充を続け，現在は工学のほぼ全ての分野を網羅する，

全国でも有数規模の工学部になっている。平成 18年に教員の所属を工学研究科とする

組織改組を行ったが，運営は学科・専攻を単位とし，教育の責任体制を明確にしてい

る。また，学内には附属国際原子力工学研究所や遠赤外領域開発研究センター等，工

学部に関連性の強い組織があり，これらに所属する教員も工学教育を担当している。

平成 11 年の改組で現在の８学科体制となったが，社会の求める「幅広い知識を持った

専門技術者」育成に向け，平成 28年度から５学科 11コースへの改組を予定している。 

 

３．入学者の状況  

一般選抜，特別選抜，AO入試，および３年次への編入学選抜を行っている。第２期

中期目標期間（以下「第２期」という。）を通し，入学定員は 525名に保ったが，編

入学定員は平成 27年度から 10名増えて 40名となった。また，平成 26年度入試から

マレーシア・ツイニング・プログラム入試を開始した。志願倍率は，前期日程で３倍

前後，後期日程で約６倍～10倍である（資料 1）。前期日程では，名古屋会場に加え，
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平成 27 年度入試から京都会場を設けた。平成 27年度入試では，前期日程受験者の約

49％が名古屋会場，約 14％が京都会場で受験した。  
平成 27 年度の入学者・編入学者選抜の状況は資料 2，資料 3の通りである。全入学

者のうち福井県出身の者は 31.9％である（第２期の平均）。マレーシア・ツイニング・

プログラム入試による入学者は，平成 26年度に４名，平成 27年度に２名である。 

 

資料 1 平成 22年度から平成 27年度の志願倍率 

 第１期（平均） 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

前期 

日程 
2.7 2.7 2.8 3.2 3.3 3.0 2.7 

後期 

日程 
8.1 5.9 6.8 10.2 7.9 6.8 7.5 

AOⅠ 2.5 2.7 2.4 2.8 2.8 3.3 2.2 

AOⅡ 2.4 2.5 2.4 2.2 3.1 1.9 2.4 

（事務局資料） 

   

資料 2 平成 27年度入学者選抜の入学定員，入学者数，直近６年間の平均入学定員充足率等 

学科 
入学 

定員 

志願

者数 

受験 

者数 

入学

者数 

直近６年間の平均 

入学定員充足率 

(平成22～27年度) 

機械工学科 75 420 246 80 1.06 

電気・電子工学科 64 237 110 68 1.08 

情報・メディア工学科 65 292 167 66 1.05 

建築建設工学科 65 354 249 69 1.07 

材料開発工学科 75 288 157 79 1.08 

生物応用化学科 65 153 107 65 1.04 

物理工学科 51 259 121 57 1.09 

知能システム工学科 65 292 213 65 1.05 

計 525 2295 1370 549 1.06 

                                   （事務局資料） 

 

資料 3 平成 27年度編入学者選抜の入学定員，入学者数，直近６年間の平均入学定員充足率 

学科 入学定員 入学者数 
直近５年間の平均 

入学定員充足率 

全学科 40 50 1.29 

（事務局資料） 

 

 

４. 想定する関係者とその期待  

・学生･保護者：基礎的な知識・教養，専門的知識・能力，および汎用的技能など，高度

専門技術者として備えるべき学力や資質・能力の涵養 

・就職先企業等：基礎的な知識・教養，専門的知識・能力，および汎用的技能など，高度

専門技術者として備えるべき学力や資質・能力を有した人材の育成 

・地域社会：出身地域を一つの柱とする広い地域において社会の発展に貢献できる人材の

育成   
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

 

●教員組織編成や教育体制の工夫とその効果に対する例 

【教育プログラムとしての実施体制】 

① 工学部長のマネジメントのもと，教育関連の委員会，代議員会，教授会等が運営され，

「工学部及び工学研究科教育委員会」が，関連委員会等との連携のもと，教育プログラ

ムの実施を統括している。委員会等の長により構成される教務学生連絡委員会が全体調

整や達成度管理を行っている（資料 1-1-1）。 

 

資料 1-1-1 教育プログラム実施体制 

■ 連携体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 各委員会の役割 

委員会名 所掌事項 

教務学生連絡委員会 教務・教育関係委員会の連携（全体調整，情報共有，達成度管理な

ど）。学務担当副研究科長が委員長となり，研究科長，教育・学務

関係の委員会の長がメンバー。 

教務学生委員会 教務，学生生活に係る事項 

教育委員会 工学部の専門科目の改廃に関する事項／専門基礎科目のうち数学・

物理に関する事項／工学部の留学生教育の改善に関する事項／共通

教育に関する事項／工学部の共通科目に関する事項／その他委員会

が必要と認めた教育に関する事項 

数学教育懇話会 専門基礎科目の数学に関する事項／数学ステップアップに関する事

項／数学プレースメントテストに関する事項／その他懇話会が必要

と認めた数学教育に関する事項 

物理教育懇話会 専門基礎科目の物理に関する事項 

留学生委員会 留学生の受け入れ，履修指導，生活指導，進路指導，その他必要と

認められる事項 

FD委員会 教育の理念，目的，目標の周知と，それらを達成するための教育方

法の研究・改善と教育の資質の向上 
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JABEE委員会 JABEE対応プログラムの作成，公開，認定申請，継続的改善に関す

る事項 

教育実習委員会 教員免許および教育実習に関する事項 

英語教育実施運営委員会 工学部・工学研究科における英語教育に関すること／大学院留学生

のための英語による特別コース運営に関すること／外国人英語教師

の充足に関すること／その他英語教育の実施に関する事項 

インターンシップ実施委員会 インターンシップへの参加に関すること／インターンシップの履修

指導に関すること／インターンシップの単位認定に関すること／そ

の他インターンシップに関すること 

ジェネリックスキル及び就業

力育成委員会 

ジェネリックスキル及び就業力育成教育の実施，評価・点検に関す

る事項 

グローバル人材育成推進事業

実施委員会 

学生の海外派遣およびそれに伴う単位認定に関すること／その他グ

ローバル人材育成推進事業のプログラム実施に関すること 

先端科学技術育成センター創

成教育部門委員会 

創成教育の企画・立案・実施に関する事項／学際実験・実習の立案・

実施・成績に関すること／創成教育を通じた地域との連携に関する

事項 

教育技法評価委員会 教員の新規採用，昇格における模擬授業等による教育技法評価に関

すること 

 

 （事務局資料） 

 

 

【全学目的に即した連携体制】  

① 共通教育では，全学目的（資料 1-1-2）に沿って多様な科目を体系的に配置している（資

料 1-1-3）。全学出動体制のもと，工学部も多数の科目を担当し，共通教育の実施に責任

を負っている（資料 1-1-4～6）。 

 

資料 1-1-2 共通教育の理念・目的  

 

（平成 27年度共通教育科目履修の手引きより抜粋） 
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資料 1-1-3 共通教育科目の体系と内容の概要   

 ■ 特色 

特色 GPで高く評価された枠組みを基本に，GGJ事業による充実した英語教育を取入れた体系である。 

 

１．新入生全員の必修科目として大学教育入門セミナーを開設し，助言教員制度等と連携しながら 

学生の多様化に配慮し，学生が大学の勉学・生活へスムーズに入るための支援を行う。 

２．現代的に編成された豊富な教養教育科目の履修を，均等履修，集中履修，自由選択履修に分け， 

低学年で広く学問に触れ，学年進行とともに，自分の専門と異なる分野への関心が高まるよう工 

夫されている。 

３．更に高度な教養教育として，副専攻を修得できる制度を設けている。 

 
                      ＋ 
 

    少人数習熟度別クラスによる実践的英語教育。授業時間の倍増。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 内 容 単位数 
工学部教育の

担当 

大学教育入門セ
ミナー 
 

高校から大学への勉学方法の転換を助け，大学生
活を健康かつ有意義に過ごすことのできるよう，
自ら考え行動するためのヒントを与えると共に，
大学生活の初期の段階で，所属する学科の教員に
よる指導を受け，自らの専門分野を自覚し，また，
より広い視野をもって大学での勉学ができるよう
になることを目的とする。 

２ 

全体講義（前半
６回）：工学研
究科長講話，
キャリアデザ
インなど。 
後半９回：学科
教員が担当 

基礎
教育
科目 

外国語科目 英語， 
第二外国語（独仏中のうち 1） 

８ 
４ 

 

保健体育科目 保健体育または体育を選択必修 ２  
情報処理基礎 情報処理に関する基礎的知識と技術を習得する。

ネットワークに接続された PCを使い，メール，文
書作成，描画，表計算などのアプリケーションソ
フトの利用を学ぶ。また，Webによる受講登録・図
書館蔵書検索・就職情報閲覧など学内外で必要な
基礎技術の習得も目指す。 

２ 

各学科の教員
が担当 

教養教育・副専
攻科目 

自分の専門にとらわれず，広く学問の知識や方法
を身につける。 
A群（共通教育科目として開講）と B群（専門科

目を他学科学生に開放）があり，５つの分野を均
等に履修する「均等履修」と一分野を集中して履
修する「集中履修」を含め規定単位数を履修。 

均等履修 
≥ 10 

集中履修 
≥ ６ 

合計 
≥ 20 

工学部教員が A
群の約２割，B
群の約８割を
担当 

第１期の特色 GPで高く評価された枠組 

第２期の GGJ事業による充実した英語教育 

（事務局資料） 
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資料 1-1-4 文京キャンパスの共通教育実施体制  

(事務局資料) 

 

資料 1-1-5 工学部教員の共通教育・副専攻科目担当状況（平成 27年度） 

所属 全教員数 A群のみ A群＋B群 B群のみ 担当者計 

機械工学科 18 2 3 6 11 
電気・電子工学科 14 2 1 5 8 
情報・メディア工学科 15 1 0 5 9 
建築建設工学科 17 4 8 3 15 
材料開発工学科 11 0 9 2 11 
生物応用化学科 11 3 8 0 11 
物理工学科 17 4 1 9 14 
知能システム工学科 13 2 1 5 8 
繊維先端工学専攻 9 4 5 0 9  
原子力・エネルギー安全工学専攻 11 0 3 5 8 
遠赤外領域開発研究センター 7 1 3 2 6 
附属国際原子力工学研究所 9 0 1 8 9 
産学官連携本部 3 2 0 1 3 
アドミッションセンター 1 1 0 0 1 
総合情報基盤センター 1 0 0 0 0 

合計担当者数 工学部 136 22 39 40 104 
センター等 21 4 4 11 19 

合計 157 26 43 51 123 
担当割合 
（％） 

工学部  16.2 28.7 29.4 76.5 
センター等  19.0 19.0 52.4 90.5 

合計  16.6 27.4 32.5 78.3 
＊オムニバス含む                                  （事務局資料） 

 

資料 1-1-6 共通教育（副専攻科目）の工学部担当科目数 

 A群（共通教養・副専攻科目） B群（専門教育・副専攻科目） 

工学部担当科目数 31 130 

全科目数 160 155 

工学部担当割合（％） 19.3 83.9 

                                   
（事務局資料） 

共通教育センター 

         

  

教
育
内
容
に
応
じ
た
10
の
部
会
で
構
成 

 
 

全
員
が
一
つ
以
上
の
部
会
に
所
属 

共通教育委員会 

センター長，副センター長，各学部代表，各部会

長からなる委員会。教養教育に関する全ての

決定権を持つ。 

運営小委員会 

副専攻実施小委員会 

自己点検・評価実施小委員会 

学務部教務課 

教養・共通教育係 

第１部会 大学教育入門セミナー 

第２部会 外国語 

第３部会 保健体育 

第４部会 情報処理基礎 

第５部会 社会 

第６部会 人間 

第７部会 文化 

第８部会 技術 

第９部会 自然 

第 10 部会 留学生共通教育 

教育地域科学部教員 
工学部教員 
関連センター等教員 

授業担当 委員 
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② 平成 22 年度から，工学部 JABEE委員会と共通教育センターが協力して組織的に JABEE

受審に対応している（資料 1-1-7）。 

 

資料 1-1-7 工学部の JABEE受審への対応に係る申合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 27年度共通教育センター規程集より抜粋） 
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③ 平成 25 年度から，語学センターと連携して，英語の授業に習熟度別少人数クラスを導

入し（P6-14 後掲資料 1-1-14），TOEICスコアが大きく上昇するなど，成果があがった

（P6-133  後掲資料 2-1-7）。 

 

④ 共通教育について学生の満足度は高く，かつ第１期より向上し，連携体制のもと実施

している共通教育の質が向上した（資料 1-1-8）。 

 

資料 1-1-8 共通教育に対する学生の満足度 
 

平成 21年度と平成 27年度に「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」を実施した。 

その結果から共通教育に対する卒業予定者の回答を抽出して以下に示す。「教養・共通教育の授業全

般」，「教養・共通教育の語学系授業」，「幅広い教養を身につけられる教育」に対し，平成 27年

度には 85％～93％程度の回答者が「十分～やや満足」と答え，その割合は平成 21年度より 1割以上

向上した。これは，工学部，共通教育センター，語学センターが連携して実施している共通教育の質

が高くかつ第１期よりも質が向上したことの証左である。 

 

※グラフ中の数値は回答者の人数である。 

 

設問 教養・共通教育の授業全般について，あなたはどの程度満足していますか。 

⇒“「十分～ある程度」満足”は平成 27年度に 92.8％で，平成 21年度より 15.1％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 教養・共通教育の語学系授業について，あなたはどの程度満足していますか。 

⇒“「十分～ある程度」満足”は平成 27年度に 85.2％で，平成 21年度より 12.3％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 幅広い教養を身につけられる教育の提供について，あなたはどの程度満足していますか。 

⇒“「十分～ある程度」満足”は平成 27年度に 89.6％で，平成 21年度より 13.3％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 21年度および平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」結果より抜粋）  

 

（事務局資料） 
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【組織体制】 

① 教務学生連絡委員会が教育に係る委員会を統括している（P6-4 前掲資料 1-1-1）。学

内のセンター等と，入学から卒業までの各段階で連携し，第２期には，グローバル人材

育成や学生支援等について連携を強化した（資料 1-1-9）。 

 

 資料 1-1-9 学内のセンター等との連携 

■ 体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第２期に強化した連携の例 

連携先 連携内容 

語学センター 

（平成 23年度設置） 

平成 25年度から工学部１年生を対象に，英語科目数を４科目から８科

目（英語１～英語８）に倍増させ，授業時間を週１コマから２コマに増

やし，１クラス約 20～25名の習熟度別少人数教育にて講義を実施する

など語学教育を充実した。また，習熟度別クラス編成を行うため，平成

25年度から，新入生を対象に，TOEICおよび GSL（語彙テスト）を実施

した。 

国際課 平成 24年度の「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援」

事業採択によって新設された各種の国際交流プログラム（海外研修，海

外短期インターンシップなど）への工学部生の参加。 

就職支援室 平成 26年度からキャリアサポートシステムに全新入生が登録するよう

工学部として組織的に協力。 

学生総合相談室 工学部 FD委員会と FD研修会を共同企画（平成 26年７月 11日「学生支

援の現状と課題」）。 

教務課，学生サービス

課，学生総合相談室，

保健管理センター 

平成 25年度から，問題を抱えた学生（長期欠席や成績不振の学生）へ

の支援体制を一新し，工学部，教務課，学生サービス課，学生総合相談

室，保健管理センターが有機的に連携した組織的な取組を開始。 

附属国際原子力工学

研究所 

東日本大震災以降の社会的状況の変化の中で原子力に係る学部教育を

進めていくため，附属国際原子力工学研究所と様々な面で協力。例えば，

工学部生が原子力・環境・エネルギー・技術者倫理などを体系的に学ぶ

ための副専攻である「原子力・エネルギー安全工学コース」のカリキュ

ラムを見直し，工学部の教員と同研究所の教員が共同で担当する「原子

力安全・防災論」を新設（平成 26年度）。副専攻の他の科目の多くも，

同研究所との連携のもとで実施。平成 27年度には，「原子力教育研究

推進会議」を発足させ，教育と研究に渡る包括的な連携体制を強化。 

 

 
（事務局資料） 
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② 「将来計画検討ワーキング」を設置し，外部評価結果や社会ニーズ等を踏まえ，平成

28 年度の工学部改組（８学科から５学科へ）が決定され，認可された（資料 1-1-10，11）。 

 

資料 1-1-10 平成 28年度工学部改組 

■ 学科構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ late specializationの考えを取り入れたコース制（全学科で導入。図は物質・生命化学科の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-11  「将来計画検討ワーキング」（平成 25年度設置）の議事メモ（抜粋） 

 

第 13回将来計画検討 WG議事メモ 

 

日 時  平成 26年 12月３日（水）１８:１０～２１:１５ 

場 所  工学部多目的会議室 

出席者  永井座長，森眞，菊地，徳永，熊倉，浪花，久田，桑水流の各委員 

     小野田研究科長，葛生，松下，岩井，小嶋，福井，明石，米沢の拡大執行部メンバー 

欠席者  廣瀬，沖の各委員，末拡大執行部メンバー 

 

１．工学部改組にかかる文科省事前相談の報告 

  小野田研究科長から，別紙資料に基づき，12月 1日の工学部改組に関する文科省との事前相談につ

いて説明があり，基本的な構想は了承されたとの報告があった。 

 ただ，文科省との意見交換の中で３点（資料：文科省との意見交換記録内の赤字部分）について宿

題がでたため，まずは早急にカリキュラムを作成し，年内に文科省に回答する必要があるとの付言が

あった。 

 

○電気電子・情報工学の・（中ポツ）が必要かどうかは検討させてほしい。（E，I） 

○コンセプトは了承されたが，中身が伴っていない（定員の割り振り，入口出口の問題，人材育成の

ためのカリキュラム等）。今後教員が減っていく厳しい時代の中で，新しい体制のしくみを作る理

由を全員で理解した上で考える必要がある。（執行部） 

 

２．各学科のカリキュラム作成について 

 小野田研究科長から，カリキュラムについては，まずは物質・生命化学コースのフローを参考に各

学科のカリキュラムフローを作成の上，12月 12日（金）までに工学部支援室宛に送付願いたいとの依

頼があった。 

 なお，カリキュラムはできるだけ文科省への説明資料に沿ったものにしていただき，併せて，改組

後は教育内容がどのように変わるのかを文章で説明してもらいたいとの依頼があった。 

 

（事務局資料） 
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【国際性】 

① 工学部の育成人材像を Global IMAGINEERとして再定義し，内外に周知した（資料

1-1-12）。 

 

資料 1-1-12 工学部で育成するグローバル人材像 Global IMAGINEER   

（http://www.u-fukui.ac.jp/international/abroad/distinctive/） 

 

（福井大学ウェブサイトより抜粋） 

 

 

② 工学部を取組の中心部局として，平成 24年度「経済社会の発展を牽引するグローバル

人材育成支援」事業（以下「GGJ事業」という。）に東海・北陸地区の国立大学で唯一採

択され（資料 1-1-13），英語教育を充実させるとともに単位化された海外派遣プログラ

ムを多数実施し（資料 1-1-14，15），TOEICスコアの上昇，多数の学生の海外派遣，派

遣学生のコンピテンシー向上など，グローバル人材育成の成果があがった（P6-133 後掲

資料 2-1-7， P6-134 後掲資料 2-1-8）。 
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資料 1-1-13 「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援」事業への採択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://www.u-fukui.ac.jp/wp-content/uploads/kousou_ja.pd） 

                                      （事務局資料） 

 

資料 1-1-14 工学部の英語教育 

共通教育 

GGJ事業により，語学センターとの連携のもと，平成 25年度から工学部１年生を対象に，

英語科目数を４科目から８科目（英語１～英語８）に倍増，授業時間を週１コマから２コ

マに増やし，１クラス約 20名～25名の習熟度別少人数教育にて講義を実施するなど語学

教育を充実した（工学部の取組を踏まえ，平成 26年度からは全学部で英語教育を週２コ

マとした）。英語１～８の授業は習熟度別クラス編成で行う。英語１～４ではリスニング

とスピーキングを中心としたコミュニカティブな授業を行い，英語５～８ではリスニング

とスピーキングも行うものの，焦点はリーディングとライティングに移し，適宜 ESPも導

入する。クラスワークだけでなく，授業外で行う e-learning学習又は多読も取り入れる。 

専門教育 

機械工学科 
機械英語 ２年次 必修 

機械技術英語特別講義 ４年次 選択 

電気・電子工学科 技術英語 ２年次 必修 

情報・メディア工学科 情報技術英語 ３年次 必修 

材料開発工学科 
技術英語演習 ４年次 必修 

科学技術英語特別講義 ４年次 選択 

生物応用化学科 
科学技術英語演習 ３年次 選択 

科学技術英語特別演習 ４年次 選択 

物理工学科 科学技術英語 ３年次 必修 

知能システム工学科 科学英語基礎 ３年次 選択 

全学科 留学基礎英語 全学年 選択 

  （事務局資料） 

工学部の教育改善 

１．英語教育 

・ネイティブに 

よる授業 

・実践的英語 

・少人数教育 

・習熟度別クラス 

・授業時間倍増 

２．海外留学促進 

・多数の海外派遣 

 プログラム 

・海外派遣プログ 

ラムの単位化 

・海外体験による 

 コンピテンシー

変化のルーブ

リック評価 
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資料 1-1-15 海外短期インターンシップ 

■ 概要 

平成 24年度に海外短期インターン

シップに係る自由科目を開講，翌年度

には規模を拡大して選択科目として工

学部の全学科で６科目（「海外短期イ

ンターンシップⅠ～Ⅵ」）を開講した。

平成 27年度から科目を整理して海外

短期インターンシップⅠ（１単位）と

Ⅱ（２単位）を重複履修可能な科目と

して開講している。海外派遣プログラ

ムの単位認定は海外短期インターン

シップとして行う。 

 

   ■ 語学センターとの連携 

  海外派遣プログラムへの参加を希望す  

  る学生に，授業外の英語のコースとし 

て，国際英語コミュニケーションプロ 

グラム（平成 23年度以前 留学準備コ 

ース）を，工学部・工学研究科と語学 

センターが連携して設け，留学に向け 

た語学面のサポートを行った（P6-102  

後掲資料 1-2-20）。 

 

 

 

                                （学生便覧 2015より抜粋） 

 

■ 海外短期インターンシップ単位修得者数 

科目名 

単

位

数 

取扱い 

単位修得者数（人） 

平成 

24年度 

平成 

25年度 

平成 

26年度 

平成 

27年度 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

前

期 

後

期 

海外短期インターンシップⅰ １ 自由 

科目 

 86       

海外短期インターンシップⅱ ２  2       

海外短期インターンシップⅠ～Ⅳ １ 

専門教

育科目 

  41 3 16 6 6 0 

海外短期インターンシップⅤ～Ⅵ ２   24 17 37 34 47 28 

海外短期インターンシップⅠ １       0 0 

海外短期インターンシップⅡ ２       0 4 
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■ 海外短期インターンシップ参加者の声（平成 27年度） 

所属・学年 

派遣先 

派遣期間・プログラム類型 

参加学生の声 

機械工学科・４年 

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大

学（マレーシア） 

7/15～8/2  研究・発表型 

グローバルな視点で社会に貢献することの重要さを感じた。クア

ラルンプールの景観を見て，急速に開発やインフラの整備が進ん

でいることを感じた。しかしそれと同時に，環境に対する配慮は

あまりなされていないとも感じた。将来技術者になったときに，

環境と調和した開発や製品を作ることが重要であると実感した。 

機械工学科・４年 

トゥンク・アブドゥル・ラーマン大

学（マレーシア） 

7/15～8/2  専門分野型 

自分の持っている専門的な知識がまだまだ少ないことが分かっ

た。いっそう大学院に進学したい気持ちが強くなった。大学院で

は英語の勉強にも力を入れていきたいと思う。広い知識を持つこ

とで自分の研究に活かせることができるので，進学後もいろんな

分野に興味を持って勉強していく必要があると感じた。 

生物応用化学科・４年 

国立成功大学（台湾） 

9/6～9/20  研究・発表型 

一番の目標である研究に関する知識・能力は向上については

isCPTの参加および交換留学先の大学で教授の授業を受けたり学

生から研究内容について教えてもらったり実験したりすること

により達成することができた。今回の留学は英語のコミュニケー

ションをとるためのよいきっかけになった。不格好ではあるが，

留学前よりは英語で会話できるようになったし，しようという気

持ちが高まった。 

知能システム工学科・４年 

上海理工大学（中国） 

3/6～3/19  専門分野型 

とても有意義な２週間を過ごすことができた。留学は初めての経

験であったが，様々な人との交流，授業，企業見学などを通して，

様々な知識を吸収することが出来，また新しい考え方，広い視野

を身に付けることができた。この経験を今後の人生に生かしてい

きたいと思う。 

知能システム工学科・４年 

上海理工大学（中国） 

3/6～3/19  専門分野型 

四つのことを経験できた。一つ目は語学。二つ目は文化。三つ目

は工学知識理解。四つ目は海外企業思考の構築。普段日本にいる

だけでは聞くことの出来ないような話を聞くことができ，自身の

海外企業就労に関する考えを再構築させられた。単純にひとつの

目的を達成するためだけの内容ではなく，参加者がそれぞれの感

性から多様な経験を得ることが出来た短期留学だったと感じて

いる。 

生物応用化学科・２年 

ポートランド州立大学（アメリカ） 

8/20～9/13  語学研修型 

初めての海外で，今まで実際に会話に使ったことのなかった英語

を用いて様々な人と接することで，コミュニケーション能力を磨

くことが出来たかなと思います。全然なじみのない環境で生活を

して，環境に適応する能力や，困ったとき自分で解決する能力な

どを試すこともできたと思います。日本にいるときは知ることが

出来なかったアメリカの文化や生活習慣に触れ，実際に体験して

日本との違いを感じ，自分の価値観や変わったし，世界も広がり

ました。 

機械工学科・1年 

サザンクロス大学（オーストラリア） 

8/15～9/13  語学研修型 

同じクラスにインドネシア人がいたため，英語で会話していくう

ちにとても仲良くなることが出来た。他大学の生徒との交流もあ

り，日本では決してできないような体験が出来た。今まで人と話

すことは得意ではなかったが，このプログラムで積極的に話すこ

とができ，自信を持つことが出来た。 
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 ■ 海外派遣学生への経済的支援 

海外派遣学生のうち，成績が一定の要件を満たした者（家計状況などの要件も満たす必要がある）

には，JASSO奨学金や福井大学学生海外派遣支援金が支給される。JASSO奨学金の成績要件は GPAが

2.3以上，福井大学学生海外派遣支援金の成績要件は GPAが 2.0以上である。工学部生に対する支給

状況は以下の通りであり，派遣学生の大部分はいずれかの支援を受けている。これら奨学金を受給

しないで海外派遣プログラムに参加した学生の割合は１割程度であることから，奨学金へのニーズ

は高く，海外派遣に不可欠な支援となっていることがわかる。 

（人） 

  平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

海外派遣学生数 38 105 106 116 107 

JASSO奨学金受給者数 32 

85 

（27名は支援

金も受給） 

33 41 59 

福井大学学生海外派

遣支援金受給者数 
0 38 60 60 39 

 

（事務局資料） 
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③ 学科単位の国際交流を継続・新設した（資料 1-1-16）。 

 

資料 1-1-16 学科の国際交流活動 

国際交流事業等 概 要 

日中韓三大学交流機械・エ

ネルギー工学シンポジウム

（ISAMPE） 

福井大学が国際学術交流協定を結んでいる中国上海理工大学および韓国

釜慶大学との共催で平成 13年から毎年開催（開催地輪番）。福井大学で

は工学部機械工学科・工学研究科機械工学専攻が中心となり，学部生・大

学院生が参加。平成 25年の福井大学開催時には，ISAMPEに加え，JASSO

の奨学金を得て International Collaboration Seminarを同時開催し，中

国・韓国の学生 20名が来学して各研究室に配属され，研究や実習を通

して学生間の交流を計る共学セミナーを実施。日中韓三大学の学生

各１名で１グループを構成し，小型エンジンの分解組立のコンテストとし

て３カ国の学生が共同で作業を考案・競争するイベントも開催した。 

＜機械工学科からの参加者数＞ 

平成 25年（福井開催） ６名 

平成 26年（釜山開催） １名 

（平成 27年は大学院生のみの参加） 

＜学生の声＞ 

・英語での研究発表は不安であったが，経験して良かった。 

・ますます英語を勉強しなければいけない，と感じた。 

・中国や韓国の学生達の positiveな態勢に刺激を受けて，研究への取り

組み方が変わった。 

・中国や韓国の学生や教員と交流し，ものの考え方（文化）の違いを  

 感じ取ることができた。 

＜特筆すべき学生＞ 

平成 26年（釜山開催）に唯一学部生で参加した学生は，ISAMPEで優秀講

演発表賞を受賞。それを契機に博士前期課程１年の途中から約１年間海外

に留学。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年度福井大学で開催した ISAMPE2013 

シーナカリンウィロート大

学（SWU）との双方向イン

ターンシッププログラムに

よる学生交流事業 

第２期中に始まった画像処理プロジェクト課題遂行を含むインターン

シッププログラム。福井大学側の実施主体は工学部情報・メディア工学科。

平成 25年５月に SWUから４名の学部生を受け入れ，平成 27年には６月に

SWU工学部との間で学術交流協定を締結した上で９月に４名の学生（うち

２名は学部生）を派遣。平成 28年６～７月頃に再び SWUから４名の学生

を受け入れることが決定しており，交流が定着しつつある。 
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平成 27年９月 シーナカリンウィロート大学での交流 

（事務局資料） 

 

④ 語学センターの教員と工学部教員が協働して英語 PBLを実施し（P6-88 後掲資料 1-2-

12），学修成果があがった。 

 

⑤ 受入方法の改善により，海外からの交換留学生の数が近年増加した（資料 1-1-17）。

海外との協定等に基づく留学生の受入れも行った（資料 1-1-18）。 

 

資料 1-1-17 工学部が受入れた交換留学生数の推移  

 

従来，交換留学生の受入れは，基本的に学生交流覚書に基づき授業料不徴収で枠数までの人数を受

け入れてきたが，それ以上に学生が希望する場合は，授業料を納入することで受入が可能であること

を平成 26年４月受入の募集要項から明記したところ，枠数を超える学生を派遣する協定校が増加し

た。 

さらに，本学に留学した際の情報を充実させたこと，受入手続き等の透明性と簡素化を行ったこと

等から，本学の受入体制への信頼が高まり短期留学生の増加に繋がった。 

 

            工学部が受け入れた交換留学生の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-18 海外との協定や事業に基づく留学生（学部生）の受入れ 

協定 受入実績 事業 受入実績 

マラ教育財団（マレーシア）と日本国際教育

大学連合とのツイニングプログラム（MJHEP） 

平成 26年度 

４人（正規生） 

平成 27年度 

２人（正規生） 

さくらサイエンス

プラン 

平成 26年度

10名（短期間

の受入れ） 

 

  （事務局資料） 

 

⑥ 留学生の送出しや受入れは，国際交流センター（平成 25年度設置）や国際課との連携

体制を整備して実施し，支援に対し学生から好評を得ている（資料 1-1-19）。 

 

資料 1-1-19 国際交流センターや国際課と連携した支援体制 

 国際交流センターは，日本語・日本事情等に関する授業の実施や教材開発・研究活動，外国人留学

生の相談・指導，地域交流活動，留学生同窓会活動の推進，本学学生の海外留学支援等を行っている。 

国際課は，同センターの理念のもと，本学学生の海外派遣及び留学生受入れに関する事務全般，並

びにそれに伴う学生・教職員への支援を行っている。 

 

■ 外国人留学生受入支援の例 
 

支援項目（事業）等 支  援  内  容  等 

渡日前の情報提供の充実 

・HPに渡日に必要な情報や，提出の必要な書類とその記入要領を掲

載し，自国で確認・作成できる体制を整備した。これにより，時

間の短縮と書類の記入ミスを防げる。 

・本学のアカデミックカレンダー，各種プログラム，交換留学制度，

教務システム，評価制度，単位制度，宿舎，コストなどをまとめ

たファクトシートを作成し情報の一元化を進めると同時に，紙媒

体での送付や，ウェブ掲載を通じて，学術交流協定校担当者や留

学生と最新の情報を共有できる体制を整備した。 

生活・安全に関するガイダ

ンス及び生活ガイドブック

類の配布 

・渡日後のオリエンテーション時に，住民登録等行政手続きの一括

代理申請の他，生活に関するガイダンス，および警察による安全

に関するガイダンスを実施し，説明資料，生活ガイドブック，災

害・緊急時ハンドブックを配布し，生活情報を提供している。 

留学生の相談・事故・事件

等対応チームの設置（随時） 

・留学生に関する事故・問題が発生した際は，国際交流センター専

任教員，国際課職員で随時迅速な対応を行っている。 

チューター手引き等の配布 

・チューター学生には，マニュアルを事前に配布し，チューターの

オリエンテーションを開いて，説明を実施している。 

・チューター学生には，新入留学生オリエンテーションにもできる

だけ同席させ，役割等を説明して留学生へのサポートを積極的に

促している。 
 

＜留学生に対するチューター配置状況（平成27年度）＞ 

：留学生（正規生・非正規生合計）64名 

：チューター（延べ）23名 

国民健康保険料の一部補助 

・福井県留学生交流推進協議会が，県内の高等教育機関に在籍する

留学生に対し，国民健康保険料を一部補助する情報を周知し，該

当者に対し，本人からの申請により保険料の一部を助成している。 

民間奨学金対策 

・民間奨学金の募集要項等に基づき，小論文や面接試験に対する傾

向と対策を検討し，留学生へのアドバイスを実施している。また，

礼状の作成等についても指導を実施している。 

外国人留学生支援会活動 

・福井大学外国人留学生支援会（平成18年度発足）では，教職員等

の寄附金による支援金総額約300万円から，留学生の不慮の怪我・

疾病，不測の事態に対する支援を行っている。 

・外国人留学生支援会では留学生のアパート入居の際の連帯保証人

を行っており，対象となるほとんどの留学生が利用している。 
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留学生会館・国際交流会館 

・宿舎の提供 

 留学生会館  29戸（単身用25戸，世帯用４戸） 

 国際交流会館 16戸（単身用10戸，世帯用６戸） 

国際交流学生宿舎 

・宿舎の提供 

 日本人学生との混住方式により，平成27年度は35人の留学生が入

居。留学生の便を図って，第１期中期目標期間末より留学生用の

部屋数を増やしている。 

 

 ■ 海外派遣支援に対する学生の声（抜粋） 

・グローバルコンピテンシーなどで自分のやりたいことをしっかりと確かめることができた。 

・（オリエンテーションにより）ただただ，留学に行った経験で終わらせるだけでなく，行く 

意味や得るべきものなどを考えるきっかけになりよかった。 

・留学に関してこまめにメールがきたのでとても親切だった。 

 ・帰国後もオリエンテーションを開いてくれて，これからの成長を意識することができた。 

 ・丁寧に説明してくださり，可能な限り安全に留学できるようにサポートしてくださった。 

 ・留学中もメールなどでサポートしてくれた。 

 ・“留学のしおり”に有効な情報がたくさんあったのでよかった。 

 ・非常に柔軟な対応で忙しい生活の中でも助かった。 

 ・事前に情報をたくさん得ることができたのでよかった。 

 

（事務局資料） 
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【外部組織との連携】 

① 福井県経営者協会と連携してインターンシップを実施し，県内への就職意識が高まる

など，連携の成果があがった（資料 1-1-20）。 

日本化学繊維協会と連携して寄附講義「テキスタイル工学」を実施し，地域の主要産

業である繊維産業への関心が高まるなど，連携の成果が上がった（資料 1-1-21）。 

新たな連携として単位互換等を開始した（資料 1-1-22）。 

 

資料 1-1-20 インターンシップ実施状況 

■ インターンシップ修了者数 

 

 

 

 

 

 
 

※平成 24年度を境に修了生が減った理由は，派遣先企業等からの意見聴取結果に基づき，平成 24年

度から，志望理由書の提出，インターンシップに係る企業情報のホームページでの周知等によって

学生に対してインターンシップの参加目的を認識させ，明確な目的意識を有した意欲的な学生に

絞って実施したためである。なお，大学で事前・事後研修を実施している。 

 

■ インターンシップに参加した学生の声 

（１）分かったこと・学べたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自由記述（抜粋） 

・インターンシップで私に起きた一番大きな変化は，地元に就職したいという思いがすごく高

まったことである。以前は地元企業に魅力はほとんど感じることはなかったが，インターン

シップを通じて地域密着型の業務を見学し，働いている人ひとりひとりの地元に対する思いを

聞いているうちに，なかなか地元も悪くないなと思うようになった。いつも不便だと思う地元

であるが，地元をよりよくするためにも，私も地元に残って町おこしをするのも楽しいのでは

ないかと思う。 

・大学で C言語でのみプログラムを書いたことがあるが，他の言語でもプログラムの構成や考え

方を応用できることがわかった。普段学んでいることが業界で活かされていることがわかった

ので，安心して残りの学期の勉学に励んでいきたい。元々プログラミングの作業は好きではな

かったが，システム開発の体験はとても楽しかったので，就職活動では IT業界も視野に入れ

ていきたい。 

・疑問を疑問のままにしない事の大切さを学んだ。社員の方から染色や加工について教えてもら

う中で，自分は今まで浅い部分でしか理解できていないのにわかったつもりになっていた部分

があることを痛感した。始めは恥ずかしくて聞くことができなかったことも質問すると非常に

親切に丁寧に教えてもらい理解することができた。今後の大学での研究や就職活動でも，一時

の恥を恐れることなく疑問点を解決するために質問したり調べたりしたい。 

(長期) (一般) (長期) (一般) (長期) (一般) (長期) (一般)

工学部 65 87 7 40 3 38 10 37 12 51

＜県外＞

部局等 平成22年度 平成23年度

工学部 7 6

平成27年度

平成27年度

20

（福井県経営者協会を通してのインターンシップ参加状況）

部局等 平成22年度 平成23年度
平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成24年度 平成25年度 平成26年度

2 15 27
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・自分の学生生活を考え直す機会ができた。現在の私は，与えられた課題をするといった受け身

の姿勢である。与えられたことをするのではなく，今自分に必要なことを考え自分から行動す

ることが大事なのだと思う。まずは，授業を聞く姿勢を工夫していこうと思う。 

・研究するとはどのようなものか少しわかった。研究は常にうまく行くものではなく，失敗もた

くさんあると思うが，今回体験したように，様々な試料を変えて試し成功するよう粘り強く研

究をしていきたいと思う。 

・（インターンシップ先に）ABCという標語があった。これは「当たり前のことを，馬鹿にせず，

ちゃんとやる」の頭文字であり，人間当たり前のことは次第におろそかになっていくため，ABC

をしっかり守るのは意外に難しく，ABCさえできていればほとんど文句のつけようがないのだ

ろうなと感じた。実際私は ABCができていない。社会人として第一歩を踏み出す準備期間の今

だからこそ，学生の当たり前である勉学，課題，遊びを，スケジュール管理を含めてしっかり

やっていこうと改めて思った。 

・自分はまだまだ学生気分で働く準備ができていないことを痛感した。礼儀やマナー，常識など

を自分が余りにも知らな過ぎることに気付くことができて大変勉強になった。社会人になるま

でにしっかりと礼儀などを身に付けていきたい。 

・企業では朝，必ず服装直しやヘルメットの着用を義務付けていた。ここまでする必要があるの

かと思っていたが，回転する機械に小さな突起があり，その突起に布が巻き込まれると人間の

力では戻ってくることはできず死亡事故につながることや，たった 300グラムのスパナが３

メートル上から落ちてきただけで頭蓋骨が陥没するということを安全講習で知り，考えが改

まった。設計業に就くことができたら，工場で作業する人をリスペクトし，常にリスクを背負っ

て仕事をしているということを忘れないことが大切であると感じ，学生生活では物事の確認を

怠らず細部に気を配れる人間になりたいと思った。 

 

（平成 27年度「福井県インターンシップ」研修活動報告書より抜粋） 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-21  日本化学繊維協会による寄附講義「テキスタイル工学」 

 

■ 概要  

 「テキスタイル工学」は日本化学繊維協会か

ら寄附を頂いて平成 19年度より始まり，３年前

期に材料開発工学科，生物応用化学科で開講し

ている選択の専門科目である。 

 講師は，日本繊維技術士センターの松原富夫

氏（元帝人）であり，講師手当，旅費，資料の

印刷代は日本化学繊維協会からの奨学寄附金を

充てている。 

 この寄附講義は開設期間が３年であり，３年

目に継続開設願いを出すことにより，平成 22年

度から３年間，平成 25年度から３年間，継続開

設が認められ，現在に至っている。平成 28年度

からさらに３年間の継続開設も認められており，

平成 30 年度からは新学科（物質・生命化学科）

の科目として，名称も「テキスタイルサイエン

ス」と変えて実施することにしている。 

 

■ 学生の声（抜粋） 

今までテキスタイルに全く興味が無かったので

すが，講義の中でテキスタイルの開発・発展の

歴史を知り，発明者の経験・理論が知れて良かっ

た！ 

受講するまでは繊維に関心が無かったが，講義

を受けて興味を持てるようになった。 

繊維産業が直面している課題（環境・資源など）

が知れ，私達若い世代が頑張っていかねばと感

じた。 

繊維産業は自分の興味ある分野とは全く関係が

無いと思っていたが，環境や医療の分野でも重

要な技術が多くあることを知り，将来の仕事の

選択肢を増やすことが出来た。 

就職・人生・社会など幅広い知識を教えてもらっ

た。 
（福井大学・寄附講義「テキスタイル工学」実施報告  

書（平成 24年度～平成 27年度）より抜粋） 

 
 

学生から高い評価を受けている。地域の主要産

業の一つである繊維産業に興味を持つように

なったことに加え，企業出身者である講師の体

験談を交えた講義であったためか，将来への考え方にも影響を与えた講義であったことがうかがえる。 
 

■ 受講者，単位修得者の推移 

年度 
受講登録
者数 

単位修得
者数 

受講登録者内訳 

2010（平成 22年度） 157 152 材料開発 88，生物応用 69 

2011（平成 23年度） 156 148 材料開発 83，生物応用 71，機械２ 

2012（平成 24年度） 148 140 材料開発 86，生物応用 61，知能システム１ 

2013（平成 25年度） 155 150 材料開発 86，生物応用 61，知能システム４ 

2014（平成 26年度） 150 143 材料開発 76，生物応用 74 

2015（平成 27年度） 149 144 
材料開発 80，生物応用 66，情報メディア２， 
知能システム 1 

※この講義は，材料開発工学科と生物応用化学科の専門科目であるにもかかわらず，他学科からの受講生もあり，

地域の主要産業である繊維産業への関心を専門の枠を超えて喚起している。 

（事務局資料） 
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資料 1-1-22 外部組織との連携（第２期開始分） 

連携の内容 連携先 
連携開始時期 

（協定の締結時期など） 

教育研究交流 福井工業高等専門学校 平成 25年４月 １日 

単位互換 信州大学，京都工芸繊維大学 平成 25年４月 １日 

単位互換 福井県内大学・短大・高専 平成 23年３月 31日 

（事務局資料） 

 

 

●多様な教員の確保状況とその効果 

【教育目的を実現するための教員構成】 

① 教員採用は公募を原則とし，教員選考規程（資料 1-1-23）により教育研究業績に優れ

た人材を公平に採用している。配置人数は大学設置基準を満たし（資料 1-1-24），専門

科目は一部を除き専任教員が担当している（資料 1-1-25）。教員の採用・昇格にあたり，

模擬授業による評価を行っている（資料 1-1-26）。 

 

資料 1-1-23 教員選考規程 

福井大学大学院工学研究科教員選考規程 

平成16年４月１日 福大工規程第７号 

平成19年４月５日 第一教授会 

（趣旨） 

第１条 福井大学大学院工学研究科に勤務する教授，准教授，講師，助教及び助手（以下「教員」と

いう。）の国立大学法人福井大学職員人事規程（平成16年福大規程第５号）第５条及び第12条の

規定に基づく採用及び昇格の選考手続については，福井大学大学院工学研究科教授会規程（平成

16年福大工規程第２号）（以下「教授会規程」という。）によるほか，この規程の定めるところ

による。 

（選考基準） 

第２条 教員は，教育研究者としての能力を有し，別記「教員選考基準」（以下「選考基準」という。）

を満たすものとする。 

（候補者の推薦） 

第３条 博士前期課程専攻（以下「専攻」という。）で教員を採用し又は昇格させようとするときは，

当該専攻において候補者を選定し，当該専攻の長は，工学研究科長に候補者を推薦するものとす

る。 

２ 候補者の推薦に当たっては，当該専攻において，選考基準に基づき厳正に選考を行うものとする。 

第４条 工学研究科長は，前条の推薦があった場合は，教授会規程第２条第１項に定める教授会（以

下「教授会」という。）を招集し，当該専攻における選考過程及び推薦理由の詳細な説明を行う

ものとする。 

（選考委員会） 

第５条 教員の採用及び昇格に関する審査を行うため，教授会のもとに選考委員会（以下「委員会」

という。）を設ける。 

第６条 委員会は，専任の教授４名をもって構成する。 

２ 前項の委員は，その都度教授会において選任する。 

３ 委員会に委員長を置き，委員が互選する。 

第７条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

第８条 委員会は，選考基準に従って審査し，その結果を教授会に報告しなければならない。 

第９条 委員会は，審査の必要に応じ，委員以外の本大学院工学研究科の教員又他学部若しくは他大

学の教授から２名以上を選び，その意見を聴くことができる。 

（候補者の決定及び報告） 

第10条 教授会は，委員会の報告に基づき，候補者の適否を決定する。 

２ 工学研究科長は，前条の決定により適任と認めた候補者を学長に報告する。 

第11条 工学研究科長は，前条第１項の決定が行われた場合は，その結果を教授会規程第２条第２項

に定める教授会に報告する。 

（否決された候補者の選考） 
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第12条 教授会において否決された候補者は，その日から１年を経過した後でなければ選考すること

はできない。 

 

（雑則） 

第13条 退職又は転出を予定されている者の後任の選考は，事前に行うことができる。 

第14条 非常勤講師の採用については，委員会による審査を省くことができる。 

第15条 この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し，必要な事項は，教授会が別に定める。 

 

   附 則 

  この規程は，平成16年４月１日から施行する。 

   附 則 

  この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

   附 則 

  この規程は，平成19年４月５日から施行し，平成19年４月１日から適用する。 

 

別記 

 
教員選考基準 
１ 教授 
（１）博士の学位（日本における博士の学位と同等と認められる外国の学位を含む。以下同じ。）を

有し，研究上の業績があり，教育上の経験又は識見を持っている者 
（２）公刊された著書，学術論文，作品，報告等により博士の学位を有する者に匹敵する研究上の業

績があると判断され，教育上の経験又は識見を持っている者 
（３）専攻分野において特に優れた知識及び経験を有する者 
 
２ 准教授 
  教授の資格に準ずる。ただし，場合によっては所要の年限又は経歴を軽減して考慮することがで
きる。 

 
３ 講師 
  准教授の資格に準ずる。ただし，場合によっては所要の年限又は経歴を軽減して考慮することが
できる。 

 
４ 助教 
  講師の資格に準ずる。ただし，場合によっては所要の年限又は経歴を軽減して考慮することがで
きる。また，博士の学位取得見込者を含むことができるものとする。 

 

（事務局資料） 

 

 

資料 1-1-24 工学部専任教員の配置 
（平成 27年５月 1日現在） 

学科及び課程名 
教員数 

大学設置基準 
必要教員数 助

手 
教授 准教授 講師 助教 計 

専任 
教員数 

内 
教授数 

機械工学科 7 6 3 1 17 8 4 0 
電気・電子工学科 6 6 0 1 13 8 4 0 
情報・メディア工学科 7 7 0 0 14 8 4 0 
建築建設工学科 9 5 3 0 17 8 4 0 
材料開発工学科 5 7 0 0 12 8 4 0 
生物応用化学科 4 7 0 0 11 8 4 0 
物理工学科 8 8 1 0 17 8 4 0 
知能システム工学科 4 9 0 1 14 8 4 0 

合  計 50 55 7 3 115 64 32 0 

（事務局資料） 
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資料 1-1-25 工学部主要科目の専任教員による担当状況（平成 26年度） 

         （事務局資料） 
 

資料 1-1-26 採用・昇格人事における模擬授業評価 

■ 福井大学大学院工学研究科教員選考基準に関する内規（抜粋） 

 
 
 

 

■ 模擬授業評価表 

教育技法評価委員会の委員が以下の項目について評価する。 

授 業 目 標 ・ 準 備 

明確性 授業の目標は明確に示されたか（授業全体と今回の講義について） 

総合性 
他の授業科目との関連等，総合的な観点からの位置付けや把握方法が示され
たか 

 
授  業  内  容 

難易度 適切な難易度で，必要な内容が講義されたか 
基礎学力考慮 学生の基礎学力を考慮し，必要に応じた基礎事項の補足説明があったか 

 
学  習  方  法 

授業記録 
十分な余裕をもって学生が授業内容の記録をとることができるように配慮が
なされたか 

自己学習指導 学生の自己学習（予習・復習・自己調査）のための適切な指導がなされたか 
 

講  義  技  法 

可聴性 
声は十分聞き取れたか，言葉は明瞭であったか，言っている内容は理解でき
たか 

明快性 講義内容が明快で基礎的原理を分りやすく解き明かすものであったか 
熱意 主題についての講師の熱意が現れている講義になっていたか 

学 科 
総科 
 

目数 

必修科目 選択科目 

科 
目 
数 

専任教員担当の 
 

科目数 

専任教員以
外が担当の
科目数 

（非常勤含む） 

科 
目 
数 

専任教員担当の 
科目数 

専任教員以
外が担当の 
科目数 

（非常勤含む） 

機械工学科 77 41 39 
教授 19 

2 36 31 
教授 20 

5 准教授 19 准教授 9 
講師 1 講師 2 

電気・電子工学
科 82 19 18 

教授 11 
1 63 57 

教授 33 
6 准教授 7 准教授 21 

講師 0 講師 3 

情報・メディア
工学科 62 24 22 

教授 16 
2 38 34 

教授 23 
4 准教授 6 准教授 11 

講師 0 講師 0 

建築建設工学
科 89 32 30 

教授 11 
2 57 51 

教授 29 
6 准教授 11 准教授 14 

講師 8 講師 8 

材料開発工学
科 69 32 32 

教授 15 
0 37 29 

教授 17 
8 准教授 12 准教授 9 

講師 5 講師 3 

生物応用化学
科 72 39 38 

教授 19 
1 33 29 

教授 20 
4 准教授 19 准教授 9 

講師 0 講師 0 

物理工学科 68 42 41 
教授 25 

1 26 24 
教授 16 

2 准教授 13 准教授 8 
講師 3 講師 0 

知能システム
工学科 74 22 19 

教授 7 
3 52 47 

教授 21 
5 准教授 10 准教授 24 

講師 2 講師 2 
合計 593 251 239   12 342 302   40 

専任教員 
担当率％ 91.2 95.2 88.3 

第５条 教授，准教授，専任講師又は助教に係る被選考者は，教員選考委員会及び教育技法評価 
委員会が行う模擬授業による教育技法評価を受けなければならない。 

２ 被選考者は，前項の教育技法評価の結果に合格しなければ，教授，准教授，専任講師又 
は助教になることができない。 

      （事務局資料） 
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② 企業経験者の採用，任期制，「科学技術人材育成補助事業 テニュアトラック普及・

定着事業」によるテニュアトラック制度，および平成 24年度科学技術人材育成費補助事

業「女性研究者研究活動支援事業」による男女共同参画推進により，教員組織の活性化

を図り，任期付教員，女性教員，外国人教員の数が増加した（女性教員の数は第１期の

2.3 倍に増加）（資料 1-1-27～29）。 

 

資料 1-1-27 多様な教員の在籍状況や採用実績   

■ 企業経験者（カッコ内は総数） 

 機械工 
学 

電気・ 
電子工 
学 

情報・ 
メディ 
ア工学 

建築建 
設工学 

材料開 
発工学 

生物応 
用化学 

物理工 
学 

知能シ 
ステム 
工学 

繊維先 
端工学 

原子力 
・エネル 
ギー安 
全工学 

計 

教  授 1 (7) 3 (6) 2 (7) 2 (9) 3 (4) 3 (4) 1 (8) 1 (4) 1 (4) 2 (5) 19 (58) 

准教授 0 (6) 1 (6) 0 (7) 1 (5) 0 (7) 0 (7) 2* (8) 0 (9) 1 (3) 0 (4)  5 (62) 

講  師 0 (3) 0 (1) 0 (1) 0 (3) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (1) 1 (2)  1 (12) 

助  教 0 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 0 (0)  0  (4) 

計 1 (17) 4 (14) 2 (15) 3 (17) 3 (11) 3 (11) 3 (17) 1 (14) 2 (9) 3 (11) 25 (136) 

割合％ 5.9 28.6 13.3 17.6 27.3 27.3 17.6 7.1 22.2 27.3 18.4 

※物理工学の企業経験者の准教授 2名のうち 1名は外国人の女性，その他は全て日本人男性 

※※上の表は，学部と一体的に運用されている博士前期課程の専攻の区分で整理されている。 

（福井大学研究者総覧をもとに算出（平成 27年度末時点）） 

 

■ 任期付教員（各年度の 5月 1日現在の人数） 

 テニュアトラック制度の活用などにより，第２期に任期付教員の数は増加している。 

 任期付教員数：第２期初年度 ８名 ⇒ 第２期最終年度 11名 （約 1.4倍） 

 

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

任期
付教
員 

特
任・ 
特命
教員 

任期
付教
員 

特任 
・ 
特命
教員 

任期
付教
員 

特任 
・ 
特命
教員 

任期
付教
員 

特任 
・ 
特命
教員 

任期
付教
員 

特任 
・ 
特命
教員 

任期
付教
員 

特任 
・ 
特命
教員 

工学部，工

学研究科 
8 10 8 8 6 17 2 16 3 10 3 9 

産学官連携

本部 
  2 1 4 2 5 1 2 1 4 1 5 

附属国際原

子力工学研

究所 

  2   5 1 9 1 8 1 8 1 7 

遠赤外領域

開発研究セ

ンター 

  1   2   2   2   2   4 

総合情報基

盤センター 
        1 1 1 1 1 1 1 1 

テニュアト

ラック推進

本部 

            2   4   5   

博士人材

キャリア開

発支援セン

ター 

              3   2   2 

計 8 15 9 19 10 34 7 32 10 27 11 28 
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■ 若手教員及び女性教員採用実績  

テニュアトラック制度の活用などにより，第２期に若手教員及び女性教員の数は増加した。 

女性教員：第１期最終年度 ３名 ⇒ 第２期最終年度 ７名 （約 2.3倍） 

年度 制度名 
採用若手教員総数 

（女性：内数） 

工学系女性

教員総数 

平成 21年度 ― ― 3 

平成 22年度 ― ― 3 

平成 23年度 ― ― 2 

平成 24年度 

テニュアトラック普及・定着事業 

（アメニティ工学女性若手リーダー

育成特区） 

1(1) 3 

平成 25年度 

テニュアトラック普及・定着事業 

（アメニティ工学女性若手リーダー

育成特区 

及び重点研究若手リーダー育成特

区） 

2(1) 4 

平成 26年度 
テニュアトラック普及・定着事業 

（重点研究若手リーダー育成特区） 
2(1) 5 

平成 27年度 

国立大学改革強化推進補助金特定支

援型 

「優れた若手研究者」 

3(1) 7 

 

■ 外国人教員の数，出身国（平成 27年５月 1日現在） 

第２期に外国人教員の数は増加した。 

外国人教員：第１期最終年度 ４名 ⇒ 第２期最終年度 ６名 （1.5倍） 

職種 教授 准教授 講師 助教 合 計 

平成 21年度人数 0 3 0 1 4 

平成 27年度人数 0 4 1 1 6 

 

 外国人教員の国籍も，第２期に多様化が進んだ。  

第１期最終年度 ２か国 ⇒ 第２期最終年度 ４か国 
 

国名 韓国 中国 フィリピン オランダ 合計 

平成 21年度人数 1 3 0 0 4 

平成 27年度人数 1 2 2 1 6 

 

（事務局資料） 

 

 

  

2.3 倍 
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資料 1-1-28 テニュアトラック制度とその運用状況 

     ■ 教員の選考例（工学テニュアトラック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（事務局資料） 

 

資料 1-1-29 男女共同参画推進功労等表彰式における女性教員の表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://danjyo.ad.u-fukui.ac.jp/newscat03/） 

（福井大学ウェブサイトより抜粋） 
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●入学者選抜方法の工夫とその効果に対する例 

【入学者確保と選抜・多様な学生の入学促進】  

① アドミッション・ポリシー（AP）を設定・周知し（資料 1-1-30），APに則り多様な入

学者選抜を実施して入学者を確保した（資料 1-1-31）。志願倍率，充足率等は良好であ

る（P6-3  前掲資料 1，2）。 

 

資料 1-1-30 工学部のアドミッション・ポリシー（平成 27年度） 
 

■ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

  工学は，人間社会の持続的発展を可能にするための学問体系である。工学部では，基礎的な知識・教養と高度な
専門能力に加えて，創造力，評価力，自己学習力およびコミュニケーション能力を併せた総合能力を持つ技術者・
研究者を養成する。また，地域社会と国際社会の豊かな発展に寄与することを目的に，広く工学全般にわたって教

育研究を行い，その成果を社会に還元する。 

  工学部各学科の目的は，以下のとおりとする。 

機械工学科 
機械工学分野の専門教育と先進的研究を通して，人が環境と調和した快適な社会生活を過ごすた
めのモノづくりに寄与する，基礎学力と応用力を有し，未知の問題に対応する能力を備え，倫理
観を持って国際社会において活躍できる機械技術者を養成する。 

電気・電子工

学科 

物性・デバイス工学，エネルギー工学，システム工学の分野において，高度な専門知識を有し，
科学技術の発展と変遷に対応できる能力と倫理観を備えた専門技術者を養成すると共に，豊かな
暮らしを支える社会基盤の構築に寄与する知識と技術を創出する研究を行う。 

情報・メディ

ア工学科 

情報，通信，メディア工学に関する専門知識の体系的な理解を基に，実世界の多様な問題を理解
し，多角的なアプローチで問題解決に取り組むと共に，種々の製品やシステムの開発を推進し，
また開発成果を的確かつ効果的に発信する能力を持つ専門技術者を養成する。 

建築建設工
学科 

建築学と土木工学の両専門分野の蓄積を基礎におき，両者を融合・総合化させることによって，
新しい視野で社会環境，自然環境の中での生活空間の本質を理解し，国土・地域の持続的発展に

貢献しえる総合的な生活空間構築のための教育を行い，次に掲げる技術者を養成する。すなわち，
自然，歴史，文化等あらゆる面から生活空間の本質を見極め，そこに潜む問題とあるべき方向を
探り出そうとする指向性と探究心，その上で問題の解決と望ましい生活空間の創造や自然環境の

保全に関わる幅広い専門知識，加えて実社会の中で実践力等を備えた人材を養成する。 

材料開発工
学科 

化学と物理を基礎とし環境に調和した高性能・高機能材料の創製に取り組むことを通して，創造
性豊かな人材育成を目指すと共に，地域社会や国際社会で活躍できる高い倫理観とチャレンジ精

神を備えた専門技術者および研究者を育成する。 

生物応用化
学科 

物質科学の基礎となる「化学」と生命科学の基盤である「生物化学」は互いに深く関わっている。

これら「化学」と「生物化学」の境界に広がる学際的領域における学術と研究の拠点として，人
類の健やかな生活と持続可能で豊かな社会の実現に貢献するための教育を推進し，高い倫理観と
知識・技術を身に付けた研究者および専門技術者を養成する。 

物理工学科 

物理学・数学・工学に関する広範な知識を有し，職業人に求められる自己学習能力・問題解決能
力・表現能力を身につけ，それらを総合して創造性のある研究・開発を行うことのできる専門技
術者を養成する。また，他学科の専門基礎科目の担当を通して，工学部全体の人材養成に寄与す

る。 

知能システ
ム工学科 

機械・電子・情報などのハードな工学から生命科学・認知科学・複雑系科学などのソフトな科学
まで至る学際的科学技術に精通し，総合的なシステム提案・構築能力と創造性豊かな優れた研究・
開発能力並びに実務能力を身に着けた技術者，および，あらゆる分野で活躍することができ，知

識基盤社会を多様に支える知的な素養ある人物を養成する。 

 
■ 求める学生像 
学部共通 

１．基礎学力があり，チャレンジ精神にあふれる人 

２．科学技術を通して国際社会で活躍したい人 
  各学科 

機械工学科 
「未来のものづくりをリードするのは君だ」 
１．ものの形や動く仕組みに強い興味を持つ人  ２．広い視野と柔軟で豊かな思考力を持つ人 
３．自分の考えを相手に正しく伝えられる人 

電気・電子工

学科 

「光り輝くエレクトロニクス社会の挑戦者になってみないか」 
１．物理や数学が大好きな人  ２．電気や電子に興味と好奇心を持っている人 
３．エレクトロニクス分野でチャレンジ精神を持って将来活躍したい人 

情報・メディ

ア工学科 

「これからの高度 ICT社会を担うのは君だ」 
１．ICTで社会に貢献したい人  ２．コンピュータのハードウェア／ソフトウェアに興味のある

人 
３．情報通信，マルチメディア情報処理に興味のある人 

建築建設工学

科 

「いえをつくる。まちをつくる。くにをつくる。」 
１．建築あるいは建設分野に強い興味を持ち，意欲旺盛な人 
２．独創的な発想が期待できる人  ３．自分で目標設定ができ，それに向かって努力する人 
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材料開発工学
科 

「未来材料の開発にチャレンジしょう!」 
１．自主性に富み，何事にも積極的で，リーダーシップのある人 
２．日常の物事や現象に常に疑問をもち，それについて深く考える人 

３．物理や化学が好きで，環境にやさしい材料の開発に強い興味と意欲を持つ人 

生物応用化学
科 

「化学と生体機能の接点をめざして」 
１．物質や生体機能を分子のレベルで考える化学の分野に興味を持つ人 
２．化学やバイオテクノロジーの技術を通して社会に貢献したい人 

３．はっきりとした目的意識をもち，その実現のために努力する人 

物理工学科 

「先端科学技術を支える物理学の世界へ」 
１．物理や数学が得意で，将来，先端科学技術分野で活躍したい人 

２．ものごとを基本に返って考えることが好きな人 
３．手を動かしてものを作ったり実験をするのが好きな人 

知能システム
工学科 

「人の知能と行動生成メカニズムを究明し知能システムを創造しよう」 
１．数学や物理などの基礎的能力があり，数学Ⅲ・数学Ｃを基盤とした大学での高度な数学（線形

代数，微分・積分，解析学等）を勉学する意欲のある人 

２．プログラミング，機械工作，電子工作などが好きな人 
３．問題解決にあたって，個性的，独創的な主張を行い，指導性のある人 

 

■ 入学者選抜の基本方針 
【一般入試（前期日程）】 

機械工，電気・電子工， 
情報・メディア工，物理工，
知能システム工 各学科 

大学入試センター試験（5教科 7科目）により基礎的学力を総合的に判定する。さ
らに個別学力試験（数学，物理）により，数学と物理に関する標準的な知識と理解
に基づいて論理的な思考を展開し，それを記述する能力を判定する。 

建築建設工学科 

材料開発工学科 
生物応用化学科 

大学入試センター試験（5教科 7科目）により基礎的学力を総合的に判定する。さ
らに個別学力試験（数学，物理又は化学）により，数学と物理又は化学に関する標
準的な知識と理解に基づいて論理的な思考を展開し，それを記述する能力を判定す

る。 
 

【一般入試（後期日程）】 

機械工，電気・電子工， 

情報・メディア工， 
物理工  各学科 

大学入試センター試験（5教科 7科目）により基礎的学力を総合的に判定する。さ

らに個別学力試験（物理）により，物理に関する標準的な知識と理解に基づいて論
理的な思考を展開し，それを記述する能力を判定する。 

建築建設工学科 
大学入試センター試験（5教科 7科目）により基礎的学力を総合的に判定し，さら
に小論文により独創性，自主性，自己表現力等を判定する。 

材料開発工学科 
生物応用化学科 

大学入試センター試験（5教科 7科目）により基礎的学力を総合的に判定し，さら

に面接（口述試験を含む）により，学習意欲，チャレンジ精神，論理的思考力等を
判定する。 

知能システム工学科 
大学入試センター試験（5教科 7科目）により基礎的学力を総合的に判定し，さら
に面接（口述試験を含む）により，勉学意欲，文章構成力，表現力，論理的思考力
等を判定する。 

 
【AO入試Ⅰ】 

電気・電子工学科 

大学入試センター試験は免除するが，第１次選考では書類審査により，文章力や自
己アピール力等の判定及び提出された調査書等に基づく基礎的学力の判定を行う。

最終選考では面接（口述試験を含む）により，目的意識・意欲，表現力等の判定及
び理数系科目の学力判定を行う。 

建築建設工学科 

大学入試センター試験は免除するが，第１次選考では書類審査により，文章力や自

己アピ－ル力等の判定及び調査書等に基づく基礎的学力の判定を行う。最終選考で
はプレゼンテーション，ディスカッション及び面接（口述試験を含む）により，目
的意識・意欲，表現力等の判定及び理数系科目の学力判定を行う。 

知能システム工学科 

大学入試センター試験は免除するが，第１次選考では書類審査により，文章力や自
己アピール力等の判定及び提出された調査書等に基づく基礎的学力の判定を行う。

最終選考では面接（口述試験を含む）により，目的意識・意欲，表現力等の判定及
び理数系科目の学力判定を行う。 

 
【AO入試Ⅱ】 

機械工，電気・電子工， 
情報・メディア工， 
建築建設工，材料開発工，

生物応用化，物理工 
 各学科 

第１次選考では書類審査により，文章力や自己アピ－ル力等の判定及び調査書等に

基づく基礎的学力の判定を行う。最終選考では，大学入試センター試験により基礎
的学力を総合的に判定し，さらに面接（口述試験を含む）により，目的意識・意欲，
表現力等の判定及び理数系科目の学力判定を行う。 

 
【私費外国人留学生入試】 

全学科共通 
日本留学試験及び TOEFLの成績，並びに，面接，口述試験（簡単な筆記試験を行う
場合もある。）及び出願書類により，日本語能力と理数系科目の学力判定を行う。 

 
【編入学（推薦）】 

全学科共通 
面接（口述試験を含む）及び出願書類により理数系科目の学力，学習意欲，チャレン
ジ精神等を判定する。 
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【編入学（一般）】 
機械工，電気・電子工， 
情報・メディア工， 
建築建設工， 
知能システム工 各学科 

学力検査，面接（口述試験を含む）及び出願書類により，理数系科目の学力，学習意

欲，チャレンジ精神等を判定する。 

材料開発工学科 
生物応用化学科 

物理工学科 

面接(口述試験を含む)及び出願書類により，理数系科目の学力，学習意欲，チャレン
ジ精神等を判定する。 

 

（事務局資料） 

 

 

資料 1-1-31 工学部の入学者選別方法と募集定員（平成 27年度） 

学 科 選抜の種類，方法等 
募集 

人員 

志願 

者数 

機
械
工
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 34名 80名 

     ・後期日程：センター試験と個別学力試験 34名 311名 

○AO入試Ⅱ：センター試験の成績，調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述

試験を含む）を総合判定 
7名 28名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 1名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 5名 4名 

           ・一般選抜：個別学力試験，面接（口述試験を含む），出願書

類を総合判定 
4名 19名 

         ：マレーシア･ツイニング･プログラム：面接（口述試験を含む）

及び出願書類を総合判定 
若干名 3名 

電
気
・
電
子
工
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 29名 54名 

     ・後期日程：センター試験と個別学力試験 22名 162名 

○AO入試Ⅰ：調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述試験を含む）を総合判

定 
3名 9名 

○AO入試Ⅱ：センター試験の成績，調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述

試験を含む）を総合判定 
10名 10名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 1名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 5名 3名 

         ・一般選抜：個別学力試験，面接（口述試験を含む），出願書

類を総合判定 
4名 21名 

         ・マレーシア･ツイニング･プログラム：面接（口述試験を含む），

出願書類を総合判定 
若干名 6名 

情
報
・
メ
デ
ィ
ア
工
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 30名 81名 

      後期日程：センター試験と個別学力試験 20名 173名 

○AO入試Ⅱ：センター試験の成績，調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口 

述試験を含む）を総合判定 
15名 37名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 1名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 5名 5名 

         ・一般選抜：個別学力試験，面接（口述試験を含む），出願書 

類を総合判定 
5名 18名 
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建
築
建
設
工
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 30名 130名 

      後期日程：センター試験と小論文 25名 179名 

○AO入試Ⅰ：調査書，自己推薦書，志望理由書，ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝとﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ，面接（口

述試験を含む）を総合判定 
5名 9名 

○AO入試Ⅱ：センター試験の成績，調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述

試験を含む）を総合判定 
5名 35名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 0名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 3名 7名 

         ・一般選抜：個別学力試験，面接（口述試験を含む），出願書

類を総合判定 
7名 22名 

材
料
開
発
工
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 50名 118名 

     ・後期日程：センター試験と面接 15名 163名 

○AO入試Ⅱ：センター試験の成績，調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述

試験を含む）を総合判定 
10名 6名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学 

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 0名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 若干名 0名 

          ・一般選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 若干名 3名 

生
物
応
用
化
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 42名 76名 

     ・後期日程：センター試験と面接 18名 65名 

○AO入試Ⅱ：センター試験の成績，調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述

試験を含む）を総合判定 
5名 8名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 4名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 若干名 1名 

           ・一般選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 若干名 3名 

物
理
工
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 20名 32名 

      後期日程：センター試験と個別学力試験 31名 224名 

○AO入試Ⅱ：センター試験の成績，調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述

試験を含む）を総合判定 
若干名 3名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 0名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 若干名 0名 

          ・一般選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 若干名 3名 

知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

○一般入試・前期日程：センター試験と個別学力試験 37名 152名 

      後期日程：センター試験と面接 23名 130名 

○AO入試Ⅰ：調査書，自己推薦書，志望理由書，面接（口述試験を含む）を総合判

定 
5名 10名 

○私費外国人留学生特別選抜：面接，口述試験（又は簡単な筆記試験），日本留学

試験，TOEFLの結果を総合判定 
若干名 0名 

○編入学（３年次）・推薦選抜：面接（口述試験を含む），出願書類を総合判定 若干名 2名 

         ・一般選抜：個別学力試験，面接（口述試験を含む），出願書 

類を総合判定 
2名 15名 

 

※従来から実施されていた工学部の「中国引揚者等子女特別選抜」はニーズの変化等に対応し，平成 24年度に募集停止

とした。 

（事務局資料） 
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② APと選抜方法は，検証に基づいて常に見直している（資料 1-1-32～34）。 

 

資料 1-1-32 入学者の状況の検証 

 入学者選抜方法研究委員会が全入学者の成績状況の追跡調査を行い，入試区分ごとの特徴を精査し，

アドミッション・ポリシーに，より合致した学生の確保などに向けた提言を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-33 アドミッション・ポリシーや選抜方法の見直し 

 求める学力をより明確にすることや AO入試での学力重視の姿勢を示すことにより，マッチングの

取れた質の高い学生の確保につとめた。 

 

（１）アドミッション・ポリシーの「求める学生像」見直しの例（知能システム工学科） 

平成 26年度 

入学者選抜 

「人の知能と行動生成メカニズムを究明し知能システムを創造しよう」 

１．数学や物理などの基礎的能力のある人 

２．プログラミング，機械工作，電子工作などが好きな人 

３．問題解決にあたって，個性的，独創的な主張を行い，指導性のある人 

 

平成 27年度 

入学者選抜 

「人の知能と行動生成メカニズムを究明し知能システムを創造しよう」 

１．数学や物理などの基礎的能力があり，数学Ⅲを基礎とした大学での高度な数学

（線形代数，微分・積分，解析学等）を勉学する意欲のある人 

２．プログラミング，機械工作，電子工作などが好きな人 

３．問題解決にあたって，個性的，独創的な主張を行い，指導性のある人 

（学生募集要項より抜粋） 

  

“平成 26年度と比較して，京都試験場を設置した平成 27年度の志願者割合は３ポイント上

昇しており，京都出身者の合格率が高いとの結果が得られた。このことは，人口が多くアク

セスで有利なはずの関西圏において，潜在的志望者の掘り起こしが可能であることを示して

いると判断できる。” 

直近の検証の例 
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（２）選抜方法見直しの例（生物応用化学科 AO入試Ⅰ） 

平成 23年度 

入学者選抜 

大学入試センター試験は免除するが，第１次選考では書類審査及び小テストにより，

文章力や自己アピ－ル力等の判定及び調査書等に基づく基礎的学力の判定を行う。

最終選考では面接（口述試験を含む。）により，目的意識・意欲，表現力等の判定

及び理数系科目の学力判定を行う。 

 

平成 24年度 

入学者選抜 

大学入試センター試験は免除するが，第１次選考では書類審査及び小テストにより，

文章力や自己アピ－ル力等の判定及び調査書等に基づく基礎的学力の判定を行う。

最終選考では面接（口述試験を含む。）により，目的意識・意欲，表現力等の判定，

理数系科目の学力及び英語力の判定を行う。 

 

平成 26年度 

入学者選抜 

大学入試センター試験は免除するが，第１次選考では書類審査により，文章力や自

己アピ－ル力等の判定及び調査書等に基づく基礎的学力の判定を行う。最終選考で

は小テスト及び面接（口述試験を含む）により，目的意識・意欲，表現力等の判定，

理数系科目の学力及び英語力の判定を行う。 

 （学生募集要項より抜粋） 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-34 工学部入試の見直し事例 
 
第２期を通して前期日程，後期日程，AO入試 I，AO入試 IIを合わせた募集人数に変化はないが，

その内訳は随時見直してきた。入学後の成績等の追跡調査の結果，職業系高等学校出身の学生が伸び

る傾向にあったことから，AO入試 I（センター試験を課さない）は職業系高等学校の学生を主な対象

として募集人数を絞り，AO入試Ⅱ（センター試験を課す）では募集人数を増やすなど，入試全体で質

の高い学生が確保されるようバランスを取った。また，平成 27年度入試から編入学の定員を 10名増

やした（資料 1-1-36）。これは，編入学定員の充足率が 130％程度で推移していたことや，ミッショ

ンの再定義を踏まえ，グローバルな視野をもつ高度専門技術者の育成を一層すすめるためである。 

 
 工 学 部 

平成 21年度 
（平成 22年度入試） 

・募集人員の内訳変更 

平成 22年度 
（平成 23年度入試） 

・募集人員のの内訳変更 
・AO入試の出願要件に数学，理科，英語の履修要件を追加，アドミッション・
ポリシーの求める学生像等に履修要件を追加 

平成 23年度 
（平成 24年度入試） 

・募集人員の内訳変更 
・帰国子女特別選抜の廃止 
・AOⅠ（生物応用化学科）：入学者選抜方針に英語力を追加 
・AOⅡ（電気・電子）：センター科目に国語・英語科目を課し語学力重視（文
理融合） 

・３年次編入学試験（推薦）で自己推薦制を導入 

平成 24年度 
（平成 25年度入試） 

・募集人員の内訳変更 
・３年次編入学（一般）の出願資格で出身学科の制限を削除 
・AOⅠ（知能システム）：出願要件に理数系科目の評定平均値による出願制限
を追加 

平成 25年度 
（平成 26年度入試） 

・募集人員の内訳変更 
・AOⅡ（材料開発）：センター科目に英語科目を課す 
・３年次編入学試験でマレーシア政府との協定に基づくにﾏﾚｰｼｱ・ﾂｲﾆﾝｸﾞ・ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ入試を導入 

平成 26年度 
（平成 27年度入試） 

・募集人員の内訳変更 
・３年次編入学試験の入学定員の増加（30名から 40名へ） 
・３年次編入学試験（一般）の学力検査科目（数学）の追加（情報・ﾒﾃﾞｨｱ） 
・AO入試の募集人員を見直し，センター試験を課さない AOⅠの普通科・理数科

等からの募集を廃止し，センター試験を課す AOⅡに募集人員を変更（機械工
学，建築建設，生物応用） 

・前期日程で，名古屋試験場に加え，京都試験場を新設 
 

 

（事務局資料） 
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③ 関西圏からの志願者を確保するため，平成 27年度入試（前期日程）から京都会場を設

け，100名を超える志願者を得るとともに（資料 1-1-35），関西地区からの志願者の割

合が前年より 2.3％増加した。 

 

資料 1-1-35 京都会場の新設と会場別受験者数 

■ 会場別の入学試験志願者数（前期日程） 

年度 
会場 

機械工

学科 

電気・
電子工
学科 

情報・
メディ

ア工学
科 

建築建
設工学

科 

材料開
発工学
科 

生物応
用化学

科 

物理工

学科 

知能シ
ステム
工学科 

工学部
計 

定 員 35 29 30 30 50 40 30 37 271 

平成 

25 年度 

福 井 56 51 51 3045 70 80 59 61 473 
名古屋 65 91 32 32 27 76 43 63 429 
計 121 142 83 77 97 156 102 124 902 

平成 

26 年度 

福 井 49 40 43 42 60 50 28 60 372 
名古屋 35 91 22 39 158 51 31 19 446 
計 84 131 65 81 218 101 59 79 818 

平成 

27 年度 

福 井 19 23 36 51 43 29 13 52 266 
名古屋 47 27 32 55 58 43 12 80 354 
京 都 14 4 13 24 17 4 7 20 103 
計 80 54 81 130 118 76 32 152 723 

 

■ 関西地区（京都，滋賀，大阪，兵庫，奈良，和歌山）からの志願者の全志願者に対する割合 

 京都会場を設けた平成 27年度入試では，関西圏からの志願者の割合が，平成 26年度入試より 2.3％ 

上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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④ マレーシア・ツイニング・プログラム入試の導入や編入定員の増員など，多様な学生   

 の入学促進の取組を行い，多数の志願者を得て質の高い学生を確保した（資料 1-1-36）。 

 

資料 1-1-36 多様な学生の入学促進のための取組 

■ 取組一覧 

実施年度 実施内容 目的 
平成 24年度 
（平成 25年度入試） 

編入学試験の出願資格における出身学科の
制限の削除 

幅広い知見をもった学生の確保 

平成 25年度 
（平成 26年度入試） 

マレーシア政府との協定に基づくマレーシ
ア・ツイニング・プログラム入試の導入 

マレーシアで２年間日本語で学
習したのち編入。質のよい留学生
の確保 

平成 26年度 
（平成 27年度入試） 

センター試験を課さない AOⅠについて普通
科・理数科等からの募集を廃止して工業系
からの募集に絞るとともに，センター試験
を課す AOⅡの募集人員を増やした（機械工
学科，建築建設工学科，生物応用化学科） 

学習基礎力のしっかりした学生
の確保 

編入学定員の 10名増（30名→40名） 高専でものづくり教育をしっか
り受けた学生の確保 

前期日程で，名古屋試験場に加え，京都試
験場を新設 

関西圏からの志願者の確保 

 

■ マレーシア・ツイニング・プログラム入試の実績          （人）  

年 度  受験者数 入学者数 

平成 26年度入試 ４ ４ 

平成 27年度入試 ９ ２ 

 

■ 工学部編入学定員と志願者数，入学者数の推移                                         （人） 

年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

定員 30 30 30 30 40 

志願者数 150 110 119 115 135 

入学者数 31 41 37 40（13） 50（6） 

※（）内は留学生数で内数 

（事務局資料） 

 

 

⑤ 取組の結果，AP に合った学生が確保できている（資料 1-1-37，38）。 

 

資料 1-1-37 新入生に関する教員へのアンケートとその結果 

設問： 

１年生（入学生）は，アドミッション・ポリシーに明

記された“求める能力，資質等”を有している，ある

いは，アドミッション・ポリシーにおいて求める学生

像に適していると思いますか。（助言教員等が１年次

生を対象に面談を行い，その結果を踏まえて教員が回

答。） 

  

結果： 

「強くそう思う」と「そう思う」が回答の約 77％を占

めている。 

                                            

（事務局資料） 
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資料 1-1-38 入学後半年の学生の GPA 
  

平成 27年度入学生の入学後半年の時点（前期終了時）での GPAの平均値を以下の表に示す。選抜方

法による若干の違いはみられるものの，極端な差はなく，アドミッション・ポリシーに沿った学生が

確保できている。 
 

選抜方法 前期日程 後期日程 AOⅠ AOⅡ 

入学半年後の GPAの 

平均値 
2.21 2.31 2.18 2.17 

                 

   （事務局資料）  

 

 

●教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

【FD，教員評価】 

① FD委員会を中心に様々な FD活動が企画・実施され，教員の好評を得ている（資料 1-1-39

～41）。 

 
資料 1-1-39 FD体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                             （事務局資料） 
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資料 1-1-40 FD活動の例 
■ 第２期に開始した取組 

パワーランチ・ミーティング（平成 24年度～平成 26年度），ランチタイムしゃべり場（平成 27年

度～），ティーチング・ティップス（平成 24年度～），アクティブ・ラーニング通信（平成 27年

度～） 

 

■ 活動例 

年度 内容 参加人数 

平成 22年度 FD研修会「心理相談から見える問題点と対応」 105 

平成 23年度 FD研修会「メンタルヘルス講習会-2010年度集計を中心に－」 133 

平成 24年度 

FD講習会「２年次（数学）達成度調査アンケートの結果について」 133 

FDパワーランチ・ミーティング（全４回） 36 

ティーチング・ティップス（全８回） （メール配信） － 

FD後援会「ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝと大学教育への応用」 60 

平成 25年度 

FDパワーランチ・ミーティング（全７回） 56 

FD後援会「ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝを活かした問題解決の基本を学ぶ」 65 

ティーチング・ティップス（全 19号） （メール配信） － 

平成 26年度 

FD研修会「学生支援の現状と課題」 124 

FD研修会「学生支援に役立つリラクゼーションの体験」 105 

FDパワーランチ・ミーティング（全６回） 48 

ティーチング・ティップス（全 23号） （メール配信） － 

平成 27年度 

FD研修会「大学における合理的配慮」 122 

アクティブ・ラーニング通信（全 12号） （メール配信） － 

【FD】ランチタイムしゃべり場（全 6回） 53 

                                

■ 工学部全教員にメール配信された「ティーチング・ティップス」 

（１）平成 26年度配信タイトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平成 27年 7月 22日配信内容 

＊＊＊ 「反転授業」を通じた授業のアクティブ化 ＊＊＊ 

 

昨年度の「今週のティーチング・ティップス」でも報告しましたが，昨年度より「自宅でビデオ視

聴して授業を受け，大学でそのつづきと演習を行うという反転授業」を始めました。反転授業を実

施している科目は「反応工学」という科目で，数式を用いて化学反応を定量的に理解し，所望の生

成物を生産できる反応器をデザインするという内容です。化学系の学生にとっては不得意科目の一

つで，下手をすると過年度生で教室が一杯になります。過去には，３クラス作って週に３回授業し

たこともあります。ハイ。 
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【アクティブ化 その１】 学生によるミニ・レクチャー 
学生は，自宅で授業ビデオを視聴し，授業ノートを作成します。ビデオだと，途中で止めて考えな
がらノートがつくれるので，学生たちには好評です。大学での授業の冒頭，そのノートを使って，
概要を隣の人にミニ・レクチャーします。聞き役の学生は，必ず２つ以上質問するとともに，５点
満点でレクチャーを採点します。冒頭からワイワイガヤガヤと，授業中とは思えない賑やかさにな
ります。なお，座席は学生を８つのグループに分け，グループごとに毎回，列を指定します。学生
は来室した順に（１限目の授業です！）前から順に詰めて座りますので，「隣の人」は毎回，変わ
ります。 
 
【アクティブ化 その２】 クリッカーによるアクティブ化 
今年からクリッカーの番号をすべて登録し，学生を特定した形でクリッカーを利用しています。と
いうことで，毎回クイズ形式で質問しますので，その結果だけでも成績評価可能なデータが集まり
ます。集計が容易ですので毎回，授業終了後１時間半以内に（すなわち，次の授業が終わるまでに）
教員からのコメントを掲示板に張り出して学生との意思疎通を図っています。 
 クリッカーは，各種のアンケートにも大活躍。今年は，この授業についての授業外学修時間を毎
回，尋ねました。学生各人の学修外学習時間を把握すると，クイズや演習の出来具合との相関も観
察できます。現在のところ，本科目に対する週あたりの授業外学修時間の平均値は，２．６８時間
です。この値は，当学科でこれまでに実施した調査結果の中では最高レベルですので，反転授業は，
授業外学修時間の増大にも繋がっているようです。 
 
【アクティブ化 その３】 演習によるアクティブ化 
反転授業の最大のメリットは，授業中の演習に十分な時間が割けることだと思っています。脳が何
事かを理解することはきわめて個人的な営みですが，知識を運用し，その知識に修正を加えていく
には他人の脳を活用するのが近道です。演習では，一定時間１人で考えたあとは，まわりの学生と
相談や教え合いをさせます。解答は，時間が無ければ教員がやってしまいますが，できるだけ学生
を指名して黒板で解答させます。指名は，「ひえー」「ラッキー」「なんでやねん！」などのコメ
ントと氏名が表示される自作のランダム指名プログラムを用いています。学生が黒板で解答する
際，隣の学生を「後見人」として連れてきても良いことにしており，「後見人」も分からないと，
さらに「道連れ」を指名できるルールにしています。とにかく１人でも多くの学生の頭を活性化す
るよう試行錯誤を続けています。 
 
でも，こうした授業方法を好まない学生もいます。ですから，すべての授業をこんな形式にするの
は学生にとって迷惑です。多様性こそが大学の「命」。個性豊かな教員の多様な教育こそが，生徒
から学生，そして次世代を託す大人へと育て上げることに繋がると信じています。まー，飛田の場
合，あと前期９回，後期１０回「試行」したら授業の愉しみも味わえなくなります。工夫するのも，
今のうちです。ハイ！          
 
************************************************************************ 
困ったアナタも，悩めるアナタも，つないで作ろう満点授業！ 
        ～つながるＦＤ委員会～ 
************************************************************************ 

 

■ 工学部全教員にメール配信された「アクティブ・ラーニング通信」の例（平成 27年６月 20日） 

＊＊＊ クリッカーと反転授業を導入してみた ＊＊＊ 
 

1. はじめに 

 過去のティーチング・ティップスやアクティブ・ラーニング通信で紹介されていたクリッカーと

反転授業を，私の担当講義でも導入してみましたので，少し紹介させて頂きます．大した内容では

なく恐縮ですが，一部でも皆様の参考（反面教師）になればと思います． 
 

2. 対象講義 

 クリッカーと反転授業を導入してみたのは，プログラミングに関する講義です．この講義は，プ

ログラムを説明する講義コマとプログラムを書く演習コマがあり，本講義を担当した初年度には，

講義コマで学生がつまらなさそうにしているのを見る機会が多々ありました． 

 そのため次年度からは，講義コマでも数十分ごとに講義を中断して，学生にプログラムを書かせ

るようにしました．これで問題は解決したと思ったのですが，「学生のタイピング速度がバラバラ

でプログラムの進捗状況がわからない」という新たな問題が発生しました． 
 

3．クリッカーの導入 -成功編- 

 そこで，プログラムの進捗を把握するためにクリッカーを導入しました．クリッカーではクイズ
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やアンケートの回答結果をリアルタイムで表示できるので，「プログラムが出来ましたか？」とい

う問いを提示して，プログラムを完成させた学生に「はい」と回答させるようにしました．これに

より，学生の進捗状況を正確に把握できるようになり，さらには，学生自身も自分のプログラミン

グ速度を他人と比較できるという効果が生まれました． 
 

4．クリッカーの導入 -失敗編- 

 しかしながら，良いことばかりではありませんでした．前述の利用方法は，講義の理解度に直接

は関係がないので，以下に示したようなすごく些細な理由で，クリッカーへのモチベーションが

徐々に低下していきました（個人的な感想です）． 

 ・数が多いと意外に重くて持ち運びが面倒 

 ・収納ケースが持ち運びに適していない 

 ・配布に時間がかかるし，返却し忘れる学生がいる 

これらの解決策はいろいろとあると思いますが，対策を考える前に，今年はクリッカーの利用を断

念してしまいました．．． 
 

5. 反転授業の導入 -手探り編- 

 クリッカーの使用を断念したこともあり，新たに反転授業を導入してみました．反転授業といっ

ても，ランダムで選ばれた学生が，予習してきたサンプルプログラムを教員に代わって説明すると

いう非常に単純なものです．この程度なら簡単にできるだろうと高をくくっていましたが，いざ導

入してみると，以下のようになかなかうまくいきませんでした（個人的な感想です）． 

 ・学生の説明をきっちり評価できず徐々にグダグダになる 

 ・結局は教員が説明を補足しないといけない 

 ・思った以上に時間がかかる 

 ・効果が良くわからない 

あまり深く考えずに導入した結果，手探り状態のまま今年の講義を終えてしまいました．．． 
 

6. 最後に 

 これまでの自分の取組を振り返ってみて，どんなに良い道具や良い教育方法があっても，使う人

のやる気や能力によって効果が全く違うという当たり前のことを痛感しました．一方で，失敗を恐

れていては成功することはないという話もありますので，今後も出来る範囲で新しいことを試して

いきたいと思っています．ということで，これからアクティブ・ラーニング通信で紹介される内容

を楽しみにしています．また何かの機会に，新たな失敗談を（できれば成功話も）ご報告できれば

と思います． 

 

■ パワーランチ・ミーティングにおいて，教員間で議論された問題（平成 26年度） 

 
（事務局資料） 
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資料 1-1-41 FD活動に対する教員の評価 

 （１）FD活動全般についての教員へのアンケート結果 

    工学部の教育にかかわる教員に対して実施したアンケートの結果は，FD 活動が有意義であり，

第２期に授業改善が進んだことを示している。 

 

   設問 FD委員会の活動が役に立っていますか？ 

      回答者 119名の 73％が「とてもあるいはある程度役立っている」と回答。 

 

 

 

 

 

 

   設問 平成 25年度から 27年度の間に授業改善を行いましたか？ 

       回答者 120名の 85％が「多くのあるいはある程度の授業改善を行った」と回答。 

 

 

 

 

 

 （２）FD研修会参加者に対するアンケート結果の例 

以下は，平成 26年７月 11日開催の FD研修会「学生支援の現状と課題」（参加者数 124名）

における参加者アンケートの結果の抜粋。ほとんどの参加者が研修内容は適切であり，分かり

やすい説明であったと回答している。 

 

設問 研修内容は適切でしたか。 

    99％の回答者が「適切」又は「やや適切」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

設問 研修内容はわかりやすかったですか。 

    96％の回答者が「適切」又は「やや適切」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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② 「授業改善のためのアンケート」を毎年実施し，授業改善に結び付いている（資料 1-

1-42）。 

 

資料 1-1-42 「授業改善のためのアンケート」に基づく授業改善 

 

（１）授業改善のためのアンケート（用紙） 

授業改善のためのアンケート 
 

工学部及び工学研究科 
自己点検・評価委員会 

  
このアンケートは皆さんが受講した授業をより良いものに改善するため，授業の中間と期末に

実施します。このアンケート結果と，それに対する教員の取組を可能な範囲で公開し，皆さんの
意見を授業の改善に大いに役立てることを目指しています。 

 

● この授業について，どのように思いますか。当てはまる項目を○で囲んでください。 

Ａ．十分満足している Ｂ．ある程度満足している Ｃ．多少不満がある Ｄ．大いに不満がある 
 

● この授業に関して，特に改善して欲しいと思う項目があれば×，大変良いので今後も続け

て欲しいと思う項目があれば○を記入してください。 
１．（  ）シラバスに沿った授業の進行（授業計画，休講・補講，開始・終了時間など） 
２．（  ）説明の分かりやすさ 
３．（  ）学生の質問への対応 
４．（  ）板書の見やすさ 
５．（  ）視聴覚教材の使い方 
６．（  ）教科書やプリントなどの授業資料 
７．（  ） 
８．（  ） 
９．（  ） 
 

● 教員から別の質問が示された場合には，各質問について当てはまる項目を○で囲んでくだ

さい。 
10． Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
11． Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
12． Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ 
 

● この授業に対する意見・要望などについて，具体的に記述してください。 

 ○この授業で良かった点 

 

 

○この授業で改善してほしい点 

（どのように改善すれば，どれだけ授業の成果があがりそうか，建設的な意見も書

いてください。） 

 

 

 ○その他 意見・要望等 

 

 
ご協力ありがとうございました。差し支えなければ，所属，氏名を記入してください。 

このアンケートは，授業の成績には影響しません。 
 

           学科・専攻   氏名                   

 

  

教員名  授業科目名  
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※15回の授業の半分程度が終了した段階で「授業改善のためのアンケート」を実施し，その結

果を受けて行った改善を以下の「授業改善のためのアンケート対応報告書」によって報告す

ることが義務付けられている。授業の最終段階で再び「授業改善のためのアンケート」を実

施し，改善の効果を含めて最終評価を行う（以下に改善例）。 

 

（２）授業改善のためのアンケート対応報告書（用紙） 

 

          平成２７年度（後期） 授業改善のためのアンケート対応報告書 

（提出期限 月  日（ ）） 

 

所属専攻 氏名 

授業科目名 

受講学生の所属学科   M  E  I  A  S  B  P  H  F  N 

 

 

① 学生からの意見・要望等の中で，学部運営の改善に役立つと思われるもの（施設設備・

カリキュラムの改善など）がありましたら，ご記入下さい。（関連委員会等への報告

事項とします。） 

 

 

 

 

② 教員同士で情報を共有することにより，授業改善の参考になることがありましたら，

ご記入下さい。（この欄への記入内容のみ，原則としてそのまま V-desk に掲示して

教員同士で情報を共有できるようにします。） 

 

 

 

 

 

③ アンケート結果等に対して,どのような工夫・改善・学生へのフィードバックを行っ

たか，あるいは次年度に行いたいか，具体的にご記入ください。また，学生の意見に

対する返答やメッセージをご記入ください。（この欄への記入内容のみ，原則として

全文を学生に対して公開します。） 

 

 

 

 

 

 

（３）「授業改善のためのアンケート」を受けて行った授業改善の報告例 

・後半は，学生を指名して質問に答えさせたり，演習問題の解答を板書させて，解答方法や

正答を解説する回数を増やした。指名時に不在の学生は，カードリーダー記録が出席でも

欠席扱いにした。その結果，前年度と比較して期末試験受験者数が減少，不合格者数が減

少，合格者の成績は向上した。 

・第１回目のアンケートでは，演習問題を増やして欲しいとの要望が多く見られたので，

授業の後半では特にこの意見に留意した。 



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-46－ 

・授業内容がわかりづらいとの意見に対し，内容も具体的な例を示し，理解に手助けとな

るように工夫した。 

・以前より，この科目に対して“難易度が高い”との感想が幾分多く，また，期間半ばの

中間試験の結果で以降の受講を欠席する受講生が増えていた。そこで今年度は本科目の

授業内容をやや減らすと共に実施順序を再編し，期間前半になるべく易しい内容がくる

ようにした。その結果，今年度 1回目アンケートでは“難しい”との感想はほとんどな

く出席率も低下しなかった。しかし，２回目では依然，難しいとの回答が幾らかあった

（最終合格率も前年度からあまり改善されなかった）。次年度は授業内容後半部につい

て，（内容のレベルを大幅に落とすことは好ましくないので，）説明方法等を再度吟味

し，より分かり易くなるよう検討したい。 

・スライドの速度が速いとの指摘を受け，学生に声をかけ，筆記速度を確かめて頁送りを

行った。 

・パソコン画面をスクリーンに映写したものも，ノートに取らせていましたが，学生さん

から「プリントとして配布してほしい」との要望がありました。また， 「板書の量が多

くて内容が理解できない」「板書していないときの説明をノートに書くのが大変」とい

う苦情もありました。ノートに書くことは，読んで（または聞いて），認識して，書く

ということであり，この３つのプロセスで，より理解し覚えてもらえると思っています。

ただし，早く書き取ることに必死だと，かえって理解の妨げになるかもしれません。そ

こで，パソコン画面をスクリーンに映写したものの一部を印刷して配布するようにしま

した。また，黒板に書いていた，正確に書き取りにくい図の一部は，印刷して配布しま

した。 

・「色で重要なところを表していただけるとわかりやすい」という学生さんからの意見が

ありました。次の年度からは，数種類の色で分けて記すようにしました。 

・「導出の過程のプリント（丸うめとか）があったら助かる・・・」「スライドを 使う授

業なら穴うめプリントで内容を進めていくといい・・・」という学生さんからの意見が

ありました。一部の配布資料をそのような空欄に追記するようなものにしました。 

 

（事務局資料） 

 

 

 

③ 教員個人の教育活動評価を定期的に実施している。平成 26年度には全学方針に沿った

新基準で評価を行い（資料 1-1-43），結果は教員の処遇にも反映された。これは，大学

機関別認証評価（平成 27年度受審）の結果で，「主な優れている点」として高く評価さ

れた。 

 

資料 1-1-43 全学方針に基づく新基準により実施した教育活動評価 

■ 福井大学教員評価規程（抜粋） 

（評価の目的） 
第２条 教員評価は，次の各号に掲げる目的のために実施する。 

(1) 教員が自己の教育，研究，社会貢献・国際交流等諸活動を点検し，評価することにより，自己の

意識改革を促すとともに，本学の教育研究活動等の活性化を促進する。 

(2) 本学が進むべき方向性を掲げた長期目標や中期目標・中期計画に関する取組に携わる教員を積極

的に評価することにより，各目標の円滑な達成を目指す。 

(3) 評価結果を公表することにより，本学が広く国民の理解と支持を得られるよう努め，もって社会

への説明責任を果たす。  

(4) 教員の実績等を客観的かつ公正に評価し，評価結果を人事評価へ適切に反映させる。 

（対象者） 

第３条 教員評価の対象は，国立大学法人福井大学職員就業規則（平成 16年福大規則第 7号）第２条

第２項に定める教育職員のうち，教授，准教授，講師，助教及び助手であって，評価対象期間中に

１年以上在籍している者とする。ただし，テニュアトラック推進本部に所属する教員は除く。 
 

  



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-47－ 

（対象期間等） 

第４条 教員評価は，３年ごとに実施し，評価を実施する年度の前年度以前の３年間（本学における

在籍期間が３年未満の場合は，当該期間）を対象とする。 

第７条 評価は，教育活動，研究活動，社会貢献・国際交流活動及び管理運営活動の４領域で評価を

行う。ただし，医学部に所属し診療活動に従事する教員は，診療活動を加えた５領域で評価を行う

ものとする。 

２ センター等の教員に対する評価は，前項に掲げる領域に「センター等の設置目的に合致した活動

（以下「特定活動」という。）」を加えることができるものとし，その内容は各センター等が別に

定める。 

 （評価基準等） 

第８条 各評価領域の活動状況の評価は，次に掲げる評点及び標語に基づき行う。 

SS 活動状況が極めて優れている 

S 活動状況が優れている 

A 活動状況が良好である 

B 活動状況が適切である 

C 活動状況に一部改善を要する 

D 活動状況に問題があり大幅な改善を要する 

２ 前項に定める評価の目安とするための評価指針及び評価基準（以下「評価基準等」という。）を， 

別表のとおり定める。 

３ 部局の長は，評価に際し，所属する教員に対し評価基準等を公表するものとする。 
 

（中 略） 
 

第 12条 学長は，最終評価結果を次の各号に掲げる方法により，人事評価に反映させることができる。 

(1) SS及び Sの教員に対する昇給 

(2) Cの教員に対する指導 

(3) Dの教員に対する改善勧告又は号給の調整等 

 

■ 評価のフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 評価結果 

 
SS S A B C 合計 

教育活動   6 105 23   134 

研究活動   22 82 27 3 134 

社会貢献・国際交流活動   5 98 24 7 134 

管理運営活動   12 109 13   134 

総合評価 2 5 88 39   134 
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■ 教員個人評価結果の公表（一部抜粋） 

   SS評価を受けた教員の氏名，評価理由は WEB上で公開される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（www.u-fukui.ac.jp/wp-content/uploads/h26evaluation.pdf） 

  （事務局資料）  
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④ 学生の評価に基づく優秀教員称号授与を行っている（資料 1-1-44）。優秀教員には教

育研究費が追加支給され，その優れた取組はウェブ上で公開される。 

 

資料 1-1-44 工学部優秀教員称号授与制度 
 

■ 制度の概要 

顕彰制度 制度の概要 

優秀教員， 

The teacher 

of the year 

１．教育評価に基づく教育努力奨励体制の構築を目的とするため，工学部に年度

優秀教員称号授与制度を設ける。 

２．優秀教員は，各学科から当該学科学生（３年生）の投票により，毎年度各学

科２名の計 16名を選出する。なお，非常勤教員は対象者から除外する。 

３．各学科第１位の優秀教員には，THE TEACHER OF THE YEAR の称号を授与する。 

４．各学科第１位の優秀教員については学部長より表彰状を授与し，次年度の夏

と冬の勤勉手当に係る成績率Ａ該当候補者とするとともに，奨学寄附金から教

育研究費（15万円）の使用権利を付与する。第２位の優秀教員については奨学

寄附金から教育研究費（10万円）の使用権利を付与する。 
 

（「優秀教員の称号授与について」より抜粋） 

 

■ 優秀教員レポートのインターネット上での公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://www.eng.u-fukui.ac.jp/education/staff/index.html） 

（事務局資料） 
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1 1.5 2 2.5 3 3.5 4

H27年度 

H21年度 

評価点（１点～４点） 

中間アンケート 最終アンケート 

⑤ 複数の調査は，第２期に教員の教育力が向上していることを裏付けている（資料 1-1-45，

P6-141 後掲資料 2-1-16）。これは，FD活動が成果をあげていることの証左である。 

 

資料 1-1-45 教員の教育力向上を裏付ける学生アンケート結果 

 

個々の科目（専門科目）において受講生対象に行っている「授業改善のためのアンケート」，毎

年実施している「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」，３年ごとに実施している「学

生生活実態調査」の結果を分析した結果，個々の授業科目に対する満足度と教育全般に関する満足

度のいずれについても第２期の最終年度（平成 27年度）の方が第１期期間の最終年度（平成 21年

度）よりも高く，さらに第２期中において授業の理解度の向上が見られることがわかった。これら

の結果，および多くの教員が FD活動を評価し授業改善を実践しているという調査結果（P6-43 前掲

資料 1-1-41）から，教員の教育力は向上していると考えられる。 

 

■ 「授業改善のためのアンケート」における学生の評価 

 平成 21年度と平成 27年度に実施した「授業改善のためのアンケート」で設けた設問「この授業

について，どのように思いますか。」に対する学生の回答について，十分満足している＝４点，あ

る程度満足している＝３点，多少不満がある＝２点，大いに不満がある＝１点，として点数化した

結果を示す。対象科目は工学部専門科目，対象学年は全学年である。「中間アンケート」は授業の

中間段階で，「最終アンケート」は授業の最終段階で行うアンケートである。以下のように，平成

27年度の方が，平成 21年度よりも良い結果が得られている。 
 

 ・中間アンケートと最終アンケートのいずれについても，平成 27年度の評価点の方が高い。 

 ・最終アンケートの評価点と中間アンケートの評価点の差も，平成 27年度の方が大きい 

（中間アンケートの結果が授業の改善により活かされている）。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（「授業改善のためのアンケート」集計結果より） 

 

■ 教育全般に関する満足度 

・共通教育満足度：平成 27年度の方が平成 21年度より満足度が高い（P6-9 前掲資料 1-1-8）。 

・専門教育満足度：平成 27年度の方が平成 21年度より満足度が高い（下図）。 

 

 

 

 

 
 
 

※平成 21 年度および平成 27 年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」の結果から工学部卒業予定者の回答

を抽出（平成 21 年度のアンケート対象者は卒業予定者のみを対象としているため，全学生対象に実施した平成 27 年度の

結果から工学部卒業予定者の回答のみを抽出し比較した。） 
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■ 授業内容の理解度 

  共通教育，専門教育とも，授業内容の理解度が第２期中に向上した。 

   

 

共通教育 

理解度 

 

 

 

 

 

 

専門教育 

理解度 

 

※平成 22年度および平成 25年度「学生生活実態調査」より抜粋。 

 

（事務局資料） 

 
 

●教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

【教学マネジメント体制】 

① 教育に係る基幹的委員会として教務学生連絡委員会を置き，工学部長のマネジメント

のもと，教育課程の改善，評価，FD等を担う個別的委員会が連携して PDCAサイクルを回

している（資料 1-1-46～48）。 

 

資料 1-1-46 教学マネジメント体制 

■ 委員会組織 
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■ 教務学生連絡委員会を中心とした PDCAサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-1-47 教務学生連絡委員会要項（抜粋） 

福井大学工学部及び大学院工学研究科教務学生連絡委員会要項 

（設置） 

第１ 福井大学大学院工学研究科に，福井大学工学部及び大学院工学研究科教務学生連絡委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

（目的） 

第２ 委員会は，次ぎに掲げる事項を協議するとともに，企画及び調整に当たる。 

（１）工学部及び大学院工学研究科の教務，学生生活及び教育改善に係る中期目標，中期計画に関する事項 

（２）工学部及び大学院工学研究科の教務，学生生活及び教育改善に係る各委員会等の活動に関する事項 

（３）その他工学部及び大学院工学研究科の教務，学生生活及び教育改善に関し，協議会が必要と認めた事項 

（組織） 

第３ 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）学務担当副研究科長 

（２）共通教育センター長又は副センター長（工学研究科所属教員に限る） 

（３）工学部及び大学院工学研究科教務学生委員会委員長 

（４）工学部及び大学院工学研究科留学生委員会委員長 

（５）工学部及び大学院工学研究科教育委員会委員長 

（６）工学部ＪＡＢＥＥ委員会委員長 

（７）工学部ＦＤ委員会委員長 

（８）工学部及び大学院工学研究科教育活動評価委員会委員長 

（９）工学部及び大学院工学研究科自己点検・評価委員会委員長 

（10）先端科学技術育成センター長 

（11）高度人材育成センター長 

（12）実践大学院工学教育実施委員会委員長 

（13）派遣型大学院工学教育実施委員会委員長 

（14）博士人材キャリア開発支援副センター長 

（15）その他委員会が必要と認めた者 

（委員長及び委員長） 

第４ 委員会に，委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は，学務担当副研究科長をもって充て，副委員長は，委員の互選によって選出する。 

（事務局資料） 

（事務局資料） 
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資料 1-1-48 委員会の活動例 

■ 教務学生連絡委員会 

  基幹的委員会である教務学生連絡委員会は，各委員会の活動を掌握し，調整し，必要な指示を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 教育委員会 

個別的委員会である教育委員会は教育課程の改善や教育に係る事項などを扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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② 教学マネジメント体制のもと，海外大学ベンチマーキングの実施，平成 28年度の学部

改組の決定などを行った（資料 1-1-49）。 

 

資料 1-1-49  教学マネジメント体制のもとでの活動事例   

項  目 内  容 時 期 

中期目標・中期計画の達成度

管理 

（P6-51 前掲資料 1-1-46） 

毎年度，教務学生連絡委員会の主導で工学部内の次年

度計画を策定するとともに，当該年度の進捗状況を把

握し，目標達成のための対応を取っている。 

随時 

キャリア教育計画ワーキング 

工学部長の主導でワーキングを設置し，キャリア教育

プログラム「みらい協育プログラム」を設置した。（平

成 23年度に試行，平成 24年度から実施） 

平成 22年 

～平成 23年 

DPと CPの策定 

（P6-80 後掲資料 1-2-2） 

工学部長の指示により，教育委員会の下にディプロマ

ポリシー・カリキュラムポリシーWGを設置し，工学部

および各学科の DPと CPの策定を行った。 

平成 23年 

 

 

 

外部評価の実施 

（P6-55 後掲資料 1-1-50） 

外部評価準備・実施特別委員会を設置し，外部評価に

向けた準備を行い，平成 24年度に外部評価を実施し

て学科構成などについて課題を抽出し，平成 28年度

改組に活かされた。 

平成 24年度 

海外大学ベンチマーキングの

実施 

 

大学の方針のもと，工学部長

を長とし，教育・教務関連委

員会の委員長等をメンバーと

する視察団を米国に派遣し

た。複数の大学等で調査を行

い，教育課程の国際性や教学

ガバナンス等について工学部

の抱える課題を整理し，平成

28年度改組に活かされた。 

平成 24年度 

CPと DPの見直し 
教育委員会において，GGJ事業によるグローバル人材

育成を踏まえ，DPと CPの見直しを行った。 

平成 26年度 

カリキュラムマップ，カリ

キュラムツリーの作成 

（P6-83 後掲資料 1-2-6） 

全学方針を受け，工学部長の指示のもと，FD委員会と

各学科が協力してカリキュラムマップ，カリキュラム

ツリーが作成・公開された。 

平成 24年度：全学科のカリキュラムマップ作成。 

平成 26年度：カリキュラムマップを見直すとともに，

カリキュラムツリーも作成し，公開（全学科）。 

平成 24年度～

平成 26年度 

学部改組 

（P6-11 前掲資料 1-1-10，

11） 

工学部長のイニシアチブにより，将来計画検討ワーキ

ングを設置し，外部評価や海外ベンチマーキングの結

果，および社会的要請などを踏まえて工学部の課題を

整理して学部改組の計画立案を行い，平成 28年度改

組を実現させた。late specializationの考え方に基

づく新学科体制や，工学基礎教育支援センターの設置

など，改組後の基本的な枠組みは，本ワーキングが中

心となり，執行部や各学科と連携しながら構想し実現

させた。 

平成 26年度   

～平成 27年度 

学生 FD活動 

（P6-60 後掲資料 1-1-53） 

平成 25年度に全学で実施した「ブラウン大学 Kathy M. 

Takayama FDセンター長による国際的視野からの教育

活動に対する外部評価」において，「学生を大学改革

の輪に入れていくこと」の重要性が指摘され，それを

受け工学部では FD委員会が「学生 FD」の取組を開始

した。 

平成 27年度 

（事務局資料） 
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【外部評価・第三者評価】  

① 平成 24 年度の外部評価では，教育 GP等の特色ある教育活動に対し高い評価を得た。

指摘された課題に対しては機敏に対応するとともに，平成 28年度学部改組に適切に生か

した(資料 1-1-50)。 

 

資料 1-1-50 外部評価の概要と結果 

 

平成 24 年 11 月に組織・管理運営，教育活動，研究活動，学協会・社会活動と国際交流に加えて，

第１期中期目標・中期計画に沿った活動および工学研究科改組への取組等に対し，前回の外部評価（平

成 17 年 12 月）以降の７年間（平成 17年度～平成 23年度）の活動とそれら成果を対象として，42 名

の委員による外部評価を実施した。教育 GP の採択をはじめとする特色ある教育の取組が高く評価され

た。一方で，学部の８学科体制や学部と大学院（前期課程）の関係，改善の取組の共有体制などにつ

いて課題が指摘され，第２期中に改善を行った。 

 

■ 外部評価報告書（表紙と目次（抜粋）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 外部評価の様子 
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■ 評価結果 

学科と専攻を合わせて評点（５点満点）を付ける方式であったが，８学科と独立専攻以外の８専

攻はほぼ対応しており，学科に対する評価の目安と考えることができる。(M：機械，E：電気・電子，

I：情報・メディア，A：建築建設，S：材料開発，B：生物応用化学，P：物理，H：知能システム) 

評価項目 Ｍ  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Ｅ Ｉ Ａ Ｓ Ｂ Ｐ Ｈ 平均 

 

 

 

 

教育活動 

 

 

 

学位授与方針 （DP）， 教育課程編 

成方針（CP） の適切性 
5 4 3 4 3 5 5 3 4.0 

学生の受け入れ方法 ，活動の適切性 4 5 3 4 4 4 4 4 4.0 

教育内容・方法改善への取り組み

の適切性 
5 5 5 4 4 4 5 5 4.6 

学生指導支援体制の適切性 4 5 4 4 4 5 5 5 4.5 

教育環境・設備の充実度 4 4 3 4 3 3 3 4 3.5 

教育の国際的競争力の充実度 4 4 4 4 3 4 4 4 3.9 

就職支援への取り組みの適切性 5 5 5 4 5 5 5 4 4.8 

(福井大学工学部・大学院工学研究科 外部評価結果報告書（平成 25年３月）より抜粋) 

■ 第１期との比較 

 第１期の外部評価（平成 17年度）と共通な評価項目について，第２期との比較を行った結果，教

育の内容や改善については第２期の方が高評価であった。第１期より低い評価となった学生受入れ方

法については，平成 28年度学部改組により改善の対応を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 指摘された個別の事項への対応 

指摘された事項 指摘を踏まえた改善等 

学科が多く，細分化されている

が，全体として大括りにして，

後はコース制のような緩い形

のほうがこれからの技術者の

養成にはよいのではないか。 

 

工学部・工学研究科に将来計画検討 WGを設置し，外部評価や地

域産業界への意見聴取の結果やミッションの再定義等を踏まえ，

８学科を改組して５学科 11コースに再編することを決定した

（平成 28年度から実施（P6-11 前掲資料 1-1-10））。教育課程

は全面的に見直し，養成人材像→DP・CP→カリキュラム・マップ

→科目設定，の手順を踏んで質と体系性を確保するとともに，

late specializationの考えを取り入れて柔軟で学修者主体のカ

リキュラムとした。また，単位の実質化の観点から卒業要件の単

位数の見直しを行った（130単位から 124単位へ）。以上により，

指摘を踏まえ社会の期待に応えた。 

「ファイバーアメニティ工学」
※，「原子力・エネルギー安全

工学」という独立した専攻を，

８つの学科が支えている。２専

上記改組の一環として，物質・生命化学科の中に繊維・機能性材

料工学コースを置き，機械・システム工学科の中に原子力安全工

学コースを置いた。これにより，平成 28年度から繊維と原子力

に係る人材育成が学部から体系的に行われることとなり，両分野
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攻の学部との関係と相互の連

携の状況が捉えにくい。 
 
※平成 25 年度より繊維先端工学専攻に

改組 

の教育プログラムの質と体系性が大きく改善された。 

DPや CPについて，工学部の理

念・目的との整合性 IMAGINEER

との関連の明確化の観点から，

再検討が望ましい。 

DPや CPについては，指摘を踏まえ，平成 26年度に教育委員会

を通して，全学科が改正，見直しに取り組んだ。 

さらに，平成 27年度にはカリキュラムマップを見直し，カリキュ

ラムツリーを作成した。 

学部と大学院の専門教育の

シームレス化も検討課題であ

る。 

平成 25年度から，大学院授業科目の早期履修制度に参加する学

科を５学科から７学科に拡大し，シームレス化を進めた。大学院

生の研究発表を学部学生が聞く機会や大学院の特別講義の４年

生の聴講なども推奨している。平成 28年度の改組により，原子

力と繊維に関わるコースが学部に設けられることになり， 両分

野の教育について大学院の専門教育と接続する学部教育が整備

された。 

各種 GP等で成果を上げた取組

の継続のためには，取組の整

理・統合などによる効率化が必

要ではないか。 

 

各種 GP等で導入し窓口が分かれていた複数のインターンシップ

を高度人材育成センターで扱うようにした。また，ジェネリッ

ク・スキル及び就業力育成委員会を立ち上げ，学士力・社会人基

礎力・就業力の育成にかかわる取組の効率化を目指している。 

学生の海外留学促進のための

環境整備ならびに留学生の受

入れ地域の多様化が望ましい。 

 

 

海外留学促進には，GGJ事業（P6-14 前掲資料 1-1-13）で対応し

ている。海外留学（送り出し）促進の一環として英語授業の週２

回開講や TOEIC等による語学力向上に取り組んでいる。また，平

成 25年度（平成 26年度入試）からマレーシア政府との協定に基

づくマレーシア・ツイニング・プログラム入試の導入を行った。 

独自の改善の取組には 興味深

いものがいろいろあるが，これ

らを学部内で紹介しあい共有

する仕組みはどうか。 

平成 24年度から，(i)個々の教員の教育改善の取組事例を全員で

共有することを目的に，「ティーチング・ティップス」が定期的

にメール配信され（P6-40 前掲資料 1-1-40），(ii)工学部執行

部と各教員の率直な意見交換の場として「パワーランチ・ミー

ティング」が設けられている。これらは FD委員会が企画してい

る。左の指摘によりこうした日常的な FD活動の重要性が改めて

認識され，現在まで継続されて教育の質の改善に資している。 

留年率の精査と対策が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教務学生委員会を中心に長期欠席者の調査等を行うとともに，学

生総合相談室と連携して対応にあたっている。クォーター制の一

部導入により，通過率を向上させた学科もある（建築建設工学

科）。 

平成 25年 10月から，半年ごとに保護者に成績表を送付し，保護

者とも協力して学生サポートに取り組んでいる。また，長期欠席

学生，未履修登録学生については，教職員が連携してサポートす

る体制を整えた。 

こうした取組により，第２期の留年率は低下傾向を示した

（P6-138 後掲資料 2-1-12）。 

 

学生のメンタルケア等の更な

る充実が望ましい。 

 

 

教務学生委員会を中心に長期欠席者の調査等を行うとともに，学

生総合相談室と連携して対応にあたっている。工学部執行部，学

生総合相談室，保健管理センターが定期的に懇談を持つことによ

る，相互の協力体制をつくった。また，教授会においてメンタル

ヘルスに関する定例的な講演会を開催するようにした。 

  ※「指摘された事項」は，福井大学工学部・大学院工学研究科 外部評価結果報告書（平成 25年３月）より抜粋 

（事務局資料） 
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② JABEE認証プログラム数が第１期から倍増し（１学科２プログラムから３学科４プログ

ラムへ），教育課程の国際通用性が向上した（資料 1-1-51）。 

 

資料 1-1-51 JABEE認証の取得 
 

第１期  第２期 

●建築建設工学科 

・建築学コース 

（平成19年４月１日～平成25年３月31日） 

 

・建設工学コース 

（平成19年４月１日～平成25年３月31日） 

 ●建築建設工学科 

・建築学コース 

（平成 25年４月１日～平成 31年３月 31日） 

・建設工学コース 

（平成 25年４月１日～平成 31年３月 31日） 

●機械工学科 

（平成 24年４月１日～平成 27年３月 31日） 

●電気・電子工学科 

（平成 25年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※括弧内の期間は，認定の有効期間を示す。 

（事務局資料） 
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③ 平成25年度に山梨大学と相互評価を行い，学士力GPや教育GPに続くGGJ事業採択，創成

活動の取組などが評価された（資料1-1-52）。 

 

資料 1-1-52 山梨大学との相互評価報告書（抜粋） 
 

福井大学と山梨大学との相互評価報告書 

 
日 時  平成 26年３月 17日（月） １５：００～１７：３０ 
     平成 26年３月 18日（火）  ９：００～１１：３０   
場 所  山梨大学工学部 Ｔ１号館８０４号室 
出席者  福井大学 岩井善郎理事（国際・研究担当） 

小野田信春工学研究科長 
          松下聡工学研究科副研究科長（企画担当） 
          福井一俊教授（学長特別補佐，電気・電子工学科） 
          児嶋晴則総務部工学部支援室長 
     山梨大学 川村隆明理事（教学・国際交流担当） 
          杉山俊幸工学部長  
          熊田伸弘評議員 
          柴田正実評議員 
          豊木博泰前工学部長 
          石原義和工学部支援課長 
          志田正仁工学部支援課補佐 
 

 

（以下，山梨大学からの指摘・評価を抜粋。★印は第２期の新たな事項） 

 

★グローバル人材育成推進事業が獲得できたのは，平成 20年度採択の「夢を形にする技術者育成

プログラム」，平成 21年度採択の｢学士力涵養の礎となる初年次教育の充実」という２つの GP

による成果があったためである。 

★福井大学では，女性を対象としたテニュアトラック制度支援事業が採択されたため２名採用して

いる。 

 ・グローバルな教育水準を証明するため，JABEEを受審する方針を採っている。JABEEを受審しな

い学科は，国際水準と同等の教育を実施していることの証明をするように指示が出されている。 

 ・学生の就職率 100％のみでなく，就職後３年以内の離職率は 8％で全国平均の 30％を大きく下回っ

ている。離職率に関するデータ収集を精力的に実施している。 

  ・夢を形にする IMAGINEER＝Imagine（心に描く）＋Engineer（技術者）の育成を目的として，学科・

学年の枠を越えた学生グループで学際的かつ具体的な課題解決（創成活動）に取り組ませている。 

 ・学生に JIBUNポートフォリオを作成させ，達成度を確認させている。 

 ・補習授業を開講し，入学時に基礎学力の低い学生をケアしている。 

 ・グループワークの採用によりジェネリック・スキル(汎用的能力)の向上に努めている。 

 ・学部改組後は，討論形式の科目を増やす予定である。 

 

（「福井大学と山梨大学との相互評価報告書」より抜粋） 

 

 

④ 初めて実施された教育に関する全学的な国際外部評価において，「学生を大学改革の

輪に入れていくことの重要性」が指摘され，工学部では「学生 FD」を開始した（資料 1-1-53）。 
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資料 1-1-53 教育に関する全学的な国際外部評価を受けて開始した学生 FD活動 

 米国アイビーリーグ校の中でも学部教育に定評あるブラウン大学の Kathy M. Takayama FDセンター長 

（１週間招聘）による，国際的視野からの外部教育評価を平成 25年度に受審した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全学の課題として「学生を大学改革 

の輪に入れていくこと」の重要性が 

指摘され，工学部では「学生 FD」の 

取組を開始した。 

（「福井大学 教育評価報告書 2013」より抜粋） 
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■ 学生 FD活動例 

（１）カンニング抑止法を教員に提案した。何人かの教員が提

案にしたがって試験を実施し，不正行為の抑止に役立て

た。 

（２）学生の希望調査に基づいて学生自身で工場見学を企画・

実施した。学生自身の視点による見学会であるため，参

加者の満足度は高く，参加者のほぼ全員が感想文を自発

的に記したことから，学習効果も高かったことが窺える。 

（３）「学生FDサミット2016春」への参加 

   全国68大学，556名の学生，教職員が参加して日本大学に

て開催された「学生FDサミット2016春」に参加 

（平成28年３月12日，13日）。 

    

参加学生の声： 

・他大学の学生 FD活動への熱い思いが感動的で大いに刺  

激を受けました。自分たちも 頑張らなければという 

気持ちがいっそう強くなりました。 

・学生・教員・職員という立場の違いから大きな誤解が生じていること，でも，そんな誤解は

立場を越えて話し合うことで解消できることが経験できました。 

                      （FD委員会まとめ） 

 

（事務局資料） 
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【関係者の意見聴取】 

① 外部評価（P6-55 前掲資料 1-1-50）に加え，各関係者に対するアンケート調査を組織

的に実施し（資料 1-1-54），結果を教育改善に活かした（P6-156 後掲資料 2-2-11）。 

 

 

資料 1-1-54 関係者の意見聴取のための主な取組一覧 
 

対象・アンケート等の名称 目的・趣旨 実施方法，直近の実施状況等 

在学生対象 

「学生生活実態調査」 

（様式：資料 1-1-55） 

本学学生の生活実態を把握する

とともに，大学に対する学生の

意見や要望等を聴取し，今後の

学生生活や修学環境の改善を図

る。 

高等教育推進センターが各部局

と協力して定期的に実施。 

直近 H25.10実施 

結果の一例：P6-113 後掲資料

1-2-29 

在学生対象 

「福井大学の教育・研究に対する意

識・満足度調査」 

（様式：資料 1-1-56） 

本学の教育・研究に対してどの

ような意識や満足感をもってい

るかを尋ね，今後の福井大学に

必要な教育・研究環境等を整

備・充実する。 

全学の教務学生委員会が各部局

と協力して実施。 

直近 H27.12実施 

結果の一例：P6-9 前掲資料

1-1-8 

在学生対象 

「カリキュラムアンケート」 

（様式：資料 1-1-57） 

 

 

授業等を受講するにあたって 

理解していること，考えている

こと等について調査する。 

高等教育推進センターFD・教育

企画部門が実施（毎年度）。 

直近 H27.９実施  

結果（H26）の一例：P6-84 後掲

資料 1-2-7 

卒業生（社会人）対象 

「卒業生に対する大学教育に関す

るアンケート」 

（様式：資料 1-1-58） 

工学部・工学研究科における教

育の改善の効果の検証および社

会の要望の変化による改善目標

を調査する。 

工学部及び工学研究科自己点

検・評価実施委員会が定期的に

実施。 

直近 H26.11実施 

結果の一例：P6-154 後掲資料

2-2-9 

卒業生勤務先企業等対象 

「福井大学の教育と卒業生につい

てのアンケート調査」 

（様式：資料 1-1-59） 

福井大学を卒業（修了）し企業

等へと就職した人材が，どのよ 

うに受け入れられているのかを

調査し，その結果に基づいて教

育の改善・向上を図る。 

就職支援室が 3年ごとに実施。 

直近 H25.８実施 

工学部卒業生が勤務する 84の

企業等から回答 

結果の一例：P6-157 後掲資料

2-2-12 

 

（事務局資料） 

  

第２期に開始 
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資料 1-1-55 在学生に対する「学生生活実態調査」（調査票・回答票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G1-1 卒業・修了までの単位の取り方（現時点）

a 理解している                b 理解していない部分がある

c 理解していない

G1-1

G1-2 【ｂ、cと回答した人】理解できない部分の解決法（複数回答可）

a 助言教員クラス担任・学科等教員に相談する b 学務部の職員に相談する

c 先輩・友人に相談する                               d 自分で履修手引きなどで調べる

e 何もしない f その他（ ）

G１-2

共通・教養と専門、それぞれについて回答してください（Ｇ２～４）】

G2-1 授業の出席状況（今年度）

a どの授業もほとんど出席している

b 一部の授業を除いてほとんど出席している

c どの授業も出たり出なかったり

d 一部の授業を除いてあまり出席していない

e どの授業もあまり出席していない

G2-1
 共通・教養  専門

G2-2 【d、eと回答した人】出席しない理由（複数回答可）

a 授業が理解できない       b 授業に魅力がない c 出席をとらない

d 健康上の理由                e 課外活動が忙しい f アルバイトが忙しい

g 分野・進路に迷いがある h 大学が面白くない k 何となく

m その他（ ）

G2-2

 共通・教養  専門

G3-1 授業の理解度

a どの授業も全般的に理解できる b 理解できないものが多少ある

c 理解できないものがかなりある d ほとんど理解できない

G3-1

 

 共通・教養  専門

G3-2 【ｂ、c、dと回答した人】理解できない時の対応

a 授業担当教員に相談する b 助言教員クラス担任・学科等教員に相談する

c 先輩・友人に相談する    d 何もしない e その他（ ）

G3-2

共通・教養  専門

G4-1 授業の満足度

a どの授業も満足している

            b 満足できないものが多少ある

c 満足できないものがかなりある

         d 満足できないものがほとんどである

G4-1

共通・教養  専門

G4-2 b、c、dと回答した人】満足できない理由（複数回答可）

a 内容が難しい             b 内容がつまらない            c 授業内容のレベルが低い

d 教え方に工夫が足りない e 受講者が多すぎて集中できない

f 休講が多い                 g 試験・レポートなどが多い   h 単位の認定が厳しい

k その他（ ）

G4-2

 

共通・教養  専門

G5 大学の授業を除く学習時間（授業期間中の平均的な学習時間・１週間あたり）

a 2時間未満 b ２～３時間程度 c ４～５時間程度 d ６～７時間程度

e   ８～９時間程度   f １０～１２時間程度   ｇ１３～１５時間程度

          ｈ１６～１９時間程度   k  ２０～２５時間程度   m 26～３０時間程度

  o ３０時間以上［具体的な時間を記入してください（ ）時間程度］

※予習復習、レポート・卒業論文作成、グループでの相談や準備活動（探求ネット・創成活動等）、

実験等を授業時間終了後も行った場合や、レポート作成のために資料を調べた場合などの時間も

含めてください。

※講義単位の計算は15時間の予習と、１５時間の講義、15時間の復習をもって１単位が標準です。

   よって１コマの授業に対して、２倍の予習・復習時間が必要です。

G5

G6 一般的な読書の時間（１週間あたり） ※学術的な雑誌を含む

a 2時間未満 b ２～３時間程度 c ４～５時間程度 d ６～７時間程度

e ８～９時間程度 f １０時間以上［具体的な時間を記入してください（ ）時間程度］

G6

G7 語学力（英語）向上の必要性

a 必要である b 将来の進路によって必要である c 特に必要と思わない
G7

G8-1 在学中又は卒業後の海外留学（語学研修も含む）希望

a ある b 可能ならば留学したい c 特に考えていない
G8-1

G8-2 【a、bと回答した人】希望する留学先

a アジア・中東 b アメリカ c カナダ d オーストラリア

e 欧州 f その他（ ）

G8-2

G9 海外留学にどのような支援を希望しますか

a 留学に必要な経費の補助・支援 b 単位の互換 c 広報・情報提供

d 特に必要ない e その他（ ）

G9

G10 教員との関係 授業の内容や方法について担当教員と話し合うことがありますか

a 話し合うことがある

      b 話し合いたいと思うことがあるが出来ない

c 話し合おうとしたが受入れられなかった

      d 話し合おうと思ったことがない

e その他（ ）

G10

G11 教員との話し合う時間等について

a 教員と話し合う時間は現状で十分である

      b 教員と話し合う時間がもう少しほしい

c 教員と話し合うことは考えたことがない

G11

G12 オフィスアワー制度を知っていますか、また利用したことがありますか

a 知っていて利用したことがある

      b 知っているが利用したことがない

c 知らない

G12

G13-1 助言教員・学年主任制度の利用について

a 助言教員・学年主任と良く話す b ときどき話す c ほとんど話さない

d 助言教員・学年主任が誰か分からない

G13-1

G13-2 【a、bと回答した人】話し合いの内容

a 学業（取得単位など）について b 進路 c 授業内容

d 友人・生活について e 個人的な悩み・相談 f 世間話

g その他（ ）

G13-2

G14 教員への期待（複数回答可）

a 現状のままでよい

      b 学問の厳しさや楽しさを教えてほしい

c 授業内容を充実してほしい

      d 授業方法を工夫して欲しい

e 研究内容を教育（授業）に生かしてほしい

      f 休講をなくしてほしい

g 気軽に話（相談など）ができる雰囲気がほしい

      h あまり期待しない

k その他（ ）

G14

G15 就職支援室や松岡キャンパス学務室で行っている支援で知っているもの（複数回答可）

a キャリアサポートシステム

   b 企業及び団体等の求人情報

c 公務員に関する試験情報

   d 教員に関する試験情報

e 医師、看護師、保健師、助産師の国家試験に関する情報

f 臨床研修病院の情報

   g 病院等医療機関の求人、採用情報

h 就職ガイダンス、進路説明会などの実施

k キャリアカウンセラーによる面接指導やエントリーシートの添削指導

m その他（ ）

o 支援内容を全く知らない

      p 就職支援室があることを知らない

G15
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項

目
質 問 内 容

A1 性別 a 男 b 女 A1

A2 年齢（2013年10月1日現在） A2 才

A3 出身県

a 福井県 b 福井県以外の北陸地域（石川，富山）

c 東海地域（静岡，愛知，岐阜，三重）

d 関西地域（滋賀，京都，奈良，大阪，和歌山，兵庫）

e その他の日本国内 f 外国

A3

A4 所属学部・大学院／課程・学科・専攻
教育地域科学部    11 学校教育課程 12 地域科学課程

   13 地域社会課程

医学部    21 医学科 22 看護学科

工学部    31 機械工学科 32 電気・電子工学科 33 情報・メディア工学科

   34 建築建設工学科 35 材料開発工学科 36 生物応用化学科

37 物理工学科 38 知能システム工学科

教育学研究科    41 学校教育専攻 45 教科教育専攻 46 教職開発専攻

医学系研究科    51 博士課程 52 修士課程

工学研究科・博士前期    61 機械工学専攻 62 電気・電子工学専攻 63 情報・メディア工学専攻

      64 建築建設工学専攻 65 材料開発工学専攻 66 生物応用化学専攻

   67 物理工学専攻  68 知能システム工学専攻

      69 ファイバーアメニティ工学専攻 70 繊維先端工学専攻

71 原子力・エネルギー安全工学専攻

工学研究科・博士後期   81 物質工学専攻 82 システム設計工学専攻

         83 ファイバーアメニティ工学専攻  84 原子力・エネルギー安全工学専攻

85 総合創成工学専攻

A4

A5 学年 A5 年

A6 入学時の試験（学部生のみ）

a 前期日程 b 後期日程 c AO入試 d 推薦入試

e 編入学 f その他（ ）

A6

A7 入学年度

a 平成25 b 平成24 c 平成23 d 平成22

e 平成21  f 平成20 g 平成19 h 平成18以前

A7

A8 卒業後の進路希望

a 企業に就職 b 公務員 c 教員 d 医師 e 看護師

f 保健師 g 助産師 h 本学の大学院（修士・前期）に進学

k 本学の大学院（博士・後期）に進学 m 他大学の大学院に進学

o その他（ ）

A8

B1 家族人数（あなた本人を含む生計を一つにしている家族の人数）

a 1人 b 2人 c 3人 d 4人 e 5人 f 6人 g 7人

      h 8人以上

※例えば、ご両親は名古屋在住で、あなたと、あなたの兄弟が大学の関係で別居していても、ご両親から生活

費等を送金してもらっていれば、４人は家族として回答してください。

B1

B2 家族の合計年収（あなたの家庭の最近１年間の所得総額（税込額）を記入してください）

a   200万円未満 b   200万円～   c   300万円～ d   400万円～

e   500万円～ f    600万円～      g   700万円～ h   800万円～

k   900万円～  m 1 000万円～   o  1 100万円～    p 1 200万円～

※この項目は、皆さんへの支援を検討する上で重要な意味を持つものです。家族と連絡をとって、できるだけ

正確な数字を回答しください。

B2

C１ 現在の住居

a 自宅（親と同居）                b 食事つき下宿（民家の間借り）

c 食事なし下宿（民家の間借り）

d アパート・マンション          e 国際交流学生宿舎・留学生会館

f その他（ ）

C１

C2-1 通学方法（複数回答可）

a 徒歩 b 自転車 c バイク d バス e 電車 f 自動車

g その他（ ）

C2-1

C2-2 【ｆと回答した人】駐車場所

a 学内 b 近くの路上 c 近くの空き地 d 近くの駐車場（借用）

e 知人の家・駐車場 ｆ その他（ ）

C2-2

Ｄ1 あなたの１ヶ月の収入（今年４月～９月の平均月額を千円単位でご記入ください）

a 家庭から

b 親戚・知人から

c アルバイト

d 奨学金

e その他

f 合計

D1

a

b

c

d

e

f

千円

Ｄ2 あなたの１ヶ月の支出（今年４月～９月の平均月額を千円単位でご記入ください）

a 食費（自宅通学者は外食費）

b 住居費・光熱水料（自宅通学者は記入不要）

c 交通費

d 修学費（図書・文具・学会等）

e 課外活動費（学外も含む）

f 日常生活費（衣服・交際・娯楽等）

g その他

h 合計

D2

a

b

c

d

e

f

g

ｈ

千円

D3-1 アルバイト

a ほぼ定期的に行っている                b 不定期に行っている

c 過去に行っていたが今はしていない d 今は行っていないが将来したい

e するつもりはない

D3-1

D3-2 【a、ｂと回答した人】アルバイト日数

a 週５日以上 b 週３～４日 c 週１～２日 d 月２～３日程度

e 月１日程度 f 長期休暇中 g その他（ ）

D3-2

D3-3 【D3-1でa、ｂと回答した人】アルバイトの目的（複数回答可）

a 生活費捻出のため b 修学費捻出のため c 課外活動費捻出のため

d 高額消費財購入費捻出のため e 余暇娯楽費捻出のため f 将来の就職に有利

g 社会勉強のため h 預貯金のため k その他（ ）

D3-3

E1 睡眠

a 毎日よく眠れる b 時々不眠になる c ほとんど毎日不眠状態である
E1

E2 １日の睡眠時間（週平均） E2 約 時間

E3 飲酒の回数

a ほぼ毎日    b 週３～４回程度 c 週１～2回程度 d 月２～３回程度

e 月１回程度 f 年数回程度        g 全く飲まない

E3

E4 喫煙

a 吸わない                            b 過去に吸ったが今は吸わない

c 吸っている（１日１箱未満） d 吸っている（１日１箱以上）

E4

E5 学習のためのインターネット利用時間（１週間あたり）

a 2時間未満 b ２～３時間程度 c ４～５時間程度 d ６～７時間程度

e ８～９時間程度 f １０時間以上［具体的な時間を記入してください（ ）時間程度］

※レポート作成のために情報収集に利用した時間など

E5

E6 一般的なインターネット利用時間（１週間あたり）※ネットゲームを除く

a 2時間未満 b ２～３時間程度 c ４～５時間程度 d ６～７時間程度

e ８～９時間程度 f １０時間以上［具体的な時間を記入してください（ ）時間程度］

E6

E7 自分で所有している情報機器（複数回答可）

a 携帯電話 b  スマートホン   c   ノートＰＣ d デスクトップＰＣ

e 携帯端末（タブレットPC、 Pad、など）           f ゲーム機

g その他（ ）

E7

E8  学習以外の時間の過ごし方（主なものを２つ選択）

 a 課外活動       b アルバイト                 c 読書

 d インターネット（ネットゲームを除く）         e ゲーム

          f テレビ             ｇ 特に何もしていない  h その他（ ）

E8

回答欄
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                                       （事務局資料） 

 

 

 

 

 

  

H1-1 学内の課外活動

a 参加している b 過去に参加したが今は参加していない

c 全く参加したことがない

H1-1

H1-2 【a、ｂと回答した人】課外活動に参加した動機（複数回答可）

a 高校時代からの継続       b 教養・特技の向上のため c 趣味と一致している

d 活動内容に魅力がある    e 友人を得たい             f 体力向上のため

g 大学生活を楽しみたい    h 就職に有利と考えて       k 団体生活に魅力を感じた

m 指導力を身につけるため   o その他（ ）

H1-2

H1-3 【Ｈ1-1で、aと回答した人】課外活動の日数

a 週５日以上 b 週３～４日 c 週１～２日 d 不定期 H1-3

H1-4 【Ｈ1-1で、aと回答した人】 １週間当たりの課外活動の時間

（ ）時間程度
H1-4

K1-1 キャンパス内（国際交流学生宿舎、留学生会館を含む）で被害に遭った

（遭いそうになった）ことがありますか（該当するものすべて選択）

 

a 被害に遭ったことはない                   b 財布・現金等の盗難被害

c 鞄・服・靴等の盗難被害                   d 自動車・バイク・自転車の盗難、損壊被害

e 性的被害（痴漢・のぞき等）

f 不審者（一見して学生・大学関係者でない人物等）による声かけ

g セクハラ・パワハラ・アカハラの被害 h ストーカー被害

k 暴行・傷害被害                               m 飲酒の強要

         o 薬物の購入・使用の勧誘、強要の被害

p カルト宗教等の勧誘                         s インターネットに関する被害

t 携帯電話に関するトラブル・被害

w 悪徳商法（キャッチセールスやマルチ商法など）

x その他（ ）

K1-1

K1-2 キャンパス内でK1-1のb～wを目撃したことがある場合、K1-1から選んでください

（複数回答可）
K1-2

K2 大学構内で身の危険を感じる（不安を覚える）場所があればお書きください

K3 キャンパス外で被害に遭った（遭いそうになった）ことがありますか（複数回答可）

a 被害に遭ったことはない                 b 財布・現金等の盗難被害

c 鞄・服・靴等の盗難被害                 d 自動車・バイク・自転車の盗難、損壊被害

e 性的被害（痴漢・のぞき等）           f 不審者による声かけ

g ストーカー被害                            h 暴行・傷害被害

         k 交通事故                               m 飲酒の強要

         o 薬物の購入・使用の勧誘、強要の被害  p カルト宗教等の勧誘

s インターネットに関する被害               t 携帯電話に関するトラブル・被害

w 悪徳商法（キャッチセールスやマルチ商法など）

x その他（ ）

K3

L1   学生総合相談室が設置されたことについて

          a よかった b まあよかった c 特に関係がない ｄ 相談室のことを知らない
L1

L2   スチューデント・アシスタント（S・A）（ピア・サポート、キャンパス・クリーンアップ・

       スタッフ、総合図書館ラーニング・アドバイザー、就活サポーター、オープンキャンパス

        実施補助作業、入試広報業務補助等のことで、時給800～1000円で大学が学内で学生を

        雇用する制度）について

           a 学外でアルバイトをするより学習時間の確保ができ、よい制度だと思うので利用したい

         b よい制度だと思うが利用のタイミングが合わないことが多い

         c S・Aのことを知らなかったが、機会があれば利用したい

         d 学外でのアルバイトの方が収入が多いので、S・Aは利用しない

         e   制度を知らないし、利用する予定もない

L2

L3   ユニバーサル・パスポートで、休講情報などを一斉にメール配信していることについて

          a よかった b まあよかった c ふつう ｄ なくてもよかった
L3

L4   履修登録がWeb上で、学外（自宅など）からもできるようになったことについて

          a よかった b まあよかった c ふつう ｄ なくてもよかった
L4

L5   改修や新規設置された学内の施設でよかったと思うもの（複数回答可）

        【文京キャンパス】

        1 工学部情報工学科棟

        2 学生支援センター（教務課、学生サービス課）

        3 学生総合相談室

        4 生協学生食堂

        5 語学センター（グローバル・ハブ）

        6 言語開発センター（総合図書館２階 LDC）

        7 多目的ホール（北門カーゲート横）

        8 第一体育館・第二体育館の更衣室、トイレ、シャワー室、玄関スロープ

        9 国際交流学生宿舎（寮）の Hクッキングヒーター（全室）

         【松岡キャンパス】

      10   医学図書館ー情報工房ー

      11 講義棟（講義室、ロビー等）

      12   講義棟１階コミュニケーションスペース

      13   講義棟2階マルチラーニングスペース

      14   講義棟2階ミーティングスペース

      15 課外活動施設の整備

      16 国際交流会館壁面クロス、網戸、椅子

      17   売店（拡充）

      18   駐車場の拡張

      19   街灯（増設）

        【敦賀キャンパス】

      20 敦賀キャンパス建物

L5
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M2 大学教職員への要望があればご記入ください

M3 自由記述（その他、大学への意見・要望などがあれば自由に記述してください）

※スペースが足りない場合は、続きを裏表紙に記入してください。

M

大

学

へ

の

意

見

・

要

望

M1 大学施設等に関する要望（優先的に改善を希望する事項５つを選択回答）

1 講義室の設備の充実

2 実習室・実験室などの整備・充実

3 学生インフォメーションシステム（PC端末・携帯電話等からの講義・成績情報への

  アクセス等）の整備充実

4 個人で自由に学習などができる部屋の確保

5 少人数のグループ等で自由に学習できる部屋や設備の充実

6 各講座や研究室の学生スペースの拡大、設備の充実

7 講義の合間に自由に休憩・交流のできる部屋・コーナーや設備の充実

8 附属図書館の蔵書・設備の充実

9 情報処理基盤センター等、IT関連センター等の機能・設備の充実

 10 無線LAN環境の整備・利用環境の充実

 11 大学会館（学生会館）の拡充と設備の充実

 12 生協食堂（文京）の朝食時間を早める

 13 生協・食堂・購買部の拡張・充実

 14 コンビニエンスストアの誘致

 15 保健管理センター（保健センター）の拡充と設備の充実

 16 サークル関連施設の拡充・施設の充実

 17 日常のスポーツ・レクリェーション活動のための施設・設備の充実

 18 長期休暇中にグループ学習やレクリェーション活動のできる施設の拡充

 19 学内全体の冷暖房システムの拡充整備

 20 駐車場・駐輪場など学内交通環境の整備

 21 植樹や広場・美観など快適な学内環境の整備

 22 その他（ ）

M1
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資料 1-1-56 在学生に対する「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」（項目抜粋） 

福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査 

 

 この調査は，学生の皆さんが，在学中および卒業・修了にあたって，本学の教育・研究に対して 

どのような意識や満足感をもっているかをお聞きし，今後の福井大学に必要な教育・研究環境等を 

整備・充実していくための重要な基礎資料として収集させていただくものです。それぞれの質問に 

対して，あなたの感じているお気持ちをありのまま回答してください。 

 なお，この調査結果は，在学生および今後福井大学に入学して学ぶ後輩たちの学修・学生生活支 

援および環境づくりや大学評価のために活用するもので，それ以外の目的には使用しないとともに， 

回答者のプライバシーを保護します。ご協力よろしくお願いいたします。 

                                      2015年 11月 

 

【基本情報】 該当する番号に〇を付けてください。 

□学部・大学院／課程・学科・専攻 

工学部（31 機械 32 電気 33 情メ 34 建築 35 材料 36 生化 37 物理 38 知能） 

   工学研究科・博士前期（ 61 機械 62 電気 63 情メ 64 建築 65 材料 66 生化  

67 物理  68 知能 69 繊維 70 原ｴﾈ ） 

   工学研究科・博士後期（ 71総合創成） 

□性別  （ 1 男  2 女 ） 

□在校区分（ 1 在校生（本年度卒業・修了年度でない学生）  

2 卒業・修了予定学生（本年度卒業・修了予定学生）） 

□出身地 （ 1 福井県  2 福井県以外の北陸地域（石川，富山） ３ 東海地域（静岡， 

愛知，岐阜，三重） 4 関西地域（滋賀，京都，奈良，大阪，和歌山，兵庫） 

5 その他 ） 

 

【アンケート】 

 

３．自己分析 

  あなたは福井大学で学修や研究をすることによって以下に示す力がどの程度身についた（ある 

いは身につく）と思いますか。 

＜回答＞ ５ 十分身についた ４ 身についた ３ ある程度身についた ２ あまり身について 

いない  １ 全く身についていない 

 ３－１ 一般常識                         ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－２ 基礎学力                         ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－３ 専門知識や技能                      ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－４ 実践的な能力                       ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－５ 広い視野で物事を多面的に考える力             ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－６ 論理や証拠を重視し，それらに基づいて考える力       ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－７ 問題のポイントを素早く押さえ，まとめる力         ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－８ 豊かな想像力，新しいアイディアや発想を生み出す力     ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－９ 事実や他者に対する誠実さ                 ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－10 日常的にコミュニケーションをする力             ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－11 外国語でコミュニケーションをする力             ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－12 プレゼンテーションをする力                 ５ ４ ３ ２ １ 
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 ３－13 ディスカッションやディベートをする力            ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－14 文章作成や文章表現の力                   ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－15 情報を収集して適切に利用する力               ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－16 情報機器を活用する力                    ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－17 社会や技術の変化に対応する力                ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－18 ねばり強く仕事に取組む力                  ５ ４ ３ ２ １ 

 ３－19 他の学生と協調する力                    ５ ４ ３ ２ １ 

 

 

４－７ 奨学金，TA/RA/SA経費などの経済的支援は，学修研究に専念出来るうえで役に立った 

と思いますか？（支援を受けた方のみお答えください） 

                                 ５ ４ ３ ２ １ 

４―８ 指導・助言教員による修学指導・研究指導は，学修や研究に専念するうえで有益だった 

と思いますか？ 

                                ５ ４ ３ ２ １ 

４―９  図書館(文献複写サービス，メディアコモンの設置，ラーニングアシスタントの配置等) 

や語学センター（スチューデントコーディネーターの配置）での修学支援は，学修や研究 

に専念するうえで役立ったと思いますか？ 

                                   ５ ４ ３ ２ １ 

 

 

４－13 企業等に在職のまま大学院で学ぶ社会人が夜間や休日等に授業を受けることができる 

措置（大学院設置基準第 14条に定められた教育方法の特例措置），および長期履修制度 

などの修学上の制度は，学修や研究に専念するうえで役立ったと思いますか？   

これらの該当者の皆さんにお聞きします。（特定の院生対象） 

５ ４ ３ ２ １ 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-57 在学生に対する「カリキュラムアンケート」（項目抜粋） 
 

2014カリキュラム評価アンケート 

●共通項目 

 

１．学部の理念や目標を理解していますか。 

・理解している ・だいたい理解している ・あまり理解していない ・理解していない 

２．学科の教育理念や目標を理解していますか。 

・理解している ・だいたい理解している ・あまり理解していない ・理解していない 

３．４年間を通じ各学年でどのような科目を履修しなければならないか理解していますか。 

・理解している ・だいたい理解している ・あまり理解していない ・理解していない 

４．シラバスを活用していますか。 

・活用している ・ときどき活用している ・あまり活用していない ・全く活用していない 

５．卒業要件を理解していますか。 

・理解している ・だいたい理解している ・あまり理解していない ・理解していない 

 

●工学部質問項目 

１２．卒業研究着手要件を理解していますか。 

・理解している ・だいたい理解している ・あまり理解していない ・理解していない 
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１３．各学期において履修できる専門教育科目の単位数に上限があることを知っていますか。 

・知っている ・知らない 

１４．学科の学習・教育目標を理解していますか。 

・理解している ・だいたい理解している ・あまり理解していない ・理解していない 

１５．学科で開講されている科目と学科の学習・教育目標との対応を理解していますか。 

・理解している ・だいたい理解している ・あまり理解していない ・理解していない 

１６．学科の学習・教育目標と照らして，授業の内容は適切でしたか。 

・適切であった ・だいたい適切であった ・あまり適切でなかった ・適切でなかった  

 

（事務局資料） 

 

資料 1-1-58 卒業生（社会人）に対する「卒業生に対する大学教育に関するアンケート」（項目抜粋） 

卒業生アンケート            ［福井大学工学部（平成 26年 11月実施）］ 

 

 （該当箇所に◯をつけてください。）   

 

●学部について 

卒業年度 ①平成 20年度（H21年 3月卒）   ②平成 21年度（H22年 3月卒）       

③平成 22年度（H23年 3月卒） 

卒業学科   ①機械工学科  ②電気・電子工学科  ③情報・メディア工学科  

④建築建設工学科   ⑤材料開発工学科    ⑥生物応用化学科  

⑦物理工学科     ⑧知能システム工学科 

 

〔問２〕あなたの職種を選択してください。2つ以上にわたる場合は，すべてに◯をつけてくだ 

さい。 

① 研究・開発 ② 教育・研究 ③ 技術（ハード） ④ 技術（ソフト） ⑤ 技術営業 

⑥ その他の営業 ⑦事務 ⑧ 技術管理・企画 ⑨ その他の管理・企画 

⑩ その他（具体的： ） 

 

〔問４〕大学学部（大学院で受けた教育を除く）で学んだ「自然科学と工学の基礎知識および 

それを応用する能力」は業務を遂行する上で十分ですか？ 

① 充分 ② どちらとも言えない ③ 不足 ④ 問とは無関係 

 

〔問５〕大学の科目で業務を遂行する上で有意義たったと思う科目の種類に◯をつけてくだ 

さい？（複数選択可） 

①数学などの専門基礎科目 ②専門科目の講義・演習  ③実験  ④卒業研究 

⑤ その他（具体的： ） 

〔問６〕「課題の提案・報告などを効率的に記述し，説明する能力」に関して大学で受けた教育 

は，業務を遂行する上で十分でしたか？ 

① 充分 ② どちらとも言えない ③ 不足 ④ 問とは無関係な業務 

⑤ その他（具体的： ） 

 

〔問７〕大学で身につけた「英語の会話力をはじめとする国際的に活躍するコミュニケーション 

能力」は業務を遂行する上で充分ですか？ 

① 充分 ② どちらとも言えない ③ 不足 ④ 英語を使わない 

⑤ その他（具体的： ） 

 

〔問８〕「コンピュータ利用技術」に関して大学で受けた教育は業務を遂行する上で充分ですか？ 

① 充分 ② どちらとも言えない ③ 不足 ④ コンピュータを利用しない 

⑤ その他（具体的： ） 

（事務局資料） 
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資料 1-1-59 卒業生の勤務先に対する「福井大学の教育と卒業生についてのアンケート調査」（項目抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料）  
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【教育改善の取組】 

① 学士力 GPの取組「学士力涵養のための初年次教育の充実」（平成 21～23年度。平成

24年度以降自主財源で継続）により学士力教育や初年次教育を強化し，成果があがった

（資料 1-1-60）。 

 

資料 1-1-60 工学部における基礎学力不足学生への対応「学士力涵養の礎となる初年次教育の充実」  

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

■ １年生対象の数学補習クラスの開講 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

■ 「数学学習支援室」の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ２年生対象の「達成度調査アンケート」の実施 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

■ 物理補習クラスの開講 
 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

・１年生を対象に数学の補習クラス「数学ステップアップ」を開講し，入学時に実施する「数

学プレースメントテスト」の成績の低い学生に受講を義務付けている。 

・数学ステップアップは第 1期に開始したが，学士力 GP採択により，平成 22年度からクラ

ス数を倍増させた（５クラス（前期３クラス，後期２クラス）から１０クラス（前期６ク

ラス，後期４クラス）へ）。 

・学士力 GP財政支援終了後の取組（平成 24年度～）：学生の成績状況の検証を踏まえ，「数

学ステップアップ」を９クラス（前期６クラス，後期に３クラス）開講するとともに，後

期に補習クラス「微分積分ステップアップ演習」を新設して３クラス開講し，１年前期開

講科目の「微分積分Ⅰ」不合格者に受講を義務付けている。 

 

・学士力 GP採択により，平成 22年度から，補習クラスとは別に「数学学習支援室」を週 4

コマ開いている。 

・「数学学習支援室」には，学生が自由に訪れて数学に関する質問ができる。質問には教員

３名と TAの大学院生数名が対応し，学生への個別指導を行っている。 

・数学学習支援室利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・補習クラスや数学学習支援室の効果を測る目的で，２年生を対象とした「達成度調査アンケー

ト」を毎年実施している。 

・アンケートは，微分積分の内容に関する「無記名の試験」の形式で実施し，比較のため，毎

年同じ問題を使っている。 

・「数学ステップアップ」の規模拡大の翌年度（平成 23年度），「微分積分ステップアップ

演習」開始の翌年度（平成 25年度）には，前年度よりも高い正答率が得られ（P6-132 後掲

資料 2-1-6），1年次の取組の成果が，2年次に実施した試験の結果に明確に現れている。  

・こうした取組の結果，第２期の方が第１期よりも正答率の上昇傾向が明確である（P6-132 後

掲資料 2-1-6）。 

 

 

・数学に加え，高校で物理を履修できなかった学生を対象に，物理の補習クラス「物理ステッ

プアップ」を開講している。 

・平成 23年度までは，建築建設工学科・材料開発工学科・生物応用化学科の希望者を対象に 

実施した。 

・学士力 GP財政支援終了後の取組（平成 24年度～）：対象を全学科に拡大した。 
 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

延利用者数 234 237 254 155 303 154 263 161 204 104 184 271

平成22年度 平成23年年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
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② 共通教育と専門教育が組み合わされた体系的キャリア教育として，「みらい協育プロ

グラム」を開始した（資料 1-1-61）。 

 

資料 1-1-61 みらい協育プログラム 

 
1. みらい協育プログラムの目的 

学生が各自の将来像をもつとともに，社会にでてから「生きていく力」をつけるための手がかりを得
る。 
キャッチフレーズ：きみと世界の“みらい”を創ろう ― 未来を魅来に!! 
 

2. みらい協育プログラムについて 
全員が受けるものと，修了認定希望者のみが受けるものに分かれます。別表を参照してください。予
めコース履修を申請した者が 1)，2)の要件を全て満たした場合，卒業時に修了証が授与されます。 
 1) 全員が受けるもの 
  ① 助言教員との面談 

      成績受領時に，将来の希望について，簡単に助言教員に説明してください。あらかじめ将
来の進路（大学院進学，就きたい職業など）を考えておいてください。 

 ② みらい協育ガイダンス 
      １，２，３年生対象に年一回ガイダンスが開かれます。これを受けること。 

 みらい協育ガイダンスⅠ 
      １年次を対象に実施。平成 24年度は大学教育入門セミナー（共通講義）の中で行います。 

みらい協育ガイダンスⅡ 
       ２年次を対象に実施。秋の成績配付時期に講話を聞きます。 

みらい協育ガイダンスⅢ 
      ３年次対象に各学科で就職担当教授からの説明を聞きます。 
 

別表 「みらい協育プログラム」の科目等 

1. 全員を対象とするもの   

N0. 項        目 時   期 備            考 

1 助言教員との面談  ※成績配付時に将来の希望について話す 

2 みらい協育ガイダンスⅠ 1年次 5月 大学教育入門セミナーの 1コマを充てる 

3 みらい協育ガイダンスⅡ 2年次 9月 2年次 9月成績配付時期に実施 

4 みらい協育ガイダンスⅢ 3年次  従来の 3年次対象の就職ガイダンス 
※建築建設工学科については，履修登録期間中の面談時に将来の希望について話す。 

 

2.プログラム修了認定希望者のみ受けるもの 

2.1 選択科目群 (人間理解系の科目 2単位を含め 8単位以上履修) 

N0. 科   目   名 種 別 時期 単位数 備           考 

1 知的財産権の基礎知識 専門基礎 3後 2 工学部共通専門基礎科目 

2 ベンチャービジネス概論 専門基礎 4前 2 工学部共通専門基礎科目 

3 フロントランナー 専門基礎 3後 2 工学部共通専門基礎科目 

4 ものづくり基礎工学 専門基礎 1後 2 工学部共通専門基礎科目 

5 学際実験・実習Ⅰ 専門基礎 2前 1 工学部共通専門基礎科目 

6 学際実験・実習Ⅱ 専門基礎 3前 1 工学部共通専門基礎科目 

7 職業指導 教職科目 4前 2 「工業」教員免許取得希望者のみ 

8 教育学研究Ⅰ 教職科目 3後 2 理科または数学の教員免許取得希望者のみ 
9 教育課程研究 教職科目 4前 2 理科または数学の教員免許取得希望者のみ 

人間理解系科目(2単位以上履修) 
10 「人間の科学」系科目 共通 A群   2  
11 教育心理学 教職科目 4後 2 理科または数学の教員免許取得希望者のみ 

 

2.2.  実践・学習報告会 

N0. 科   目   名 時   期 備           考 

1 実践・学習報告 4年次末 本プログラムの履修者対象 
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■ 「みらい協育プログラム」履修状況及び単位修得状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ GGJ事業により，英語教育の充実や海外派遣プログラムの創設と単位化を行い，TOEIC

スコアの上昇，コンピテンシーの向上など，成果があがった（P6-14 前掲資料 1-1-13～

15，P6-133 後掲資料 2-1-7，P6-134 後掲資料 2-1-8）。 

 

 

④ 支援期間が終了した GP等の取組も自主財源で継続実施し，数学基礎力が第１期より向

上するなど，成果があがった（資料 1-1-62，P6-132 後掲資料 2-1-6）。 

  

 2.プログラム終了認定希望者のみ受けるもの

2.1 選択科目群 (人間理解系の科目2単位を含め8単位以上履修)

履修者数 単位修得者数 履修者数 単位修得者数 履修者数 単位修得者数 履修者数 単位修得者数

1 知的財産権の基礎知識 39 24 33 24 27(14) 22(11) 36(32) 27(25)

2 ベンチャービジネス概論 14 9 9 8 55 41 15(11) 13(9)

3 フロントランナー 125 85 101 77 53(37) 34(22) 50(45) 40(36)

4 ものづくり基礎工学 59(55) 51(50) 60 58 60 51 60(59) 59(58)

5 学際実験・実習Ⅰ 54(18) 52(18) 82(53) 74(52) 81(68) 79(66) 58(57) 58(57)

6 学際実験・実習Ⅱ 17 17 13(5) 12(5) 19(15) 19(15) 14(11) 14(11)

職業指導 11 9 22 18 9 7 17(13) 12(9)

8 教育学研究Ⅰ 25 22 20 19 22(20) 22(20) 12(12) 11(11)

9 教育課程研究 10 10 19 17 19 19 20(18) 18(16)

人間理解系科目(2単位以上履修)

10 「人間の科学」系科目

心理学研究入門 110(98) 85 110(89) 83 110(95) 78

批判的思考を伸ばす 35(26) 22 36(26) 31 34(26) 28 35(21) 30

こころの成長Ⅰ 30(28) 29 30(27) 25 30(29) 30 30(29) 28

心を探る（人間関係論） 89(60) 66 90(61) 72 92(51) 63 82(54) 62

こころの発達と健康 90(74) 64 91(76) 59 88(75) 45 74(62) 74

脳と心 115(87) 106 113(86) 99 110(75) 104 100(68) 100

「社会がわかる」とは？ 49(40) 35 49(46) 33 48(48) 34 48(43) 37

認知発達障害 73(70) 63

人間の科学特別演習Ａ(教育学) 0 0 0 0 0 0 1(1) 1

人間の科学特別演習Ｂ(心理学) 4(4) 4 3(3) 3 5(4) 5 2(2) 2

人間の科学特別演習Ｃ(障害児) 0 0 0 0 0 0 1(0) 1

こころの成長Ⅱ 30(23) 28 30(22) 27 30(23) 27 30(17) 29

健康科学・医科学概論 100(90) 78 100(85) 84 100(87) 86 100(89) 88

「想定読者」を意識した説明法・自己教育法 98(90) 48 99(87) 51 98(87) 55

子どもと学校 16(1) 14 16(8) 14 15(4) 15 16(6) 15

11 教育心理学 8 7 19 19 18 18 20 19

※専門教育科目及び教職科目の履修者数及び単位修得者数については，工学部学生数。

※「みらい協育ガイダンスⅢ」は就職ガイダンス形式で,履修者数集約せず。

※「人間の科学」系科目の履修者数について，括弧内は工学部学生数。


 単位修得者数については，教育地域科学部・工学部全体での数字。

H24年度 H25年度 H26年度

H24年度 H25年度 H26年度

7

No 科 目 名

H27年度

H27年度
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資料 1-1-62 外部資金による教育プログラム（支援期間後の継続実施分も含む） 

 支援期間が終了したプログラムについては，それぞれの評価結果を踏まえ，効果の高い取組を大学

や工学部の財源で継続実施している。★★は第２期採択。★は第１期～第２期にまたがる財政支援。 

事業名 プログラム名 概要 
支援 
期間 

主な成果 

文 部 科 学 省
「経済社会の
発展を牽引す
るグローバル
人 材 育 成 支
援」 
（GGJ） 

★★ 
 
グローバル人
材育成推進事
業 
 
 

実践的グローバル人材
育成プログラムの開
発・実施，語学センター
による実践的語学教育，
国際的水準での教育課
程の実現 

H24～
H28 

多数の海外派遣プログラムの
創設，海外派遣学生数の大幅増
加，TOEICスコアの向上，海外
大学ベンチマーキングを踏ま
えた改善,教室外学習時間向上 
 

文 部 科 学 省
「大学教育推
進 プ ロ グ ラ
ム」 
（学士力 GP） 

★ 
 
学士力涵養の
礎となる初年
次教育の充実 
 

ジェネリック・スキル教
育の体系化，専門基礎教
育の充実，理数教育を核
とした複合型高大連携，
Jibun ポートフォリオ
による自己教育の習慣
形成 

H21～ 
H23 

ジェネリック・スキル教育科目
群の指定，数学の習熟度別クラ
ス編成の拡大，数学補習クラス
の倍増，高大連携数理教育研究
会の設置 

文 部 科 学 省
「質の高い大
学教育推進プ
ログラム」 
（教育 GP） 

★ 
 
夢を形にする
技術者育成プ
ログラム） 

工学部共通科目「学際実
験・実習」および「もの
づくり基礎工学」の開講 
創成活動の実施，活動成
果発表の場「元気プロ
ジェクトまつり」の開催 

H20～ 
H22 

「学際実験・実習」や「ものづ
くり基礎工学」の定着，各学科
における創成教育科目の導入，
学生の受賞増加など自主活動
の活発化，能力測定結果の向上 

文 部 科 学 省
「特色ある大
学教育支援 . 
プログラム」 
（特色ＧＰ） 

より高い現代
的な教養教育
をめざして 

「大学教育入門セミ
ナー」の開設，教養教育
科目の現代的な編成，副
専攻制度，市民開放プロ
グラム 

H17～ 
H20 

大学の勉学・生活へのスムーズ
な適応，全国に先駆けて導入さ
れた副専攻制度による高度で
幅広い視野の獲得，市民開放プ
ログラムによる社会人と席を
並べた学習 

文 部 科 学 省
「現代的教育
ニーズ取組支
援 プ ロ グ ラ
ム」 
（現代 GP） 

「地域教育活
動の場の持続
的形成プログ
ラム」 

学際的な地域連携教育
を行う体制を整え，学外
の地域社会に地域教育
活動の受け皿を作り，学
際的な地域連携教育活
動を推進 

H17～ 
H19 

大学に隣接する田原町で，①学
生常駐の地域との交流拠点と
しての「たわら屋」の開設，②
地域住民と学生との交流組織
「雑木林を楽しむ会」の結成，
③商店街全体を巻き込む「打ち
水大作戦」の学生による実施，
④老人会・公民館・自治体・公
共交通を考える市民の会と学
生との連携など 

          （http://www.u-fukui.ac.jp/user_admission/education/project/） 

 

(事務局資料) 

 

初年次教育，ジェネリック
スキル，高大連携の進展 

グローバル化の進展 

創成活動の活性化 

地域連携教育の活性化 

質の高い教養教育の提供  
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⑤ PDCAによる授業改善が進み（P6-44 前掲資料 1-1-42，P6-111 後掲資料 1-2-28），①

～④とあわせ，教育プログラムの質が第１期より向上し，関係者の期待に応えた。 

 

【教育情報の発信】  

① ホームページ，想定する関係者ごとに編集した冊子，名古屋と京都で毎年開催する進

学説明会，随時実施する高校・高専訪問など，多様な方法・機会で教育情報を発信して

いる（資料 1-1-63～65）。 

オープンキャンパスに加え，平成 25年度からミニ・オープンキャンパスを開催した（資

料 1-1-66）。 

 

資料 1-1-63 ホームページによる情報提供   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://www.eng.u-fukui.ac.jp/） 

（工学部・工学研究科ウェブサイトより） 

  

http://www.eng.u-fukui.ac.jp/


福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-74－ 

資料 1-1-64 冊子による情報提供 

2015年度発行の University of Fukui Viewbook（主に高校生や高校教員対象の大学案内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

福井大学の特色ある取組（広く社会一般向け） 平成 24年度から発行（年２回） 

                 

                 

                 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                 

福井大学紹介（企業等の求人担当向け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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資料 1-1-65 工学部入試説明会（平成 27年度） 

場所 日時 参加者（高校生）人数 

武生工業高校 6月 25日 2 

科学技術高校 6月 29日 10 

金津高校 7月 1日 31 

武生高校 7月 6日 31 

若狭高校 7月 6日 14 

羽水高校 7月 7日 35 

美方高校 7月 7日 9 

丸岡高校 7月 8日 14 

武生東高校 7月 8日 14 

敦賀気比高校 7月 10日 24 

三国高校 7月 13日 8 

藤島高校 7月 14日 10 

北陸高校 7月 21日 20 

仁愛女子高校 7月 22日 18 

鯖江高校 7月 22日 8 

高志高校 7月 27日 25 

福井高校 7月 29日 21 

勝山高校 7月 31日 8 

敦賀高校 10月 16日 24 

                       （事務局資料） 

 
資料 1-1-66 ミニ・オープンキャンパス 
 

 従前より実施してきたオープンキャンパス（８月）に加え，平成 25年度から，大学祭にあわせて，

工学部の高い水準の専門教育に触れてもらう模擬授業を柱とするミニ・オープンキャンパス（５月下

旬）を実施している。平成 25年度の実施結果が以下のように良好であったことからその後も継続し

ている。AO入試への出願前に適性のある学科を見極めてもらう機会でもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

         （平成 27年度の案内）        （参加者アンケート結果（平成 25年度，抜粋）） 

 （事務局資料） 
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（水準） 期待される水準を上回る 
 
（判断理由）  

① 教育・教務関連の委員会を束ねる教務学生連絡委員会が設置され，教育プログラムを

組織的に実施している 1)。工学部を取組の中心部局として採択された GGJ事業によるグ

ローバル人材育成のため語学センター等との連携体制を整備 2)するとともに，東日本大震

災以降の原子力教育への対応のため附属国際原子力工学研究所との連携を強化 3)するな

ど，学内外と適切に連携している 4)。これらの体制のもと教育の成果があがり，さらなる

改善のため平成 28年度学部改組を決定した 5)。 

 
1) 資料 1-1-1 ：教育プログラム実施体制 P6-4 

資料 1-1-4 ：文京キャンパスの共通教育実施体制 P6-7 
2) 資料 1-1-13 ：「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援」事業への採択 P6-14 

資料 1-1-14 ：工学部の英語教育 P6-14 

資料 1-1-15 ：海外短期インターンシップ P6-15 

資料 1-1-9 ：学内のセンター等との連携体制 P6-10 
3) 資料 1-2-14 ：原子力・エネルギー安全工学コース＜副専攻＞ 

資料 1-1-9 ：学内のセンター等との連携体制 P6-10 
4）資料 1-1-19 ：国際交流センターや国際課と連携した留学生に対する支援体制 P6-20 

資料 1-1-21 ：日本化学繊維協会による寄附講義「テキスタイル工学」 P6-24 

資料 1-1-9 ：学内のセンター等との連携体制 P6-10 

資料 1-1-22 ：外部組織との連携（第２期開始分）P6-25 
5）資料 1-1-10 ：平成 28年度工学部改組 P6-11 

 

    

② 工学部教育に係る教員のうち，18.4％が企業経験を有し，６名が外国籍である。平成

24年度に採択された「テニュアトラック普及・定着事業」や男女共同参画の推進により，

女性教員の数が第１期の約 2.3倍となり任期付教員の数も増えるなど，質の高い多様な

教員の確保が進んだ 6)。 

 
6) 資料 1-1-27 多様な教員の在籍状況や採用実績 P6-28 

 

③ 入学者状況の検証に基づき，AP や募集人員の見直し，京都会場新設など 7)を行った。

平成 25年度に開始したミニ・オープンキャンパスをはじめ，様々な志願者確保の取組を

行った 8)。平成 26年度入試からマレーシアとの協定に基づく学生の受入れも開始した。

良好な志願倍率 9)や充足率 10)等を維持し，APに合致した学生を確保した 11)。 

 
7) 資料 1-1-32 ：入学者の状況の検証 P6-35 

資料 1-1-34 ：工学部入試の見直し事例 P6-36 

資料 1-1-35 ：京都会場の新設と会場別受験者数 P6-37 
8) 資料 1-1-36 ：多様な学生の入学促進のための取組 P6-38 

資料 1-1-66 ：ミニ・オープンキャンパス P6-75 
9) 資料１ ：平成 22年度から平成 27年度の志願倍率 P6-3 

10) 資料 2 ：平成 27年度入学者選抜の入学定員,入学者数,直近６年間の平均入学定員充足率等 
                  P6-3 
11) 資料 1-1-37 ：新入生に関する教員へのアンケートとその結果 P6-38 

資料 1-1-38 ：入学後半年の学生の GPA P6-39 

 

④ FD体制が整備され，第２期に始めた活動を含め，活発な FD活動が全教員を巻き込んで

組織的に行われ 12)，教員の好評を得ている 13)。さらに，「授業改善のためのアンケート」
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の実施とフィードバック 14)，優秀教員の表彰 15)と優れた取組の web公開などが行われて

いる。平成 26年度には新基準での教員評価も実施され 16)，大学機関別認証評価で「主な

優れている点」として高く評価された。これらの取組により教員の教育力は向上した 17)。 

 
12) 資料 1-1-40 ：FD活動の例 P6-40 
13)  資料 1-1-41  ：FD活動に対する教員の評価 P6-43 
14) 資料 1-1-42   ：「授業改善のためのアンケート」に基づく授業改善 P6-44 
15) 資料 1-1-44  ：工学部優秀教員称号授与制度 P6-49 
16) 資料 1-1-43  ：全学方針に基づく新基準により実施した教育活動評価 P6-46 
17) 資料 1-1-45 ：教員の教育力向上を裏付ける学生アンケート結果 P6-50 

 

⑤ 教育の PDCA サイクルが整備されて機能している 18)。平成 24年度の外部評価で指摘さ

れた課題に機敏に対応するとともに，平成 25 年度の全学的国際外部評価の結果を受け，

学生 FDを開始した 19)。GP等により開始したプログラムを支援期間終了後も学内資金で継

続するとともに，GGJ採択によりグローバル人材育成のためのカリキュラムを整備した 20)。

独自のキャリアプログラムも開始した 21)。３学科４プログラムが JABEE認証を取得し，

他学科も JABEEの基準に沿って教育を実施するなど，教育プログラムの質保証を進めた
22)。以上の結果，教育内容・方法改善に対する外部評価結果，JABEE認証を取得した学科

の数，GP等を踏まえたプログラム等の数，が第１期より向上し，さらに卒業生の就職先

からも高い評価を得た 23)。 

 
18) 資料 1-1-46 ：教学マネジメント体制 P6-51 

 資料 1-1-49  ：教学マネジメント体制のもとでの活動事例 P6-54 
19) 資料 1-1-40 ：FD活動の例 P6-40 

 資料 1-1-53  ：教育に関する全学的な国際外部評価を受けて開始した学生 FD活動 P6-60 
20) 資料 1-1-62 ：外部資金による教育プログラム（支援期間後の継続実施分も含む） P6-72 

 資料 1-1-13  ：「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援」事業への採択 P6-14 

 資料 1-1-14  ：工学部の英語教育 P6-14 
21) 資料 1-1-61 ：みらい協育プログラム P6-70 
22) 資料 1-1-51 ：JABEE認証の取得 P6-58 

 資料 2-1-4  ：JABEE未受審学科における JABEE対応（例） P6-131 
23) 資料 2-2-12 ：本学工学部卒業生に関する就職先関係者からの評価 P6-157 

 

 
以上のように，教育実施体制が適切に整備され，教育の内容・質が第１期より向上し，

社会の要請に応えて平成 28年度改組を決定するなど，十分な取組がなされ成果があがって

おり，期待される水準を上回る。 
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観点 教育内容・方法                                

(観点に係る状況) 

 

●体系的な教育課程の編成状況 

【養成する能力等の明示】 

① 平成 23 年度にディプロマ・ポリシー（DP）とカリキュラム・ポリシー（CP）を策定し

（資料 1-2-1），後に社会ニーズの変化に合わせた見直しも行った（P6-54 前掲資料 1-1

-49）。 

各ポリシーは，アドミッション・ポリシー，学士力の要件，JABEEの学習・教育到達目

標などと整合性を有するよう定められている（資料 1-2-2）。 

 

資料 1-2-1 工学部のディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー 

 ■ 工学部全体の DPと CP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 各学科の DPと CP（機械工学科，電気・電子工学科の例） 
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（http://www.eng.u-fukui.ac.jp/education/de_policy.html） 

 

（大学ウェブサイトより） 
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資料 1-2-2 社会的要請等を踏まえたディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシーの策定 

ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシーの策定にあたっては，教育委員会の下にワーキン

グを，設置し，大学の理念・長期目標や中央教育審議会の議論等を十分踏まえ，社会の要請に応え

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （事務局資料） 
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② 各ポリシーはウェブサイトや学生便覧などで公開され（資料 1-2-3），周知状況は良好

である（資料 1-2-4）。 

 

資料 1-2-3 学科履修ガイドブックでのポリシーの公開例 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（情報・メディア工学科「履修ガイドブック」より抜粋） 

 

資料 1-2-4 ディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーの周知状況 

設問：カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）とディプロマ・ポリシー（学位授与

の方針）は，それぞれカリキュラムの目的・内容・編成方針と卒業までに皆さんが達成すべき

学修目標を明示したものです。これらはホームページ，シラバス，学生便覧などに掲載されて

います。あなたはカリキュラム・ポリシーやディプロマ・ポリシーを知っていますか？ 

⇒ 工学部生の回答者の約 75％が，DPや CPを「よく～少しは知っている」と答えている。 

    ※グラフ中の数値は回答者の人数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」より抜粋） 
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【カリキュラムの体系性】 

① 教育課程は CPに基づいて編成され，共通教育と専門教育に大別される。前者は語学や

情報などの「基礎教育科目」と幅広い分野の「教養教育・副専攻科目」から成り，後者

は数学や物理などの「専門基礎科目」と専門分野の「専門科目」から成る。これらの科

目は，相互の関連や年次配分のバランス等を考慮して，配置されている（資料 1-2-5）。 

 

資料 1-2-5 専門教育課程表（材料開発工学科の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（福井大学HANDBOOK 2015 学生便覧より抜粋） 
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② カリキュラムマップとカリキュラムツリーを作成・公開した（資料 1-2-6）。科目配置

等に対する学生の満足度は良好である（資料 1-2-7）。 

 

資料 1-2-6 カリキュラムマップとカリキュラムツリー（材料開発工学科の例） 

  （１）カリキュラムマップ 
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 （２）カリキュラムツリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://u105003-l2011.labos.ac/ja/page/p5.html） 

（高等教育推進センター FD・教育企画部門ウェブサイトより） 

 

資料 1-2-7 科目配置に対する評価や履修すべき科目についての理解 

設問 工学部のカリキュラムでは，科目の種類や開講時期などが適切に考慮されていると思うか？ 

⇒ 回答者（818名）の 72％が「はい」あるいは「どちらかと言えば，はい」と答えている。 

 

 

 

 

 

 

 

設問 ４年間を通じ各学年でどのような科目を履修しなければならないか理解しているか？ 

⇒ 回答者（819名）の 85％が「理解している」あるいは「だいたい理解している」と答えている。 

 

 

 

 

 

 

（平成 26年度カリキュラムアンケートより抜粋） 

http://u105003-l2011.labos.ac/ja/page/p5.html
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③ 学習・教育目標に対する科目の貢献度や，履修の前提となる科目などはシラバスに掲

載している。シラバスはホームページで公開され，利用状況は良好である（資料 1-2-8）。 

 

資料 1-2-8 シラバス 

 

 

 

 

 

 

（https://nsyllabus1.sao.u-fukui.ac.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「シラバス検索システム」ウェブサイトより） 

 

■ シラバスの利用状況 

 「シラバスを活用していますか？」という設問に対し，回答学生の８割がシラバスを「活用してい

る」あるいは「ときどき活用している」と答えており，シラバスは多くの学生に利用されているこ

とがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 26年度カリキュラムアンケートより抜粋）  

（事務局資料） 

  

学習・教育目標との関連 

科目間の関連 
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④ 体系的に整備されたカリキュラムに対する学生の期待と満足度は高い（資料 1-2-9，

P6-50 前掲資料 1-1-45）。 

 

 

資料 1-2-9 カリキュラムに対する学生の期待 

設問 工学部のカリキュラムに沿って真摯に学習を続けていくことにより，卒業時までに「基礎的な知

識・教養」を修得できると思いますか？ 

 ⇒回答者（818名）の 87％が「はい」あるいは「どちらかと言えば，はい」と答えている。 

 

 

 

 

 

 

設問 工学部のカリキュラムに沿って真摯に学習を続けていくことにより，卒業時までに「専門的知識・

能力」を修得できると思いますか？ 

 ⇒回答者（818名）の 84％が「はい」あるいは「どちらかと言えば，はい」と答えている。 

 

 

 

 

 

 

設問 工学部のカリキュラムに沿って真摯に学習を続けていくことにより，卒業時までに「創造力，自

己学習力，問題解決能力」を修得できると思いますか？ 

 ⇒回答者（818名）の 73％が「はい」あるいは「どちらかと言えば，はい」と答えている。 

 

 

 

 

 

 

設問 工学部のカリキュラムに沿って真摯に学習を続けていくことにより，卒業時までに「幅広い視野」

を修得できると思いますか？ 

 ⇒回答者（818名）の 71％が「はい」あるいは「どちらかと言えば，はい」と答えている。 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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【教養教育と専門教育の関わり】 

① 習熟度別少人数クラスの導入など，英語教育を充実させ（P6-14 前掲資料 1-1-14），

特色 GP（第１期採択）で高く評価された共通教育（P6-6 前掲資料 1-1-3）の質を，GGJ

事業によりさらに向上させた。 

 

② 共通教育科目「大学教育入門セミナー」の後半を学科が担当し，少人数教育で専門分

野の学修に対する自覚を促し，学生から好評を得ている（資料 1-2-10，11）。 

 

資料 1-2-10 共通教育科目「大学教育入門セミナー」で専門に触れる取組 

学科 学科別カリキュラムの内容 

機械工学科 学科の教育理念・目的と学習・教育目標の説明。知的財産に関する特別講演と

グループ討議，口頭で発表・討論（合宿研修時）。研究室訪問（５回に分ける）。

学科の教育プログラム（JABEE対応）の説明。 

電気・電子工学科 電気・電子工学および各分野の概要。レポート作成の心得，調査・探求の心得

の講義。グループにワーク: 調査・探求し，レポートを作成し，グループ内で

発表。 

情報・メディア工学科 グループワークで必要となる基礎技術・基礎知識を修得するための実習形式授

業（３回）グループに分かれ映像作品の企画立案作成し，発表。PC組立て。 

建築建設工学科 ガイダンス，講演，現場見学，グループディスカッションを行う（新入生合宿

研修時［３回分］）。少人数グループで各分野およびの個別授業。技術者に期

待される社会貢献，技術者倫理についての実務者等による講義。 

材料開発工学科 助言教員による個別授業。 

生物応用化学科 「情報調査・統合」のためのレクチャー（３回）: GLP（Green Leaves Project）

の図書を推薦した理由や背景，新入生に期待すること，その他，新入生に話し

ておきたいこと．各専門分野の概要を説明。合宿研修で新入生４～５名と助言

教員研究室の修士，または４年生が一つのグループを作り，推薦図書を宣伝す

るポスター作り，発表。GLPとして，「推薦図書を読む→PCを用いてA4判１ペー

ジ程度のレポート作成 → 推薦教員に提出→ 教員がコメントを書いて返却」を

５回実施。まとめのレポート作成。 

物理工学科 物理学の基礎を学ぶ講義（５回）。先輩セミナー（２回）。助言教員による個

別指導（２回）。 

知能システム工学科  ライントレースを行うロボットをレゴマインドストーム(TM)を用いて４～６名

の実験グループで目標を立て実験を行い，準備や計画の段階から，実験を行っ

て結果を得て，最終的にレポートを提出。 

（事務局資料） 

資料 1-2-11 大学教育入門セミナーを中心とした初年次教育に対する学生の評価 

設問  

入学時オリエンテーション，新     

入生合宿研修，大学教育入門セミ  

ナーなどの初年次教育を受けた 

ことにより，大学教育に円滑に移 

行できたか。 

 

設問 

入学時オリエンテーション，新入 

生合宿研修，大学教育入門セミナ 

ーなどの初年次教育を受けたこ 

とにより，学修意欲は増したか。 

           ※回答数 818名 （平成 26年度カリキュラムアンケートの結果より抜粋） 

（事務局資料） 
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③ 平成 26 年度から，語学センターの教員と学科の教員が協力して「英語で創成活動を行

う英語 PBL」を開講し，好評を得ている（資料 1-2-12）。 

 

資料 1-2-12 共通教育と専門教育の協働で実施した英語 PBL 

■ 概要 

専門分野の研究開発に活用できる実践的なコミュニケーション力をつけるため，共通教育の英語ク

ラスのうち最もレベルの高いアドバンスクラスにおいて，英語による Project Based Learning（英語

PBL）を実施した。学生が所属する各学科の教員と語学センターの教員（２名）が実践的な課題を与

え，４名ずつの６グループに分かれた学生は，英語でのディスカッションを経て課題を解決し，最後

にその成果をプレゼンテーションするという他大学にはないユニークな内容であった。各クラスにお

いて２～３課題が与えられ，各課題について課題提示からプレゼンテーションまで５週間をあてた。

各クラスでは学科の教員１名～２名と語学センターの教員２名が指導にあたった。 

 

■ 受講学生数 

年度・学期 機械工学科 建築建設工学科 材料開発工学科 生物応用化学科 

平成 26年度前期 12 12 － － 

平成 26年度後期 － － 12 12 

平成 27年度前期 12 12 － － 

平成 27年度後期 － － 12 12 

 

■ 受講学生へのアンケート結果 

平成 27年度の機械工学科と建築建設工学科のクラスの総合評価（「総合的に判断してこ 

の授業はよかったですか」という設問に対して５点満点で学生が評価）では，4.65点が得られた。ま

た，学生は，教員がそれぞれの専門分野を生かした的確なアドバイスを与えていたこと，実践的場面

で活かせる英語教育ができたことなどをコメントした。 

 

■ 地元企業の方をお招きして実施した英語 PBL発表会の様子  

 地元眼鏡メーカーの社長から高く評価されたことが報道された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （平成 26年 7月 26日 福井新聞３面） 

（事務局資料） 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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【科目群】 

① 専門基礎科目の中に，実践力育成やグローバル人材育成にかかわる科目群を設け（資

料 1-2-13），学生の好評を得て，学修成果があがっている（P6-134 後掲資料 2-1-8）。 

 

資料 1-2-13 専門基礎科目の中に配置された実践力育成やグローバル人材育成にかかわる科目群 

 科目名 概要 
単位修得者数 

(平成 27年度) 

実
践
力
を
鍛
え
視
野
を
広
げ
る 

学際実験・実習 I・Ⅱ 

 

（P6-94 後掲資料 1-2-16） 

学生主体のグループ活動を通じて以下の能力などを

修得する。自主性，創造力，問題発見・解決能力，

実践力，コミュニケーション能力，プレゼンテーショ

ン能力，情報スキル，倫理的判断能力 

72 

ものづくり基礎工学 創造力と実践力を育成する活動を行うための学習支

援科目として開講。先進国の技術者に求められるイ

ノベーション能力獲得の基礎的素養を修得する。 
59 

知的財産権の基礎知識 知財とは何かという基本的なところから，企業や国

家の知財戦略までを，実習を含めて理解する。 27 

ベンチャービジネス概論 社会に新しい価値や活力をもたらすベンチャービジ

ネスについての基本知識（ベンチャービジネスの概

要，イノベーション，マーケティング，マネジメン

トなど）ビジネスに関する基本スキル（ビジネスの

着眼・構築力，プレゼンテーション力）の修得を目

的とし，技術シーズや市場ニーズをビジネスに展開

していくための考え方を事例をもとに学ぶ。個人あ

るいはグループでベンチャー的なビジネスを考え，

ビジネスアイデアにまとめ，発表する。 

13 

フロントランナー 企業の最先端で活躍している経営者や研究者が，仕

事の内容や MOTの紹介を行うとともに仕事に対する

考えや将来の夢を熱く語る。学生が社会の第一線の

方々と触れ合うことにより，自分の将来と社会に対

する期待感を内面から高めることを目的とする。 

40 

放射線安全工学 東日本大震災以降，放射線に関する正しい知識を修

得する必要性がますます高まっており，実習を含め

て以下を学ぶ。 

① 放射能・放射線の基礎知識及び放射線の線量概念 

② 線量測定などの放射線の安全な取り扱いと放射

線防護に関する基礎的事項 

64 

インターンシップ 

 

（P6-22前掲資料 1-1-20） 

 

企業などで就業体験を行い，実社会における技術者

の役割や仕事などを理解し，社会人として働く場合

の自己意識を確立する。福井県経営者協会と連携し

て実施。事前・事後研修を大学で実施。 

 

 

83 

（経営者協会

経由が 63） 



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-90－ 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
基
盤
と
な
る 

留学基礎英語 留学促進のため，TOEICや TOEFLで一定以上のスコ

アを得た者に単位認定を行う。 
3 

海外短期インターン 

シップⅠ～Ⅵ 

（27年度からは整理して海

外短期インターン 

シップ I・Ⅱ） 

 

 

（P6-15 前掲資料 1-1-15） 

GGJ事業の一環として実施する海外研修プログラム

に参加し，歴史・文化・習慣が異なる地域において

も，そこに暮らす人々の暮らしをデザインすること

のできる基礎的な知識・教養及び専門的知識・能力

を養う。さらに，様々な国の暮らしを形作る社会シ

ステムを参考に，日本や福井県などの地域社会や暮

らしをデザインできるようになるためのきっかけを

得る。 

85 

（事務局資料） 

 

 

② 東日本大震災以降に「原子力・エネルギー安全工学コース」の科目を一部見直して継

続し，全学科から受講生が集まり好評を得ている（資料 1-2-14）。 

 

  

第２期に開始 
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資料 1-2-14 原子力・エネルギー安全工学コース＜副専攻＞ 

■ 概要 

「原子力・エネルギー安全工学コース（副専攻）」は，独立専攻である原子力・エネルギー安全工学

専攻の導入教育となるコースである。このコースでは，工学部の学生が，原子力・環境・エネルギー・

技術者倫理などを体系的に学ぶ事ができ，本コースを履修することにより，原子力・エネルギー安全

工学専攻での専門的学習に備えた十分な基盤を作ることができる。本カリキュラムの修了要件を満た

した者には，「原子力・エネルギー安全工学コース（副専攻）修了証」が学長名で授与される。 

 

■ 特徴 

 ・附属国際原子力工学研究所と連携して実施している。 

・東日本大震災以降の状況を踏まえて科目の見直しを進め，上記連携のもと，平成 26年度から「地

球環境とエネルギーセキュリティ」，「放射線の生物影響と防護」，「原子力安全・防災論」

を開始した。 

 
                    （http://eng.eng.u-fukui.ac.jp/wpes/course2/） 

■ 修了者数 

  H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 計 

副専攻修了者数 4 24 22 17 17 14 98 

 

学科別修了者数は以下のようであり，全ての学科から修了生が出ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講生からの

設問１ 副

設問２ 副

設問３ 副

設問４ 副

そう思う

どちらかと

どちらかと

そう思わな

合計

そう思う

どちらかと

どちらかと

そう思わな

合計

そう思う

どちらかと

どちらかと

そう思わな

合計

そう思う

どちらかと

どちらかと

そう思わな

合計

の評価 

専攻コースの

副専攻コース

副専攻コース

副専攻コース

と言うと、そう思う

と言うと、そう思わ

ない

言うと、そう思う

言うと、そう思わな

ない

言うと、そう思う

言うと、そう思わ

ない

と言うと、そう思う

と言うと、そう思わ

ない

講義は充実し

において専攻

の講義は，大

の講義は，大

 

う

わない

ない

わない

う

わない

－6-92

していました

と研究所の教

学の基礎教育

学院教育への

13

23

1

0

37

10

22

3

2

37

13

20

3

1

37

11

20

5

0

36

福

－ 

か。 

員の連携はス

として有益で

橋渡しとして

大学工学部

ムーズでした

したか。 

役に立つと思

部 分析項

か。 

いますか。 

（事務局

項目Ⅰ 

 

局資料） 
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③ 繊維先端工学専攻（独立専攻）への導入教育として，「先端繊維科学コース」を設け 

（資料 1-2-15），学生の好評を得るとともに，繊維教育の充実として地元産業界の期待

に応えた。 

 

資料 1-2-15 先端繊維科学コース＜副専攻＞ 

■ 概要 

 「先端繊維科学コース（副専攻）」は，独立専攻である繊維先端工学専攻の導入教育となるコース 

であり，材料開発工学科及び生物応用化学科の学生を対象としている。所属する学科で基礎となる化 

学や物理を学びながら，繊維とは何かその魅力に始まり繊維科学の基礎から応用までを体系的に学ぶ 

ことができる。本コースを履修すると，繊維系技術者に必要な知識を習得すると共に，博士前期課程 

繊維先端工学専攻での専門的な学習に備えた十分な基盤を作ることができる。カリキュラムの修了要 

件を満たした者には，副専攻として「先端繊維科学コース（副専攻）修了証」が学長名で発行される。 

  

■ 特徴 

・コース科目のうち「テキスタイル工学」は日本化学繊維協会からの寄附による講義であり，地域の

主要産業である繊維産業への学生の関心が高まるなど，学生から好評を得ている（P6-24 前掲資料

1-1-21）。 

・平成 25年度に開始した副専攻であり，平成 29年３月に最初の修了者が出る予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             （福井大学 HANDBOOK2015 学生便覧より抜粋） 

 

 

【学際的教育】 

① 教育 GP「夢を形にする技術者育成プログラム」が平成 22年度に終了した後も，学際的

創成科目「学際実験・実習Ⅰ，Ⅱ」を自主財源で継続し，全学科から受講生を得て，能

力等の涵養状況は良好である（資料 1-2-16）。 
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資料 1-2-16 学際実験・実習の概要，実施状況，学生の評価 

  
（目的）工学部・工学研究科がかかげる理念である「夢を形にする技術者，IMAGINEER」の育

成を具現化するための中心的プロジェクトとして，創造性，企画力，リーダーシップ，説明

能力などの現代の高度専門技術者に求められる能力育成を行い，その学習成果を把握する評

価方法を開発する。統合型体験学習とし，工学部共通科目「学際実験・実習」（選択 1単位）

と課外教育活動である「創成活動」を用意し，活動を知識面でサポートする学習支援科目，

活動の意欲を高め，意欲と知識と体験のホップ，ステップ，ジャンプでフットワークの良い

技術者を育成していくプログラム。  
 
 

 ■ 学際実験・実習（専門基礎科目） 

  学際実験・実習Ⅰ,Ⅱの科目構成で，３つのテーマが設定されている。 

  ①知能ロボット・プロジェクト 

LegoMindstormsNXTによる自律ロボット，迷路を探索する自律ロボット，人の動作で操縦

するロボット（Kinectを使用）の３種類のロボットの中から１つ選択して開発を行い，最終

回にロボットコンテストを実施。 

  ②アプリ開発プロジェクト 

    Webアプリ，スマートフォンアプリのどちらかを複数名のグループで開発し，最終回に開発

したアプリの紹介プレゼン・デモを行う。 

  ③エコロジー＆アメニティ・プロジェクト 

    快適性の高い社会づくりを目指して，地域や環境の問題，あるいは創造性に富んだものづ

くりに取り組み，その成果を発表する。 

 
履修者数                                     （人） 

区    分 H22 H23 H24 H25 H26 H27 計 

知能ロボット・プロジェクト 37  25  32  28  19  15  156  

アプリ開発プロジェクト 

（H25以前：デジタルクリ

エータ・プロジェクト） 

9  3  4  4  29  8  57  

IMAGINEERプロジェクト福井

（H26以前：エコロジー＆ア

メニティー・プロジェクト） 

49  41  35  63  52  49  289  

合     計 95  69  71  95  100  72  502  

 
 ■ 創成活動（授業の外の活動） 

マイクロマウス・プロジェクト，サッカーロボット製作プロジェクト，フォーミュラ・カー製

作プロジェクト，実践サイエンス寺子屋，相撲ロボット・プロジェクト，ロボトレース，灯りプ

ロジェクト，遊房，メカトロ工房，ものづくり工房，雑木林を楽しむ会，本を楽しむ会，スチー

ルブリッジ製作，楽器演奏ロボット・プロジェクトを実施し，多くのグループが全国大会等の学

外での大会に出場，あるいは，学内でのイベントを開催した。 

スチールブリッジ製作グループは，ジャパンスチールブリッジコンペティションで３位，マイ

クロマウスでは，全国大会エキスパートクラスでの初の決勝進出，ロボトレースでは北信越大会

準優勝などといった活躍を見せた。フォーミュラ・カー製作プロジェクトでは，９月に開催され

た全日本学生フォーミュラ大会において，スポーツマンシップ賞を獲得した。また，本を楽しむ

会は福井県立図書館で企画展を開催するなど地域と密着した活動も行っている。 
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 －6-95－ 

■ 学際実験・実習受講者の手引き（例） 

  能力向上のためのガイド（ｉmagineer プロジェクト Fukui） 

imagineer・プロジェクト・Fukuiでは，地域や環境問題の解決やものづくりに主眼を置き，自

主性，環境と社会に対する知識，問題解決能力，実践力，コミュニケーション能力，情報スキル，

多元的・学際的な評価能力，創造力，情報スキル，倫理的判断能力，プレゼンテーション能力を養

うことを目標とします。 

期待できる能力 留意する項目 手法，ツール例 

自 主 性 

□ 一人一人の目的を出し合い，グループ共有の

目的を決める 

□ リーダーシップを発揮し役割分担を決める 

□ 自分たちで考え，自ら行動する 

・ブレインストーミング 

・ワークショップ 

・ＫＪ法  など 

環 境 と 社 会 に 

対 す る 知 識 

□ 環境問題の動向，法律や制度を把握する 

□ テーマを取り巻く状況を把握する 

□ 学内やまちの問題・課題を把握する 

・文献・インターネットの

活用 

・教員や協力者からのレ

クチャー 

問 題 解 決 能 力 

□ グループでテーマと問題を議論し，共有する 

□ 現況調査を行い，課題を抽出する 

□ 課題を踏まえた解決策を提案する 

・グループワーク 

・文献・インターネットの

活用 

・統計データ 

・ヒアリング調査 

実 践 力 

□ 問題解決に向け，あらゆる視点に立った調査を

実施する 

□ 五感・計測器を駆使したフィールドワーク・実験

を行う 

□ 現地で得られた結果を記録し，グループで共有

する 

・現地踏査 

・ヒアリング調査 

・写真撮影の了解 

・計測器の活用 

コミュニケーション

能 力 

□ グループでしっかり議論する 

□ 他のグループと積極的に連携し，共有・協力し

合う 

□ 学生，住民，商業者，行政，専門家，教員，協

力者など，様々な立場の人の意見を聞く 

・インタビュー 

・ヒアリング調査 

・住民会議やＮＰＯ団体

の会議への出席 

多元的・学際的な 

評 価 能 力 

□ 計測，実測を実施する 

□ 専門分野や各種調査を踏まえた分析・解析を

行う 

□ 多分野の連携による解決策を提案する 

・計測器の活用 

・自分と専門の異なる他

者との意見交換，結果

の考察 

創 造 力 

□ 調査の手法，過程において創意工夫を行う 

□ 現状の既成概念や法制度を改善する提案を行

う 

□ 多様な主体（利用者，住民，商業者，行政等）

が連携した提案を行う 

・ブレインストーミング 

・ワークショップ 

・ＫＪ法  など 

情 報 ス キ ル 

□ 情報媒体の活用，記録，管理をする（文献名，

ＨＰ） 

□ 科学的根拠見極める 

□ 個人情報を保護する（個人と特定できる情報を

流出させない） 

・統計データ 

・文献データ 

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの活用 

・各種ソフトの活用 

プレゼンテーション 

能 力 

□ 視覚的でわかりやすい発表資料を作成する 

□ 第３者にも理解できるように説明する 

□ ポイントを明確にした発表を行う 

・公開プレゼンテーション 

・第３者評価 

倫 理 的 判 断 能 力 

□ 調査や実験が，誰か（何か）に迷惑をかけてい

ないか考える 

□ 判断した事が，社会や環境の中で，どう役立つ

のか意識する 

□ 自分と異なる立場の人が，どのように考えるか

想像をする 

・第３者への相談 

・技術者倫理 

・グループワーク 

 

 



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-96－ 

■ 平成 26年度 学際実験・実習アンケート調査（抜粋） 

  

（１）「身に付けたい能力」と「身に付いた能力」の比較 

 

受講前アンケートにおいて，「①ぜひ身に付けたい」「②身に付けたい」を「身に付けたい能力」と設定し，

能力別に比較したところ，『問題解決能力』が最も高く，80.8％を占めている。次いで，『プレゼンテーショ

ン能力』が 78.8％，『自主性』『実践力』『創造力』が 76.9％となっている 

受講後アンケートにおいて，「①非常に身に付いた」「②身に付いた」「③少しは身に付いた」を「身に付

いた能力」と設定し，能力別に比較したところ，『自主性』が最も高く，96.2％となっている。次いで『問題解

決能力』『実践力』が 94.2％，『プレゼンテーション能力』が 92.3％となっている。 

「身に付けたい能力」と「身に付いた能力」の回答者数を比較すると，すべての能力において，身に付

いた能力が上回った。特に達成度が高かったのは『自主性』『問題解決能力』『実践力』となっている。全

ての能力において達成度が高かった。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学際実験・実習を通じて，よかったと思うこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-97－ 

（３）今後の実践研究や活動について（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         （事務局資料） 

 

 

② ２つの副専攻「原子力・エネルギー安全工学コース」（P6-91 前掲資料 1-2-14），「先

端繊維科学コース」（P6-93 前掲資料 1-2-15）には，学科の壁を越えて受講生が集まり，

地域の主要産業にかかわる人材育成の充実として関係者の期待に応えている。 

 

  



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-98－ 

●社会のニーズに対応した教育課程の編成と実施上の工夫 

【産業ニーズに対応した人材養成】 

① ３学科４プログラムが JABEE 認証を取得し，他学科の教育プログラムも JABEEの基準

に沿っている（P6-58 前掲資料 1-1-51，P6-131 後掲資料 2-1-4）。 

 

② 地域の主要産業である原子力や繊維にかかわる副専攻を設置した（P6-91～93 前掲資

料 1-2-14，15）。 

 

③ 産業現場にかかわる授業を産業界の協力を得て実施している（資料 1-2-17）。 

 

資料 1-2-17 産業界の協力のもとで実施している科目の例 

インターンシップ 福井県経営者協会の協力を得て実施（P6-22 前掲資料 1-1-20）。 

事前・事後研修は大学で実施。 

フロントランナー 地元企業から非常勤講師を招いて実施。（以下は平成 25年度の例） 

     企業名       非常勤講師の役職 

アイテック（株） 開発部長 

アイテック（株） 研究開発部 

フクビ化学工業（株） 生産統括本部 取締役本部長 

サカイオーベックス（株） 
テクニカルセンター所長代理兼複合部材開発グ

ループ長 

セーレン（株） 研究開発センター企画業務部チームリーダー 

（株）田中化学研究所 技術開発部先行技術開発４チームサブリーダー 

日華化学（株） 
デミコスメティクスカンパニー化粧品研究部商

品開発グループ 

福井県産業労働部 プロジェクトマネージャー 

発創デザイン研究室 代表 

（株）カワムラモータース 代表取締役社長 
 

テキスタイル工学 日本化学繊維協会による寄附講義として実施（P6-24 前掲資料 1-1-21）。 

英語 PBL 平成 26年度前期の英語 PBLにおいて，地元の眼鏡企業の協力を得て，海外販売を

戦略的に見据えた眼鏡デザインプロジェクトの最終発表会を実施した（P6-88 前

掲資料 1-2-12）。 

機械創造演習Ⅰ,Ⅱ プロジェクト課題に対するマシーンの発案・設計・製図・製作・発表を実施。最

終発表会（チャレンジマッチ）では企業の方から講評を頂く（P6-108 後掲資料

1-2-25）。 

（事務局資料） 

 

 

④ 創成教育や実験・演習などで「物に触れる経験，応用力・創造力・企画力・チャレン

ジ意欲・プレゼン能力」等を重視した教育を行っている（P6-94 前掲資料 1-2-16，P6-108

後掲資料 1-2-25）。創成教育は，産業現場に詳しい先端科学技術育成センターや技術部

職員の協力を得て，内容も見直しつつ，実施している（資料 1-2-18，19）。 
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 －6-99－ 

資料 1-2-18 創成教育への工学部先端科学技術育成センターや技術職員の協力 

 ■ 先端科学技術育成センターによる創成教育のサポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（先端科学技術育成センター CIRCLE News 第 14号（2013.３）より） 



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-100－ 

 ■ 技術職員による創成教育のサポート（ものづくり工房） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（先端科学技術育成センター CIRCLE News 第 16号（2015.3）より） 

 

（事務局資料） 

 



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-101－ 

資料 1-2-19 「学際実験・実習」の継続的改善 

毎年，受講者にアンケート調査を行い，継続的な改善を行った。 

プロジェクト名 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

知能ロ

ボット・

プロジェ

クト 

レゴマインドストーム NXT 

ロボットキット 

二足歩行ロボット Kinect（モーションキャプ

チャー）を活用したロボッ

ト製作 

 ロボコンプ

ロデュース 

火星探査ロ

ボット 

アプリ開

発 プ ロ

ジェクト 

プロジェクト名称：「デジタルクリエータ・プロジェクト」 

ビデオ制作によるデジタルコンテンツの制作 

学生の要望と地域への関

心の醸成のため，「アプリ

開発プロジェクト」に変

更。 

Imagineer

プロジェ

クト福井 

(iPF) 

プロジェクト名称：「エコロジー＆アメニティ・プロジェクト」 

環境と快適性についての調査・検討を中心としたプロジェクト。 

「Imaginee

rプロジェ

クト福井 

(iPF)」に変

更 

学生の要望を受けてものづくり系のプロ

ジェクトを徐々に強化 

ものづくり系のプロジェクトを一層強化

するとともに，地域への関心の醸成のため

地域連携プロジェクトを強化 

 

・知能ロボット・プロジェクトでは，学科を横断してグループ分けする際に，(a)学生のロボット製作

及びプログラミング経験に大きな差異が見られるようになったこと，(b)難度の高いロボット製作へ

の希望が増加してきたことから，多様なプロジェクトを導入するなどプロジェクト内容に適宜変更

を加えた。なお，平成 28年度には小型ドローンを導入している。 

・アプリ開発プロジェクトは，学生の要望と COC採択に伴う地域への関心の醸成のため，従来のビデ

オ制作を平成 26年度より「電子行政オープンデータ」を用いたアプリ開発プロジェクトに変更した。 

・Imagineerプロジェクト福井では，従来，環境と快適性についての調査・検討を中心とした「エコロ

ジー＆アメニティ・プロジェクト」を行ってきたが，学生の要望によりものづくり系のプロジェク

トを充実させるとともに，COC採択に伴う地域への関心の醸成のため，平成 26年度より「Imagineer

プロジェクト福井」と名称変更し，プロジェクト内容も更新した。 

 

（事務局資料） 

 

 

⑤ 就職先企業からの高い評価（P6-157 後掲資料 2-2-12），第１期を上回る外部評価結果

（P6-55前掲資料 1-1-50），授業に協力した企業関係者からの高い評価（P6-88 前掲資

料 1-2-12，P6-108 後掲資料 1-2-25）などは，産業ニーズに対応した人材養成が行なわ

れ成果が上がっていることの証左である。 
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 －6-102－ 

●国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

【グローバル人材養成】 

① GGJ事業により，実践的な英語教育を習熟度別少人数クラスで実施し，平成 26年度入

学生の TOEIC スコアの平均が入学後１年半で 60点以上伸びるなど，英語力の顕著な向上

が見られた（P6-133 後掲資料 2-1-7）。 

 

② GGJ事業により，単位化された海外派遣プログラムを新たに多数開始し，海外留学者が

平成 24年度以降毎年 80名を超え（P6-15 前掲資料 1-1-15），留学者にはコンピテンシー

の向上が確認されるなど，顕著な成果があがった（P6-134 後掲資料 2-1-8）。 

 

③ 英語PBL（P6-88 前掲資料1-2-12），専門教育での英語の授業（P6-14 前掲資料1-1-14），

学科主体の国際交流活動（P6-18 前掲資料 1-1-16），留学希望者のための単位外の英語

学習プログラム（資料 1-2-20）などを実施した。 

 

 

資料 1-2-20 国際英語コミュニケーションプログラム（平成 23年度以前 留学準備コース） 

■ 概要 

グローバル化する国際社会の中で国際コミュニケーション力を重視し，また，海外留学等を目指

す学生の英語学習，留学準備を支援することを目的として，工学部および大学院工学研究科学生を

対象に，正規の授業の外に，「国際英語コミュニケーションプログラム」を開講する。外国人教員

を含む４人の教員が以下のクラスを担当する。 

クラス名 内容 

英語コミュニケーションⅠ 主に初級から中級レベルの学生を対象とし，日常的なコミュニ

ケーションに必要な能力をつけることを目指す。１コマは，英語

に慣れ，英語での会話に自信を付けたい学生，１コマは，すでに

身についている英語力をさらにブラッシュアップしたい学生向

け。 

英語コミュニケーションⅡ 日常会話を重視したスピーキングクラスである。１コマは会話練

習が主で，学生は 100 回以上英語を話すチャンスがあり，文法

等の修正もされる。２コマ目は，中上級者向けの グループディ

スカッションで，参加学生が主体となるクラスである。 

英語コミュニケーションⅢ TOEICスコアの向上を目指して，文法，語彙，読解，リスニング

の能力を総合的に強化する。 クラスは２コマあり，１コマでは

長文読解に， １コマではリスニングに比重を置く。リスニング

に役立つ発音練習等も同時に行う。 

英語コミュニケーションⅣ 会話が苦手な初心者向けに，工学系の学生や社会人に必須である

プレゼンテーション能力を強化するためのクラスである。会話練

習を中心に，日本人が苦手とする発音指導を交えながら，日本語

ベースから英語ベースへの思考の変換を訓練していく。英語で話

す機会に多く接することにより，英語での自己表現をスムーズに

し，プレゼンテーション能力の向上を目指す。 

（福井大学 HANDBOOK2014より） 
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 －6-103－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 受講者数 

年度 学期 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 計 

平成22年度 
前期 1 4 6 8 19 

後期 0 2 11 5 18 

平成23年度 
前期 2 4 7 18 31 

後期 5 1 2 5 13 

平成24年度 
前期 7 11 12 26 56 

後期 7 16 4 10 37 

平成25年度 
前期 17 5 24 17 63 

後期 2 1 8 15 26 

平成26年度 
前期 19 4 6 12 41 

後期 4 4 5 5 18 

                          

   （事務局資料） 
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 －6-104－ 

●養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

【教育方法の組み合わせ，および多様な学修・研究機会】 

① 講義，実験・実習，演習を組み合わせた科目を配置し（資料 1-2-21），さらに学習指

導法の工夫を行っている（資料 1-2-22）。 

 

資料 1-2-21 授業形態の状況（平成 26年度開講科目）   

学科名 

授業区分 

合計（総

科目数） 

講義 演習 実験・実習 講義と演習 講義と実習 

科
目
数 

割
合 

科
目
数 

割
合 

科
目
数 

割
合 

科
目
数 

割
合 

科
目
数 

割
合 

機械工学科 61 79％ 11 14％ 5 7％ 0 0％ 0 0％ 77 

電気・電子工学科 70 85％ 8 10％ 4 5％ 0 0％ 0 0％ 82 

情報・メディア工学科 49 79％ 1 2％ 4 6％ 8 13％ 0 0％ 62 

建築建設工学科 62 70％ 11 12％ 3 3％ 12 14％ 1 1％ 89 

材料開発工学科 61 88％ 2 3％ 5 7％ 1 2％ 0 0％ 69 

生物応用化学科 55 76％ 7 10％ 10 14％ 0 0％ 0 0％ 72 

物理工学科 52 76％ 10 15％ 6 9％ 0 0％ 0 0％ 68 

知能システム工学科 57 77％ 7 10％ 4 5％ 5 7％ 1 1％ 74 

共通教育 114 56％ 71 35％ 3 1％ 11 5％ 7 3％ 206 

※学則第 44条「授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行うもの

とし，併用により行う場合の単位数を計算するに当たっては，その組合せに応じ，大学設置基準第 21条に規定す

る基準を考慮して各学部が定める時間の授業をもって１単位とする。」 

※※「割合」は総科目数に占める其々の授業区分の割合を示している。 

（事務局資料）  

 

 

資料 1-2-22 授業における学習指導法上の工夫の状況 

■ 全体状況（平成 26年度開講科目） 

学科 
授業 

区分 

調査 
科目 
数 

学習指導法上の工夫 

少人数教育 対話・討論型 フィールド型 メディア活用 TA活用 

割合 割合 割合 割合 割合 

機械工学科 

講義 43 2％ 7％ 0％ 47％ 9％ 

演習 11 9％ 18％ 9％ 0％ 91％ 

実験・実習 4 75％ 75％ 0％ 75％ 100％ 

電気・電子工学科 

講義 26 0％ 0％ 0％ 4％ 0％ 

演習 8 38％ 13％ 0％ 0％ 50％ 

実験・実習 4 75％ 75％ 0％ 0％ 0％ 

情報・メディア工学科 

講義 12 0％ 0％ 0％ 25％ 33％ 

演習 5 0％ 60％ 20％ 80％ 100％ 

実験・実習 2 50％ 50％ 0％ 0％ 100％ 

建築建設工学科 

講義 30 10％ 3％ 7％ 20％ 30％ 

演習 9 0％ 22％ 56％ 22％ 67％ 

実験・実習 1 0％ 0％ 0％ 0％ 100％ 

講義・演習 5 40％ 0％ 60％ 0％ 80％ 

材料開発工学科 

講義 44 2％ 16％ 2％ 18％ 0％ 

演習 2 50％ 100％ 0％ 50％ 50％ 

実験・実習 3 0％ 0％ 0％ 0％ 100％ 

生物応用化学科 

講義 28 11％ 14％ 0％ 21％ 0％ 

演習 5 60％ 80％ 20％ 20％ 20％ 

実験・実習 3 0％ 33％ 0％ 0％ 67％ 

物理工学科 

講義 71 0％ 3％ 0％ 13％ 1％ 

演習 3 0％ 0％ 0％ 33％ 67％ 

実験・実習 6 100％ 0％ 0％ 0％ 100％ 
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知能システム工学科 講義 39 5％ 8％ 0％ 28％ 13％ 

演習 7 0％ 0％ 0％ 71％ 100％ 

実験・実習 8 50％ 38％ 0％ 38％ 75％ 
※科目数は，平成 26年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に

対する％で示す。 

 

■ 学習指導法の工夫の具体例（情報・メディア工学科「論理回路」（２年生必修科目）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

 

② 地元企業中心のインターンシップ，原子力や繊維に関する副専攻，地域企業の技術者

等が参加する授業などにより，地域ニーズを踏まえた多様な学修機会を提供している

（P6-22 前掲資料 1-1-20，P6-91 前掲資料 1-2-14，15，P6-88 前掲資料 1-2-12，P6-108

後掲資料 1-2-25）。 

  

論理回路は，90分の講義パートと 90分の演習パートからなる３単位科目である。講義と演習の組み

合わせ効果が最大限に発揮されるよう，講義パートの時限の直後に演習の時限を設けるという時間割上

の工夫を行っている。 

受講生は講義パートの学修内容を直後の演習パートで実践することで，論理回路に関する知識や概念

について理解を深め体で覚えることができる。演習パートは「演習問題」およびホームワークの「演習

レポート」に分けて実施している。演習は初級から上級の問題で構成され，受講生個人の資質に幅広く

対応できるよう工夫している。  

演習パートでは，教員 2 名および TA が，学生の進度に応じ，問題を適宜採点している。これにより，

学生全体の理解度をリアルタイムに把握することができ，不足部分の補足説明や巡回による対話を行っ

ている。「演習レポート」は，次回講義の冒頭に回収し，講義中に教員およびＴＡを活用して採点を行

い，演習パートの冒頭で答案を即日返却している。 

演習レポートの解説はプロジェクタと書画カメラを活用して実施している。これにより，学生の記憶

が確かなうちにフィードバックをかけている。 

これらの工夫の結果，平成 26年度の単位修得率は 97.3%となり，高い教育効果を得ている。「授業改

善のためのアンケート」でも，講義と演習をセットで実施することで学んだ知識を実践を通してより深

めることができた，と評価されている。 
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③ 長期間計画的に課題に取り組んで成果を出すプロセスを体得させるため（資料 1-2-23），

卒業論文を必修としている。 

 

資料 1-2-23 卒業論文シラバス（建築建設工学科の例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         （事務局資料） 
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④ さまざまな教育方法・形態を取入れた教育に対して学生の満足度は高く，期待に応え

ている（資料 1-2-24）。 

 
 

資料 1-2-24 様々な教育方法等に関する学生の評価 

 

■ 総合的な評価 

設問 工学部では，さまざまな教育方法・教育形態（問題発見・解決型授業（PBL)，少人数教育，専門

分野の枠にとらわれない授業，実験，実習，演習など）を取り入れていますが，これらは専門技術

者として備えるべき能力を育成するうえで役立った（役立つ）と思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 ※回答者：平成 27年度卒業予定の工学部学生 184名 

（平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」より抜粋） 
 

 

■ 個別の取組に対する評価     

教育方法等 実績や学生の評価等 根拠資料 

グローバル人材

育成 

海外派遣プログラムに参加した学生の声 
P6-15 前掲資料 1-1-15 

海外短期インターンシップ単位修得者数 

海外派遣プログラム参加によるコンピテンシー向上 P6-134 後掲資料 2-1-8 

機械工学科の国際交流活動（ISAMPE）に参加した学生の声 P6-18 前掲資料 1-1-16 

英語教育の成果としての TOEICスコア向上 P6-133 後掲資料 2-1-7 

地域企業とも連

携したキャリア

教育 

地元企業等でのインターンシップ単位修得者数 
P6-22 前掲資料 1-1-20 

地元企業等でのインターンシップの効果，参加学生の声 

みらい協育プログラム実施状況 P6-70 前掲資料 1-1-61 

学部段階での体

系的原子力教育 

原子力・エネルギー安全工学コース（副専攻）の修了者数

と受講生の評価 

P6-91 前掲資料 1-2-14 

創成教育 学際実験・実習の実施状況，受講生の評価 P6-94 前掲資料 1-2-16 

 

（事務局資料） 
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● 学生の主体的な学習を促すための取組 

【アクティブ・ラーニング】 

① 実験・実習や演習，および卒業論文（P6-106 前掲資料 1-2-23）はアクティブ・ラーニ

ングが主体である。 

 

② FD活動を通し，クリッカーや反転授業などアクティブ・ラーニングの新しい手法も導

入されている（P6-40 前掲資料 1-1-40）。 

 

③ アクティブ・ラーニングについて学生や企業関係者の評価が高いこと（P6-107 前掲資

料 1-2-24，資料 1-2-25），さらに課題解決能力等の涵養状況が良好（資料 1-2-26）であ

ることは，アクティブ・ラーニングの成果があがっていることの証左である。 

 

資料 1-2-25 アクティブ・ラーニングが多く取り入れられている科目と学生の満足度の例 
 

■ 機械工学科「機械創造演習Ⅰ，Ⅱ」（３年前期・後期：必修各１単位） 

学士力 GPに採択された「学士力涵養の礎となる初年次教育の充実」に基づく「ジェネリック・スキル教

育科目」の一つである（現在も継続）。いくつかのプロジェクトに分かれ，与えられた課題に対する

マシーンの発案・設計・製図・製作・発表を実施。最終発表会（チャレンジマッチ）では企業の方

から講評を頂く。受講終了後，受講者に対して行ったアンケート結果を以下に示す（１-１～１-

３は５点満点。１-５は 100点満点）。学生が機械創造演習を高く評価していることがわかる。 
 

設問 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

1-1 機械創造演習を受講できてよかった

か 

4.70 4.58 4.64 4.69 4.43 4.51 

1-3 機械創造演習のようなモノづくりを

実体験する科目は必要だと思うか 

4.85 4.81 4.80 4.76 4.69 4.77 

1-4 機械創造演習で得た経験は社会に出

てから役立つと思うか 

4.49 4.36 4.39 4.58 4.28 4.58 

1-5 機械創造演習に対する満足度（100

点満点） 

84.2 81.7 85.7 85.2 81.7 82.1 

 
＜講評を頂いた企業の方からのコメント＞ 

  「企業，特に開発は常に教科書の無い，新たなものを作り出し，少しでも良いものを世に 

送り出すことが使命です。大学時代に，そうした経験を１度でもしているかどうかは 

大きな差になってきます。新しいものを自分で考え生み出すものづくりの経験は企業で 

仕事をしていく上でとてもプラスになることですので，この授業はまさにそのものズバリ 

の教育だと考えます。非常にすばらしい教育だと思いますので，是非，さらに発展いただ 

くよう願っております。」 
 

■ 材料開発工学科「反応工学」（３年前期：必修２単位） 

反転授業形式。事前にビデオ学習した内容をノートにまとめ，授業の最初に隣の席の学生とミニ授

業をお互いに行ってから授業を実施。授業は，演習を中心に実施。 

    

＜受講生に対するアンケート結果＞ 
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＜本授業に対する受講生の満足度＞ 

満足度 中間評価 [％] 最終評価 [％] 

十分に満足している 30 33 

ある程度満足している 70 64 

多少不満がある 0 3 

大いに不満がある 0 0 

 

 ＜本授業に対する学生のコメント＞ 

 予習をビデオでやるのは分かりやすく，理解が深まった。 

 ビデオで学習，授業で演習というのはとても学習しやすかった。 

 予習である程度まで理解した段階で授業を受けることができた。 

 動画がいつでも見られることで予習しやすく復習しやすかった。 

 予習が出来ていた分，授業の理解が深まった。 

 授業内で演習ができるので，問題が解けないということがなく，分かりやすかった。 

 ノートが事前に作れるので，授業中に説明を聞く余力ができた。 

 ビデオでは式変形，文の意味などをゆっくりと考える時間があった。 
 

■ 知能システム工学科「知能システム工学実験Ⅲ，Ⅳ」（３年前期・後期：必修各１単位） 

本科目も学士力 GPに基づく「ジェネリック・スキル教育科目」の一つである（現在も継続）。仕様書

作成から始まり，組立図，回路図，部品図，部品表，プログラミング，回路作成，切削，組立を

行い，規定の動作を実現できた班のみが単位を認定される実践的なプロジェクト。平成 27年度の

場合，2階建てのコースの２階部分に設置された対象物をコース外に押し出す知能ロボットを設

計・製作する課題で実施。最低審査基準は２階に上がる坂道を乗り越える事で「可」の判断とな

る 60点が配分される。 

＜受講生の感想の例＞ 

・今までなんとなく習ってきたテスターやオシロスコープの使い方だけでなく，その装置の 

意味も分かるようになった。 

・想定通りに動作しなかったときにどのように考えるべきかといった事を経験できた。 

・チームワークの大切さを学んだ。 

 
（事務局資料） 

 
資料 1-2-26  課題解決能力の涵養状況 

 

設問 本学では，皆さんが“グローバルな視野を持った高度専門職業人”となることを教育の大きな目

標としています。福井大学での学修をとおして，課題探究・問題解決能力，自己学習力がどの程

度身についた思いますか？ 

 ⇒９割弱の学生が「十分～ある程度身に付いた」と答えており，大部分の回答者が課題解決能力等

を修得できたと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 
※回答者：平成 27年度卒業予定の工学部学生 184名 

（平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」より抜粋） 

 

  （事務局資料） 
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【単位の実質化】 

① CAP制（資料 1-2-27），授業時間外の学習時間の確保の工夫（資料 1-2-28），アクティ

ブ・ラーニングの積極的な導入（P6-94 前掲資料 1-2-16，P6-108 前掲資料 1-2-25），

自主学習環境の整備（P6-121 後掲資料 1-2-38），授業外学習時間の調査（資料 1-2-29）

などの取組を行っている。 

平成 25 年度の授業時間外学習時間は平成 22年度の 1.66倍に向上し全国平均を上回っ

ており（資料 1-2-29），取組の成果があがった。 

 

 

資料 1-2-27 各学期における履修単位数の制限（CAP制） 

  

学則第 47条に則し，学期ごとの専門教育科目の履修単位数の上限を定めている。  

  

（福井大学 HANDBOOK2015 学生便覧 より） 
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資料 1-2-28  授業時間外の学習を促す取組の例 

（１）レポート，ミニテスト，教員による指導等によって授業時間外の自主的学習を奨励しており，授業

時間外の学習時間の確保を図っている。 

学科 

調査

科目

数 

レポート ミニテスト 中間テスト 
授業外の学習

指示 
その他 

科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 科目数 割合 

機械工学科 58 15 25.9

 

2 3.4

 

7 12.1

 

6 10.3

 

5 8.6

 電気・電子工学科 38 19 50.0

 

4 10.5

 

9 23.7

 

18 47.4

 

0 0.0

 情報・メディア工学科

 
43 32 

 

74.4

 

14 32.6

 

25 58.1

 

22 51.1

 

9 

 

20.9

 建築建設工学科 45 26 57.8

 

14 31.1

 

16 35.6

 

25 55.6

 

0 0.0

 材料開発工学科 49 17 34.7

 

20 40.8

 

10 20.4

 

11 22.4

 

1 2.0

 生物応用化学科 36 20 55.6

 

15 41.7

 

13 36.1

 

9 25.0

 

3 8.3

 物理工学科 80 54 67.5

 

14 17.5

 

41 51.3

 

26 32.5

 

0 0.0

 知能システム工学科 54 36 66.7

 

20 37.0

 

22 40.7

 

32 59.3

 

9 16.7

 ※科目数は，平成 26年度開講科目を対象に調査し教員から回答のあった科目の総数である。割合はその科目数に

対する％で示す。 

 

（２）各学科における学習時間の確保につながる取組   

学科 取組 

機械工学科 ・研究室配属，推薦入試時の成績優秀者の優遇処置。 

・補習授業の実施。 

・毎回の宿題，宿題の提出をもって出席とする。 

・毎回，講義内容に沿った演習問題を宿題として課す。 

・毎回，講義の要点を記したプリントを１枚配布する。 

・学習内容が具体的に何に役立つのかを説明する。 

電気・電子工学科 ・レポート課題として，授業内容の理解を補助するような問題を出してい

る。単位の認定に，レポートを加味している。 

・技術英語では，学生に配布したプリントを順番に音読と和訳をさせてい

ますが，そのとき教員は学生のそばに居て，予習をしているかどうかを

確認し，していない場合は，予習をするよう指導しています。これによ

り，少しは予習の学習時間が確保できるならばと考えています。 

・図書館で調べても参考文献などを調べても良いので「レポート演習課題

の模範解答を作るくらいのつもりで時間をかけて取り組むこと」という

レポートを課すことを始めました。レポート課題に取り組む上で行った

自宅や図書館などでの時間外学習時間について尋ねると，本レポート課

題のために費やした時間外学習時間は，レポート課題がない場合に比べ

て長くなったという答えが受講生から得られました。また，少なくない

受講生から熟考や周到な調査の結果と思われる模範解答レベルの丁寧

なレポート解答が得られました。 

・授業では，私の担当科目にかかわらず，予習を勧めています．事前に教

科書を読んでおき，理解できなかった箇所を授業で確認すること，また

理解できた箇所もその理解が正しかったかどうかを確認するよう説明

しています．また，予習の助けとなるよう授業では教科書を指定してい

ます．  

情報・メディア工学科 ・講義と演習がセットとなった科目では，例えばプログラミング I や II 

では，講義の内容と演習の内容を同期させ，さらに，講義のあと１コマ

空けて，その時間に自習ができるようにカリキュラムを工夫してある。 

・ソフトウェア学習のため，100台程度の端末（コンピュータ）が並ぶ演

習室と，20台弱の端末が並ぶ演習室を整備。講義や演習で大きな演習

室がふさがっている場合も小演習室で自習ができるようにしている。 

・演習室を午前０時まで利用できるようにしている。 



福井大学工学部 分析項目Ⅰ 

 －6-112－ 

建築建設工学科 ・建築建設工学科では，建築学コース，建設工学コースの双方の学習教育

プログラム共に JABEEカリキュラムとして認定されており，工学分野と

して十分な学習時間を確保していることが認められている。 

・演習時間後に教室に残り学生の疑問・質問に対応するための「出前オフィ

スアワー」を実施することにより確実な学習時間の確保を支援してい

る。 

・設計演習課題の複数回の再提出に基づく問題点の指摘と学習の促しを行 

うことにより確実な学習時間の確保を図っている。 

材料開発工学科 ・隔週ごとに小テストを行う。 

・授業外時間を各科目ごとに調査を行い，その結果から，どのような取組

が効果的か議論した。 

・学生の成績順位を GPAに基づいて順位付けを行う。キャップ制の実質化。

「計画的な履修」の指導。 

生物応用化学科 ・必修科目（高分子化学系）：講義に関連する演習問題を配布し，レポート

として提出させている。 

・必修科目（物理化学系）：学習内容の重要性を説く，宿題・演習の予習を

課す，適正な評価。 

・必修科目（技術者倫理）：技術者倫理に関わる論説を 10報用意し，まず，

学籍番号に沿って均等に振り分ける。次いで，同じ論説を読む２人の学生

を１組とし，ディベートさせ，得られた見解をレポートの形で報告させる。

ディベートは当然，講義時間外に行うことになるので，２～３時間程度の

自主学習が必要となる。 

・選択科目（有機化学系）：構造解析は，受講者全員に違う課題を与えて解

かせている。評価も厳格。 

・卒業論文＆演習関連：毎朝１時間英語教科書・専門教科書の輪読を行わせ

ている。この予習には１～２時間程度の自主学習を費やすことになる。 

物理工学科 ・数学の講義・演習で，成績不振な学生を数学学習支援室の数学オープン

に行かせ，補充の課題を与えて取り組ませている。 

・平成 24年度から，１年生前期の力学 Iと力学演習 Iの成績不振者に，

１年生後期の物理補習授業（物理ステップアップ）の受講を義務化した。 

・学生実験では，各実験テーマのレポート締め切り後にレポート指導の時

間を設けており，添削済みのレポートを返却し，授業時間内に疑問点の

解消，レポートの修正をさせ，後日再提出させている。 

・ 計算機関連科目では，ホームページを充実し，学生が自宅学習をしや

すい環境を整えている。自宅からでも 24時間課題の提出が可能で，Web

システム上で課題添削のやりとりができる。 

・個人 PCを用いたプログラミング環境の整え方の解説をしている。 

・計算機関連科目や演習形式の授業の多くでは，問題等を授業に先立って

渡し，予習させている。 

・多くの授業で，提出されたレポートの出来が良くない場合は，再提出を

指示することで，学生に十分な時間レポート作成に取り組ませている。 

知能システム工学科 ・ロボット製作のための装置，スペースおよび計算機演習室を開放。 

・実験Ⅰ,Ⅱにおいて，実験テーマに取り組む前に，実験計画書の提出を

義務付け。 

・回路理論，エレクトロニクス，信号解析で，ほぼ毎週（10-12回）宿題

を出し，翌週提出，翌々週に採点後返却している。 

・中間テストを２回＋定期試験，を行っている。 

・講義テーマの関心を高めるために１週間新聞を読んできてもらって，興

味深い内容をレポートしてもらうために自宅でまとめてきてもらう宿
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題を課している。 

・予習用のプリントを専用のＷｅｂサイトで配布している。「講義用掲示

板」という名称で，予習用プリントの事前配布の他，レポート課題の確

認やレポート提出状況，試験の結果などの情報を掲載している。 

・「C言語のコンソールプログラムだけではなく，Windowsプログラムを

作ってみたいという学生に対し，Microsoft Visual Studioなどのフ

リーのコンパイラや入門書などを紹介している。」 

・総合数理学 I，電磁気学Ⅱ，信号処理，情報基礎論の担当科目で，その

日の講義の内容の復習となる問題（30 分程度でできる問題）を，講義

後に配布し，翌日までに提出させ，翌々週に採点し，模範回答をつけて

返却している． 

・講義中に，他の科目との関連を話し，またそのことについて何を勉強し

たら良いかも紹介し，他の科目との関連について興味を持ち，主体的に

勉強するようになるように，意識して講義を行なっている． 

・現代制御理論ではほぼ毎回宿題を出している。提出された宿題は内容を

確認の上，評価を記入して次回の授業の際に返却している。 

・「ロボットの知能と学習」では２回目の授業以降，毎週その日に習った

トピックに関するレポートを提出させている。 

・学部 2年後期「製図・CAD演習」では毎回製図または CADの課題を出し，

翌週に回収し，その出来を成績に反映させていた。 

・計測工学（学部）において授業の半分ほどで宿題を出している。授業中

に課題に取り組ませて，残った分を宿題にするという方法でおこなって

いる 

・「計算機言語演習」と「データ構造とアルゴリズム論 I」で毎回，宿題

を出し，その提出をもって出席としている。提出プログラムの可否は一

定期間ごとに掲示している。 

（教育委員会による調査結果（平成 25年度）より） 

 

 

資料 1-2-29 授業外学習時間の調査とその結果 
 

■ 学習時間ごとの学生の割合 

平成 22年度に実施した「学生生活実態調査 2010」と平成 25年度に実施した「学生生活実態調査

2013」において，授業外学習時間（一週間当たり）を調査した結果を以下に示す。平成 25年度の方

が授業外学習時間の長い層の割合が明らかに多い。 

（調査対象：両年度とも工学部学生。平成 22度調査の回答者数は 1,313 名，平成 25年度調査の回

答者数は 1,373 名。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学生生活実態調査 2010報告書および同 2013報告書から作成） 
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■ 授業外学習時間の増加 

平成 25年度の授業外の平均の学習時間は，平成 22年度の値の 1.66倍に向上している。平成 25年

度は全国平均の値を上回っており（注），授業外学習の指導が効果をあげていることがうかがわれる。

(注)全国大学生活協同組合連合会による全国の国公立及び私立大学の学部学生調査（2012年 10～11

月，回収数 8,609）によると，１週間の授業時間外学習時間の理系の平均は 5.63時間である。 

年度 平均時間  

 

1.66倍 
平成 22年度 3.5時間 

平成 25年度 5.8時間 

（学生生活実態調査 2010報告書および同 2013報告書から作成） 

（事務局資料） 

 

【教室外学修プログラム等の提供】 

① 創成活動，国内外へのインターンシップなど多様な教室外でのプログラムを提供し，

多数の学生が参加し，成果があがった（資料 1-2-30）。 

 

② 東日本大震災の被災地への専門知識を活かした支援活動にも学生の積極的な参加が

あった（資料 1-2-31）。 

 

資料 1-2-30 教室外学修プログラムとその成果 

教室外学修プログラム等 成果 プログラムの特徴 

創成活動 自主性，環境と社会に対する知識，

問題解決能力，実践力，コミュニ

ケーション能力，多元的・学生的

な評価能力，創造力，情報スキル，

プレゼンテーション能力，倫理的

判断能力などの涵養など（P6-94

前掲資料 1-2-16）。 

文部科学省「質の高い大学教育

推進プログラム（教育 GP）」に

採択された「夢を形にする技術

者育成プログラム」（平成 20年

度～平成 22年度）によって充実

が図られ，その後も内容を改善

しながら実施。 

地元の企業等へのインターン

シップ 

地元企業への理解の深まり，学業

と仕事のつながりの認識，主体

的・計画的行動の重要性，礼儀・

マナーの重要性，細かな配慮の重

要性の認識の深まりなど（P6-22

前掲資料 1-1-20）。 

福井県経営者協会と協力して実

施。 

海外派遣プログラム 広い視野の獲得，異文化体験，グ

ローバルマインドの醸成，コミュ

ニケーション能力を含む語学力の

向上，コンピテンシーの向上など

（P6-15 前掲資料 1-1-15，P6-134

後掲資料 2-1-8）。 

平成 24年度に採択された「経済

社会の発展を牽引するグローバ

ル人材育成支援」（GGJ）事業の

もとで実施。単位認定は海外短

期インターンシップとして行

う。 

国際交流活動（学科レベル） 研究活動への刺激，コミュニケー

ション能力を含む語学力の向上，

異文化体験，教員交流も深化

（P6-18 前掲資料 1-1-16）。 

機械工学科の交流活動は第１期

以前から継続しており，第２期

に開始された情報・メディア工

学科の交流活動も定着しつつあ

る。 

 

（事務局資料） 
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資料 1-2-31 専門知識を活かした被災地支援活動 

■ 参加状況 

期 間 内 容 

平成 24年 

2/27～3/2 
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻教授１名，准教授１名，物理

工学科４年生３名が，フィールドワークを実施する分担地域を予め設定し，

チームごとに分担地域において放射線測定を実施。 

平成 24年 5/20 名取市小塚原南農業復興組合の農家の方々を対象とした，塩害調査結果説

明会を開催。 

参加学生：工学部学生３名，工学研究科学生２名，工学研究科研究員１名 

平成 24年 

5/20～5/22 
土壌サンプリングとその分析（宮城県名取市，岩沼市，亘理町）参加学生：

工学部学生３名，工学研究科学生２名，工学研究科研究員１名。 

平成 24年 

10/5～10/7 
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻教授１名，准教授１名，講師

１名，学生２名が福島県伊達市で，福島県伊達市，JAEAと共同で家屋内外

の空間線量調査を実施 

平成 24年 

7/26～7/27 
土壌サンプリングとその分析（宮城県名取市，岩沼市，亘理町） 

参加学生：工学部学生２名，工学研究科学生１名，工学研究科研究員１名 

平成 24年 

7/26～7/27 
土壌埋設センサーによる水田土壌の塩濃度モニタリング（宮城県名取市小

塚原）現在も継続して塩分移動を調査中。 

参加学生：工学部学生２名，工学研究科学生１名，工学研究科研究員１名 

平成 24年 

8/26～8/28 
土壌サンプリングとその分析（宮城県名取市，岩沼市，亘理町） 

参加学生：工学部学生１名，工学研究科研究員１名 

平成 25年 

2/18～2/20 
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻教授１名，准教授１名，学生

３名が福島県伊達市で，福島県伊達市，JAEAと共同で除染後の家屋内外の

空間線量調査を実施 

              

 

■ 参加学生（物理工学科４年生）の報告書（抜粋） 

福島第１原子力発電所事故後の放射能分布と屋内外の放射線影響の調査を，2012年 10月に行った。

今回は，福島県伊達市の山間の地区の除染の効果を確かめる目的もあった。現地でサーベイメーターで

測定したところ，家の外はもちろん家の中でも窓際は 1μSv/hと高い値を示していた。また，一部では

除染活動が進められて住民が戻りつつある地域もあるが，高線量地域は未だ手が付けられていない状況

にある。 

今後の除染活動によりより低線量の状態に復旧されることを強く望んでいます。 

今回の調査にご協力いただいた伊達市と住民の方々，JAEAの方々に心より御礼申し上げます。 

 

（事務局資料） 
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【学修意欲向上方策】 

① 学長表彰制度（資料 1-2-32），優秀学生表彰制度（資料 1-2-33），授業料免除制度（資

料 1-2-34），大学院推薦入学制度（資料 1-2-35），大学院授業科目早期履修制度（資料

1-2-36）などを設けている。 

 

資料 1-2-32 学長表彰制度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （福井大学 HANDBOOK2015 学生便覧 より抜粋） 

 

資料 1-2-33 工学部優秀学生表彰制度 

工学部及び工学研究科博士前期課程優秀学生表彰制度について 

（平成16年４月１日 制定） 

１．工学部及び工学研究科博士前期課程学生の勉学意識を奨励するため，工学部及び工学研究科

博士前期課程に「優秀学生表彰制度」を設ける。 

 

２．優秀学生は，毎年度卒業見込みの学生のなかから，学科及び専攻の推薦に基づき，各学科２

名以内及び各専攻１名を選出する。 

 

３．優秀学生は，卒業祝賀会席上において表彰し，工学部長又は工学研究科長から表彰状及び記

念品を授与する。 

 

（平成26年度福井大学工学部・工学研究科規則集より抜粋） 
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資料 1-2-34 授業料免除制度（概要） 

  

（福井大学 HANDBOOK2015 学生便覧より抜粋） 

 

資料 1-2-35 大学院推薦入学制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 28年度福井大学大学院工学研究科博士前期課程学生募集要項より抜粋） 
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資料 1-2-36 大学院授業科目早期履修制度 

■ 概要 

本学学部在学生で，本学大学院工学研究科への進学を希望する特に優秀な者について，大学院授業

科目を学部在籍時に履修できる制度を設けている。 

第２期に，制度を利用する学科が４学科から７学科に増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（福井大学 HANDBOOK2015 学生便覧より一部抜粋） 

 
■ 早期履修を行った学生数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※生物応用化学科は，平成 23年度より実施。 

※※情報・メディア工学科，建築建設工学科は，平成 25年度より実施。 

                     

（事務局資料） 

 

 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

履修者数 0 11 0 9 0 9 48 19 32 20 32 19 

科 目 数 0 20 0 17 0 13 2 9 4 10 4 7 

履修者数 10 17 14 19 11 17 18 18 15 12 13 11 

科 目 数 21 32 41 39 24 44 8 5 7 4 9 3 

履修者数 8 18 13 15 4 8 

科 目 数 3 6 4 4 2 4 

履修者数 5 3 3 1 4 2 

科 目 数 2 1 2 1 4 2 

履修者数 18 20 30 32 9 23 22 27 18 36 16 34 

科 目 数 43 49 54 65 20 51 6 11 5 15 9 11 

履修者数 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

科 目 数 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

履修者数 10 5 7 11 6 6 7 12 4 10 4 12 

科 目 数 18 11 12 18 9 7 7 9 4 8 3 9 

履修者数 38 53 51 75 26 55 108 97 85 94 73 86 

科 目 数 82 112 107 143 53 115 28 41 26 42 31 36 

生物応用化学科

物理工学科

合 計

平成27年度

機械工学科

電気・電子工学科

情報・メディア工学科

建築建設工学科

材料開発工学科

学 科 区 分

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
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② 支給型奨学金への推薦や研究室配属決定において GPAを活用している。 

 

③ 高学年での意欲向上策として，学会等での成果発表や各種賞への挑戦を奨励しており，

成果があがっている（P6-139 後掲資料 2-1-13）。 

 

④ 低学年での意欲向上策として，AO入試合格者に対する入学前教育，数学や英語の授業

における達成度別・習熟度別クラス編成などを行い，成果があがっている（資料 1-2-37）。 

 

資料 1-2-37 低学年における学習意欲向上策とその効果 

■ 共通教育の「大学教育入門セミナー」の後半９回を学科が担当し，入学直後から専門性に触れさ

せることで，学修意欲を高めている（P6-87 前掲資料 1-2-10）。 

 

■ AO入試合格者に対する入学前教育    

AO合格者に対して，入学後，専門基礎科目である物理・数学の学部教育がスムーズに行えるように，

基礎学力を身につけることを目的に，合格から入学までの間に課題の添削指導を行っている。 

入学前教育の必要性は年々合格者に浸透しており，入学前教育の取組も年々熱心さが増している。 

入学前教育の必要性（アンケート結果）：平成 26年度入学生：16％， 平成 27年度入学生：23％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 達成度別・習熟度別クラス編成や補習授業の実施 

科目 実施内容・効果等 

共通教育における英

語科目 

新入生に対して入学時に TOEIC IP等を実施し，その結果に基づいて英語

の習熟度別クラス編成（４段階）を行い，学生の英語力レベルに適合した

授業内容を提供している（P6-14 前掲資料 1-1-14）。その結果，平成 26

年度入学生の TOEICスコアの平均が入学後１年半で 60点以上伸びるなど

学生の英語力が向上した（P6-133 後掲資料 2-1-7）。 

専門基礎科目の数学

や物理の科目 

平成 21年度教育 GP「学士力涵養の礎となる初年次教育の充実」への採択

により，基礎学力が十分ではない学生への対応を強化した（P6-69 前掲資

料 1-1-60）。具体的には，平成 22年度に数学の補習授業を５クラスから

10クラスに倍増させるとともに物理補習授業を開始し，平成 23年度に線

形代数の習熟度別クラスを２クラスから３クラスに増加させた。また，平

成 26年度には「数学学習支援室」の利用環境の改善を行った。これらの

取組の結果，２年生全員対象の数学達成度試験の結果は第１期よりも上昇

傾向が明確である（P6-132 後掲資料 2-1-6）。 
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■初年次教育の履修意欲向上への効果 

 
設問 「合宿研修」，「大学教育入門セミナー」，「ステップアップ授業」等の初年次教育は履修意

欲の向上につながったと思うか？ 

 

⇒工学部学生の回答者 320人の 96％が「強くそう思う～どちらかというとそう思う」と答えてお

り，初年次教育が履修意欲の向上に役立っていることがわかる。 
    

 
 
 
 
 
 
 
   ※「ステップアップ授業」は数学や英語の補習授業 
 

 （平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」より抜粋） 

 
（事務局資料） 
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【学習環境の整備】 

① GGJ事業により，留学生と日本人が交流できるグローバルハブや， e-Learningなどの

自習設備を有する「言語開発センター」（LDC）を整備し，全学の利用状況から推定して

のべ約 190人／月の工学部学生が LDCを利用するなど，活用された。 

 

② 建物の耐震改修等にあわせ，学生が自主学習に利用できるスペース（WiFi利用可）の

整備を進め，好評である（資料 1-2-38）。 

 
資料 1-2-38 第２期に整備した自習室等 

 

建物名 部屋名 部屋数 整備年度  

工学系１号館１号棟１階 自習室１ 1 平成 26年度  

 

 

 

 

工学系１号館１号棟１階 自習室 2 1 平成 26年度  

 

 

 

 

工学系１号館１号棟１階 ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 1 平成 26年度  

 

 

 

 

工学系３号館１階 ﾘﾌﾚｯｼｭｺｰﾅｰ 1 平成 22年度  

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

③ 平成 27 年度に「数学学習支援室」の利用環境を改善し，多くの学生が利用した（資料

1-2-39）。 

 

資料 1-2-39 数学学習支援室の利用者数の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

■ 数学学習支援室の概要 

 

学士力 GP採択により，平成 22年度から，補

習クラスとは別に「数学学習支援室」を開いて

いる。 

月曜から木曜の５限目に教員３名と TAの大

学院生数名が交替で，定期試験やレポート課題

などの数学に関する質問対応や，授業内容の理

解に困難を感じる学生への個別指導を行って

いる。平成 26年度に実施場所の自習室１の学

習環境を整備し，平成 27年度は利用者数が増

加した。 
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④ 平成 27 年度に LMS（学習支援システム）および福井大学学生ポータルサイトを導入・

構築し，オンライン学習環境が整った（資料 1-2-40）。 

 

資料 1-2-40 オンライン学習環境の整備 

 

（１）福井大学学生ポータル 

履修登録，シラバスの確認，スケジュール管理，掲示等の確認，休講・補講の確認，授業担

当教員，助言教員，教務課等からのメッセージの確認と返信，アンケートへの回答，LMS（学

習支援システム）の利用などをここから行える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）LMS（ラーニングマネジメント・システム）：学習支援システム 

    Webから，授業資料の入手，テストの受験，レポートの提出，学習履歴の確認などを行える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 
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⑤ 学習環境に対する学生の満足度が第１期から向上した（資料 1-2-41）。 

 

資料 1-2-41 学習環境に対する満足度   

 

平成 21年度と平成 27年度に実施した「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」の結果

から，学習環境についての学生の回答状況を以下に示す。平成 27年度は，回答者の 80％以上が「十

分満足～やや満足」と答えており，満足度は高く，かつ平成 21年度より満足度が向上している。 

 
 ※以下のグラフ中の数値は回答者の人数である。 

 

設問 講義室の広さについて，あなたはどの程度満足していますか。 

 

 

設問 講義室の机・椅子について，あなたはどの程度満足していますか。 

 

 

設問 講義室の設備（ＡＶ，プロジェクタ等）について，あなたはどの程度満足していますか。 
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設問 実験室・実習室・演習室などの広さや設備について，あなたはどの程度満足していますか。 

 
 

設問 大学で自由に使える学習スペース（研究室の個人スペースを含む）について，あなたはどの程度 

満足していますか。 

 
 

設問 附属図書館について，あなたはどの程度満足していますか。 
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（平成 21年度および平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」の結果から抜粋） 
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（水準） 期待される水準を上回る 

 

（判断理由）  

① 各学科で DP，CP を定めて体系的な教育課程を編成している 1)。体系性を可視化するカ

リキュラム・マップやカリキュラム・ツリーを作成・公開し，シラバスで履修順序等を

指示している 2)。社会や地域のニーズに応えた体系的な小規模科目群や副専攻を設け，

GGJ 等の外部資金や外部機関等との連携により学科の枠を超えて実施している 3)。平成

26年度から，共通教育と専門教育の枠を超えた英語 PBLの授業 4)を実施している。 

 
1) 資料 1-2-1  ：工学部のディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー P6-78 

資料 1-2-3 ：学科履修ガイドブックでのポリシーの公開例 P6-81 
2) 資料 1-2-6 ：カリキュラムマップとカリキュラムツリー（材料開発工学科の例） P6-83 

資料 1-2-8 ：シラバス P6-85 
3) 資料 1-2-13 ：専門基礎科目の中に配置された実践力育成やグローバル人材育成にかかわる 

科目群 P6-89 

資料 1-2-14 ：原子力・エネルギー安全工学コース＜副専攻＞ P6-91 

資料 1-2-15 ：先端繊維科学コース＜副専攻＞ P6-93 
4) 資料 1-2-12 ：共通教育と専門教育の協働で実施した英語 PBL P6-88 

 

 

② 第２期に３学科４コースが JABEE認証を取得し，他の学科も JABEEの基準に沿って教育

を実施している 5)。企業等の協力を得て実施している科目，GGJ採択に伴う実践的英語

教育，創成教育，アクティブ・ラーニングなどにより，教育課程の実効性を多角的に高

めている 6)。２つの副専攻により，地域の主要産業に係る体系的教育を実施し，地域社

会のニーズに応えている 7)。 

 
5) 資料 1-1-51 ：JABEE認証の取得 P6-58 

資料 2-1-4 ：JABEE未受審学科における JABEE対応（例） P6-131 
6) 資料 1-2-17 ：産業界の協力のもとで実施している科目の例 P6-98 

資料 1-1-14 ：工学部の英語教育 P6-14 

資料 1-2-16 ：学際実験・実習の概要，実施状況，学生の評価 P6-94 

資料 1-2-19 ：「学際実験・実習」の継続的改善 P6-101 

資料 1-2-25 ：アクティブ・ラーニングが多く取り入れられている科目と学生の満足度の例 

 P6-108 
7) 資料 1-2-14 ：原子力・エネルギー安全工学コース＜副専攻＞ P6-91 

資料 1-2-15 ：先端繊維科学コース＜副専攻＞ P6-93 

 

③ GGJ 事業により実践的英語教育や海外派遣プログラムを充実し，TOEIC平均スコアの上

昇 8)，多数の学生の海外留学 9)，留学によるコンピテンシーの向上 10)など，成果があがっ

ている。また，学科単位の国際交流を継続・新設した 11)。授業外の「国際英語コミュニ

ケーションプログラム」12)も実施し，意識の高い多数の学生が参加した。 

 
8) 資料 2-1-7 ：学生の英語力の向上 P6-133 
9) 資料 1-1-15 ：海外短期インターンシップ P6-15 

10) 資料 2-1-8 ：海外派遣プログラムに参加した学生のコンピテンシー向上 P6-134 
11) 資料 1-1-16 ：学科の国際交流活動 P6-18 
12) 資料 1-2-20 ：国際英語コミュニケーションプログラム（平成 23年度以前 留学準備コース） 

 P6-102 
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④ DP を踏まえて多様な形態の科目を配置し，習熟度別教育，少人数教育，TA活用など学

習指導法の工夫を行っている 13)。共通教育では，平成 25年度から英語の４技能（読む，

書く，聞く，話す）を重視して授業時間を倍増し 14)，専門教育では，問題解決能力など

の涵養のため創成教育を実施している 15)。また，キャリア形成支援のため，平成 24年

度に「みらい協育プログラム」16)を開始し，インターンシップも継続している 17)。卒業

研究では，一つの課題に長期間計画的に取り組ませて総合的な能力を修得させている。 

 
13) 資料 1-2-21 ：授業形態の状況（平成 26年度開講科目） P6-104 

資料 1-2-22 ：授業における学習指導法上の工夫の状況  P6-104 

資料 1-2-37 ：低学年における学習意欲向上策とその効果  P6-119 
14) 資料 1-1-14 ：工学部の英語教育 P6-14 
15) 資料 1-2-16 ：学際実験・実習の概要，実施状況，学生の評価 P6-94 

資料 1-2-19 ：「学際実験・実習」の継続的改善 P6-101 
16) 資料 1-1-61 ：みらい協育プログラム P6-70 
17) 資料 1-1-20 ：インターンシップ実施状況 P6-22 

 

⑤ CAP 制のもと，多くの授業が授業時間外の学修を課している 18)。創成活動などの教室外

学修プログラムも実施し，好評を得ている 19)。アクティブ・ラーニングや反転授業も取

り入れられ，学生の評価は高い 20)。この他，優秀学生表彰制度，習熟度別クラス編成，

自主的学習スペースやオンライン学習環境の整備などにより学修意欲の喚起・向上を

図っている 21)。これら取組の結果，授業外学修時間は向上し第１期の 1.66倍となった
22)。 

 
18) 資料 1-2-27 ：各学期における履修単位数の制限（CAP制） P6-110 

資料 1-2-28 ：授業時間外の学習を促す取組の例 P6-111 
19) 資料 1-2-16 ：学際実験・実習の概要，実施状況，学生の評価 P6-94 
20) 資料 1-2-25 ：アクティブ・ラーニングが多く取り入れられている科目と学生の満足度の例  

P6-108 
21) 資料 1-2-32 ：学長表彰制度 P6-116 

資料 1-2-38 ：第２期に整備した自習室等 Ｐ6-121 

資料 1-2-40 ：オンライン学習環境の整備 P6-122 

資料 1-1-60 ：工学部における基礎学力不足学生への対応「学士力涵養の礎となる初年次教育 

の充実」 P6-69 
22) 資料 1-2-29 ：授業外学習時間の調査とその結果 P6-113 

 

以上のように，国際通用性を有し社会ニーズに応えた体系的教育課程が第１期以上に整

備されており，学生・保護者の期待「産業界等で活躍できる高度専門技術者育成のための

教育内容・方法の整備」等に十分応えており，期待される水準を大きく上回る。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果                                  

（観点に係る状況） 

 

●履修・修了状況から判断される学習成果の状況に対する例 

【学習成果の評価方法】 

① 全学基準に基づき工学部の成績評価基準を定めている（資料 2-1-1）。学修到達度の一

層の明確化のため，平成 24年度から成績区分を４段階から「秀，優，良，可，不可」の

５段階に変更した。各科目の成績評価は，多面的かつ厳格に行われ，詳細はシラバスに

明記されている（資料 2-1-2）。 

 

資料 2-1-1 福井大学工学部規程（抜粋） 

（卒業研究の審査） 

第９条 卒業研究は，所属学科の定める期日までにその報告を提出したものについて審査し，合否

の判定を行う。 

２ 前項の審査を受けようとする者は，卒業研究の題目及び計画概要を所属学科の定める期日まで

に当該学科に申し出て担当教員の指導を受けなければならない。 

３ 卒業研究に着手しようとする者は，３年次終了時に卒業に必要な共通教育科目38単位のうち34

単位以上及び当該学科所定の専門教育科目の単位を修得しておかなければならない。 

（成績の評価） 

第10条 学則第46条第２項に規定する成績評価は学科試験及びその他の審査により評価し，秀，優，

良，可及び不可の５級でこれを表示する。 

２ 前項の成績評価は，別表２に掲げる基準により行う。 

３ 再試験による科目の成績は，可及び不可の２級で評価する。ただし，特に良の評価をすること

がある。 

（単位の修得） 

第11条 成績評価が秀，優，良及び可の科目は，規定単位を修得したものとし，不可の科目は，修

得しないものとする。 

２ 一授業科目の単位を分割して修得することはできない。 

３ 卒業研究の審査に合格した者は，当該学科所定の卒業研究の単位を修得したものとする。 

（卒業及び学位の授与） 

第12条 学則第27条に規定する修業年限以上在学し，共通教育規程及び本規程による所定の単位を

修得することをもって，本学部の課程修了とする。 

２ 前項の課程修了者に福井大学学位規程（平成16年福大規程第30号）の定めるところにより，学

士の学位が授与される。 

 

別表２ 

（平成24年４月１日以降に入学した者） 

評価 評価点 評  価  基  準 

秀 100点～90点 目標を十分に達成し，きわめて優秀な成果をあげている。 

優 89点～80点 目標を十分に達成している。 

良 79点～70点 目標を概ね達成している。 

 可 69点～60点 目標を最低限達成している。 

不可 59点～ 0点 目標を達成していない。 
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（平成24年３月31日以前に入学した者） 

評価 評価点 評  価  基  準 

優 100点～80点 目標を十分に達成している。 

良 79点～70点 目標を概ね達成している。 

 可 69点～60点 目標を最低限達成している。 

不可 59点～ 0点 目標を達成していない。 

                  

（福井大学HANDBOOK 2015 学生便覧より抜粋） 

 

（事務局資料） 
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資料 2-1-2 シラバスへの成績評価方法の明記（例） 
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② 卒業研究着手要件および卒業要件は明確に定められ（資料 2-1-3），判定は教授会が行っ

ている。 

 

資料2-1-3 卒業研究着手要件および卒業要件（平成27年度機械工学科の例） 

 

機械工学科卒業要件，卒論着手要件を満たす単位の条件 

 
１．卒業要件  

次の要件イ，ロ，ハを併せて 130単位以上を修得しなければ卒業できない。 

イ．共通教育科目 38単位 

ロ．専門教育科目の必修科目 76単位  

ハ．専門教育科目の選択科目 16単位以上 

ただし，工学部他学科開講専門科目は，次の条件の下で専門教育科目の選択科目として 6単位ま

では卒業に必要 な単位に算入できる。条件は，当学科の専門教育課程表にないこと，専門教育・

副専攻科目として履修していない こと，担当教員の承認を得ること，及び同名の科目は１科目の

みであることである。 

  

２．卒業研究着手要件  

次の要件イ，ロを併せて 111単位以上を修得しなければ卒業研究に着手できない。 

イ．卒業に必要な共通教育科目 38単位のうち 34単位以上  

ロ．専門教育科目 77単位以上（3年次までの専門教育必修科目 67単位を含む。） 

なお，上記 1のただし書きは，卒業研究着手要件においても同様に適用する。 

 

３．その他 

イ．教職免許のために開講されている科目（教育職員免許取得関係授業科目表（全学科対象）参照） 

の単位は 卒業単位数には算入しない。 

ロ．留学生対象科目（工業日本語Ⅰ～Ⅳ）は，留学生にのみ開講される。  

ハ．海外短期インターンシップⅠ・Ⅱについては，単位の累積を認める。ただし，卒業及び卒業研 

究着手に必要な単位に算入できるのは４単位までである。  

なお，以下の場合は，卒業要件及び卒業研究着手要件の単位に含めることができない。 

（１）卒業見込者（卒業判定に係る年度）の春季休業期間に実施する海外短期インターンシップ 

（２）卒業研究着手見込者（卒業研究着手判定に係る年度）の春季休業期間に実施する海外短期 

インターンシップ 

 
（福井大学 HANDBOOK 2015 学生便覧より抜粋） 

 

（事務局資料） 

 

 

 

③ ジェネリック・スキル等については，第２期より福井大学グローバル・コンピテン

シー・モデルや外部テストを用いた検証・評価も行い，結果は良好であった（P6-134 後

掲資料 2-1-8，9）。 
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④ JABEE認証未取得の学科においても，JABEEの考え方に沿った評価方法を用いている（資

料 2-1-4）。 

 

資料 2-1-4 JABEE未受審学科における JABEE対応（例） 

  情報・メディア工学科（JABEE未受審）は Computer Engineering領域での JABEE受審を想定した

学習・教育目標を整備し，それに基づいた教育プログラムを整備・運用するとともに，学習・教育

目標の達成状況を「点検シート」を用いて確認している。 
 

■ Computer Engineering領域での JABEE受審を想定した学習・教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 学習・教育目標の達成状況を管理する点検シート B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

（情報・メディア工学科「履修ガイドブック 2014」より抜粋） 

（事務局資料） 
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⑤ 成績評価方法について学生の満足度は高く（資料 2-1-5），①～④とあわせ，学習成果

の評価方法は関係者の期待に充分応えている。 

 

資料 2-1-5 成績評価方法に対する学生の満足度 

設問 成績の評価方法は適切であったか。 

⇒回答者の９割以上が「適切～だいたい適切」と答えており，満足度は高い。 

 

 

 

 

 
※回答者：工学部学生 818名 

（平成 26年度「カリキュラムアンケート」結果より抜粋） 

 

（事務局資料） 

 

【学習成果】 

① 数学基礎力が第１期より向上し，基礎学力向上の取組の成果があがった（資料 2-1-6，

P6-69 前掲資料 1-1-60）。 

  

資料 2-1-6 数学達成度調査の結果（正答率） 

 ２年生を対象に実施している数学達成度調査の結果，以下のことがわかる。 

 ・第２期最終年度での正答率は，第１期最終年度の正答率よりも 1.7％上昇している。 

 ・第２期では，第１期よりも正答率の上昇傾向がより明確である。 

 ・「数学ステップアップ」の規模拡大の翌年度（平成 23年度），「微分積分ステップアップ演習」開

始の翌年度（平成 25年度）には，前年度よりも高い正答率が得られ，１年次の取組の成果が，２年

次に実施した試験の結果に明確に現れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（数学教育懇話会の資料より作成） 

（事務局資料）                          

 



福井大学工学部 分析項目Ⅱ 

 －6-133－ 

② 平成 26 年度入学生の TOEIC スコアの平均が入学後１年半で 60点以上伸びるなど，英

語力が第１期から向上し（資料 2-1-7），GGJ事業による英語教育充実の成果があがった。 

 

資料 2-1-7 学生の英語力の向上 

 

■ TOEICスコアの変化 

・平成 25年度工学部入学生の TOEICスコアの伸び  

工学部の平成 25年度入学生は，TOEICスコアが

300点台の学生が最も多く，200点台の学生がそ

れに続いていた。入学後の英語教育により，まず

200点台の学生がほぼ半減し，400点台の学生数

が増加するという急速な変化がみられた。その後

の教育により，英語初心者の第一目標とされる

500点以上の学生が入学当初の 31名から２年終

了時に 90名まで増加した。 

 

 

・平成 26年度工学部入学生の TOEICスコアの伸び 

 TOEICスコアの平均が入学後１年半で 60点以上伸びた。全体的な傾向は平成 25年度 

工学部生と同様である。受験者数は回により若干異なるが 530名程度である。 

 平成 26年 

４月 

平成 26年 

７月 

平成 27年 

１月 

平成 27年 

７月 

平成 27年 

12月 

全体平均 365点 385点 388点 404点 427点 

リスニング平均 203点 227点 221点 232点 247点 

リーディング平均 161点 158点 166点 173点 180点 

 

 

■ TOEICスコアの第 1期との比較 

右図の「平成 18年度入学生」には工学部以

外の学生も含まれるが，２次試験で英語を課

さない工学部学生の英語力は従来高いもの

ではなく，従って平成 18年度工学部入学生

の TOEICスコアの平均は下図の「平成 18年

度入学生」のスコアと同等あるいはそれ以下

であったと考えられる。また，第１期では，

入学後の学生の英語力は入学当時の学力が

維持される程度であった。第２期では，入学

後の実践的英語教育による英語力の上昇が

明確である。 

 

■ TOEICスコア以外での学生の成長 

ネイティブスピーカーと接することへの心理的抵抗の減少により海外留学者数が飛躍的に増加し， 

留学経験した学生が中心となってグローバル人材育成セミナーや春休み TOEIC勉強会（Spring  

Challenge with us）を企画・運営するなど，GGJ事業以前にはみられなかった意欲的な取組が 

行なわれた。 

 

（事務局資料） 
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③ 福井大学グローバル・コンピテンシー・モデルによる検証の結果，海外派遣プログラ

ムに参加した学生のコンピテンシーが派遣前より向上し（資料 2-1-8），②とあわせ，GGJ

事業によるグローバル人材育成の成果があがった。 

 

資料 2-1-8 海外派遣プログラムに参加した学生のコンピテンシー向上 

■ 概要 

 GGJ事業による海外派遣には，二つのタイプがある。 

タイプ I 「語学研修型」，「文化体験・交流型」，「グローバル教養型」 

タイプⅡ 「専門分野型」，「実践・インターンシップ型」，「研究・発表型」 

 

タイプ Iに参加した学生に対しては，ジェネリック・スキルが派遣前後でどの程度変化したのかを 

調査する。 

タイプⅡに参加した学生に対しては，プロフェッショナル・スキルが派遣前後でどの程度変化した 

のかを調査する。 

 

各スキルの調査には「福井大学グローバル・コンピテンシー・モデル」を用いる。  

 

■ 福井大学グローバル・コンピテンシー・モデル 

ジェネリック・スキルを「グローバル化した知識基盤社会において，社会人として活躍できる能力」 

と捉え，プロフェッショナル・スキルを「ジェネリック・スキルを前提に，専門家としてグローバル 

社会に貢献するためのスキル」と捉える。 

さらに，ジェネリック・スキルを「基礎的知識・教養」，「自己学習力・問題解決能力」，「コミ 

ュニケーション能力（語学力含む）」，「異文化に対する理解・自己アイデンティティの確立」の 

4つに分け，プロフェッショナル・スキルを「専門的知識・能力」，「創造力」，「社会的責任・ 

使命感」の 3つに分ける。これら７つの能力等をルーブリック方式で自己判定し，派遣による変化 

を検証する。 
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■ 海外派遣された学生のコンピテンシーの変化 

タイプ Iに参加した学生には，派遣によるジェネリック・スキルの向上が確認できた。タイプⅡに 

参加した学生には，ジェネリック・スキルとプロフェッショナル・スキルの両方について向上が 

確認できた。 

回答者：ジェネリック・スキルについては，タイプ I又はタイプⅡに参加した 80名，プロフェッショ

ナル・スキルについてはタイプⅡに参加した 26名。いずれも平成 27年度派遣学生。 
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（事務局資料） 

 

 
④ 問題解決能力や実践力の涵養状況は良好であり（P6-94 前掲資料 1-2-16，P6-108 前掲

資料 1-2-25，26），アクティブ・ラーニングの成果があがった。 

 
⑤ 外部テスト（PROGテスト）による客観的な検証の結果，ジェネリック・スキルの涵養 

状況は良好であり（資料 2-1-9），学士力 GPの成果に基づく教育の効果があがった。 

 

資料 2-1-9 PROGテストによるジェネリック・スキル涵養状況の検証 

■ 概要 

学校法人河合塾と株式会社リアセックが共同開発した「ジェネリック・スキル（汎用的技能）」の測

定テスト。ジェネリック・スキルを「リテラシー」（新しい課題やこれまで経験のない問題に対して知

識を活用して課題を解決する能力）と「コンピテンシー」（周囲の状況に上手に対応するために身に付

けた意思決定・行動指針などの特性）に分けて測定する。工学部では，平成 25年 12月に 35名の２年生

が，また平成 27年２月には 526名の３年生が PROGテストを受検した（費用は大学負担）。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株式会社リアセックホームページ（http://www.riasec.co.jp/prog_hp/）） 

  

この部分は著作権の関係で掲載できません。

http://www.riasec.co.jp/prog_hp/
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■ 同一学生に対するジェネリック・スキル涵養状況の追跡調査の結果 

平成 25年 12月と平成 27年２月に PROGテストを受けた同じ 30名（初回受検時は２年生，２回目受

検時は３年生）に対してジェネリック・スキルの涵養状況を比較した結果，１回目から２回目の間に，

学生のリテラシーとコンピテンシーがいずれも向上し，２回目の結果は国公立大学理系平均（平成２

年から平成 26年５月までに受検した国公立大学理系学生の平均）を上回っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（PROG全体傾向報告書 2015（株式会社リアセック）より作成） 

 
■ 工学部生の特徴：高いリテラシー 

リテラシーについて，２回目のテスト（H27.2）を受検した 526名の結果を以下に示す。リテラシー

は「学びの充実」による伸長が期待できるとされている（注）。全ての学科でリテラシーは平均値を

上回っている。さらに詳細な分析によると，ほぼ全ての学科において「情報収集力」と「構想力」が，

また全学科において「言語処理能力」と「非言語処理能力」が，平均値を上回っている。特に，言語

処理能力と非言語処理能力については「国公立理系全体と比べ極めて高い」という判定を得た。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（PROG全体傾向報告書 2015（株式会社リアセック）より作成） 

 

（注）「リテラシーは，論理的思考力の程度を反映しており，問題解決には欠かせない要素。どのような仕事 

にも普遍的に求められる力なので，大学における探求活動，研究・リサーチ，本質理解といった「学び 

の充実」によって，その伸長が期待できます。」（株式会社リアセック） 

 

（事務局資料） 

 

H27国公立大学 
理系平均 

リテラシー総合（平成 26年度 3年生 526名） 
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⑥ 卒業生は就職先から高く評価されており（P6-157 後掲資料 2-2-12），①～⑤とあわせ，

関係者の期待に応えている。 

 

 

【単位取得・成績・学位授与状況】 

① 成績評価は厳格になされ，単位修得率は 85％程度，合格者のうち優・良の判定が 7割

程度である（資料 2-1-10）。これは学生が各科目において相応な学力や資質・能力を身

につけた証左である。 

 

資料 2-1-10 成績分布及び単位修得状況 

区分 入学年度 開講年度 
優 

100～80 

良 

79～70 

可 

69～60 

合格 
(優良可の

区別がな

いもの) 

不可 

59～0 
（不受を含

む） 

単位修

得率 

共通教育科目 平成 22年度 
平成 22年度 

～25年度 
413 4,976 2,167 1,317 1,681 84.1％ 

専門教育科目 平成 22年度 
平成 22年度 

～25年度 
413 11,196 5,371 4,046 3,596 85.4％ 

※数値は各入学年度の学生が卒業（修了）するまでに履修登録した科目のうち，優～不可の各段階に評価された科目

数及び単位を修得した科目の割合を示す。 

（事務局資料） 

 

② 標準修業年限での卒業率は 75％程度，最低修業年限の 1.5倍以内の卒業率は 87％程度

である（資料 2-1-11）。留年率，退学率，休学率は過去６年間の平均でそれぞれ 8.4％，

2.1％，3.4％であり，第２期に留年率は概ね低下傾向を示した（資料 2-1-12）。 

 

資料 2-1-11 工学部生の卒業率 

入学 

年度 
入学者数(a) 

標準修業年限 

内卒業者数(b) 

(b)の卒業率 

(b/a) 

標準修業年限

×1.5年内 

卒業者数(c) 

(c)の卒業率 

(c/a) 

平成 19年度 571 445 77.9％ 514 90.0％ 

平成 20年度 585 432 73.8％ 523 89.4％ 

平成 21年度 571 420 73.6％ 502 87.9％ 

平成 22年度 565 414 73.3％ 483 85.5％ 

平成 23年度 573 422 73.6％ 482 84.1％ 

平成 24年度 554 436 78.7％   

平均 570 428 75.1％ 501 87.4％ 

（事務局資料）    

 

資料 2-1-12 工学部生の留年率，退学率，休学率 

 

（事務局資料）  

 

  

６年間

平均

学生数 留年者 留年率 学生数 留年者 留年率 学生数 留年者 留年率 学生数 留年者 留年率 学生数 留年者 留年率 学生数 留年者 留年率 留年率

218 8.7% 228 9.2% 208 8.5% 194 8.0% 193 8.0% 192 8.1% 8.4%

退学者 退学率 退学者 退学率 退学者 退学率 退学者 退学率 退学者 退学率 退学者 退学率 退学率

48 1.9% 50 2.0% 53 2.2% 46 1.90% 65 2.7% 51 2.1% 2.1%

休学者 休学率 休学者 休学率 休学者 休学率 休学者 休学率 休学者 休学率 休学者 休学率 休学率

99 4.0% 89 3.6% 97 4.0% 69 2.80% 85 3.5% 73 3.1% 3.5%

留年率

退学率

休学率

2,494 2,480 2,455 2,430 2,406 2,376

平成27年度年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
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●資格取得状況，学外の語学など試験の結果，学生が受けた様々な賞の状況から判断され

学習成果の状況 

【学生の研究実績・資格取得】 

① 全学科において，学会発表やコンテスト等での学生の受賞・入賞の実績があり（資料

2-1-13，14），高い能力や技能が涵養されていることの証左である。 

 

資料 2-1-13 工学部学生の受賞や入賞 

所属 
年

度 
学年 受賞先 受賞名 

生物応用化学科 H27 ４年 第 33回 YEAST WORKSHOP 学生ベスト発表賞 

知能システム工学科 H27 ４年 
ふくいソフトウェアコンペ

ティション 2015 

福井県ソフトウェア大賞 

（一般部門） 

知能システム工学科 H27 ４年 全日本マイクロマウス大会 フレッシュマンクラス１位 

物理工学科 H27 ４年 マイクロマウス関西地区大会 ロボトレース競技３位 

機械工学科 H26 ４年 日本機械学会 学生賞 

機械工学科 H26 ４年 計測自動制御学会北陸支部 優秀学生賞 

機械工学科 H26 ４年 日本設計工学会武藤栄次賞 優秀学生賞 

機械工学科 H26 ４年 日本機械学会 畠山賞 

機械工学科 H26 ４年 日本設計工学会武藤栄次賞 優秀学生賞 

知能システム工学科 H26 ４年 情報処理学会北陸支部 優秀論文賞 

情報・メディア工学科 H26 ４年 

G空間×ICT 北陸まちづくりト

ライアルコンクール（北陸総合

通信局・北陸情報通信協議会 G

空間×ICT 街づくり推進部会共

催） 

北陸総合通信局長賞 

電気・電子工学科 H26 ２年 
マイクロマウス中部地区初級者

大会 
優勝 

情報・メディア工学科 H25 ４年 電子情報通信学会北陸支部 優秀論文発表賞 

知能システム工学科 H25 ４年 
ふくいソフトウェアコンペティ

ション 2013 

福井県ソフトウェア大賞 

（一般部門） 

機械工学科 H25 ４年 日本設計工学会武藤栄次賞 優秀学生賞 

材料開発工学科 H25 ４年 一般社団法人福井県染色同業会 工夫考案懸賞 

機械工学科 H24 ４年 日本設計工学会武藤栄次賞 優秀学生賞 

知能システム工学科 H24 ４年 
マイクロマウス北陸信越地区大

会 
マイクロマウス特別賞 

情報・メディア工学科 H23 ４年 
映像情報メディア学会 メディ

ア工学研究会 
優秀発表賞 

知能システム工学科 H23 ４年 
ふくいソフトウェアコンペティ

ション 2011 

福井県ソフトウェア大賞 

（一般部門） 

機械工学科 H23 ４年 日本設計工学会武藤栄次賞 優秀学生賞 

情報・メディア工学科 H22 ４年 
映像情報メディア学会 メディ

ア工学研究会 
優秀発表賞 

知能システム工学科 H22 ４年 
ふくいソフトウェアコンペティ

ション 2010 
福井県ソフトウェア優秀賞 

知能システム工学科 H22 ４年 情報処理学会北陸支部 優秀論文発表賞 

建築建設工学科 H22 ４年 
越前和紙七夕吹き流しコンテ

スト 
大賞 

（事務局資料） 
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資料 2-1-14 創成活動を行う学生がコンテストで入賞した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（先端科学技術育成センター CIRCLE News 第 16号（2015.3）より） 

 

 

② 122名の学生が高等学校教諭１種免許状を取得した（資料 2-1-15）。 

 

資料 2-1-15 高等学校教諭１種免許状取得状況 

年度 数学 理科 工業 計 

平成 22年度 2 6 8 16 

平成 23年度 0 9 8 17 

平成 24年度 1 4 7 12 

平成 25年度 5 12 17 34 

平成 26年度 1 17 6 24 

平成 27年度 2 9 8 19 

                                  （事務局資料） 
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●学業の成果の達成度や満足度に関するアンケート等の調査結果とその分析結果 

【学生アンケートの例】 

① 平成 27 年度に実施した「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」の結果，

学修成果について尋ねた項目の全てで第１期を上回る良好な結果が得られた（資料

2-1-16）。「外国語コミュニケーション能力」については「十分～ある程度身についた」

との回答の割合が第１期より約 23％高く，伸びが顕著である。実践的能力などの 7項目

についても第１期から約 10％の向上が見られた。 

 

資料 2-1-16 学修成果の学生へのアンケート結果  
 
■ 平成 27年度調査結果の概要 

 ・学修成果について尋ねた項目について，１項目を除き回答者の 80％～95％が「十分～ある程度身につ

いた」と答えた。 

 ・「外国語コミュニケーション能力」については，「十分～ある程度身についた」と回答した学生の 

割合は約 61％であるものの，第１期より約 23％と顕著に向上した。 

・基礎学力，実践的能力，要点を押さえてまとめる力，プレゼンテーション力，ディスカッション・ディ

ベート力，文章作成・表現力，について「十分～ある程度身についた」と回答した学生の割合が第１

期より約 10％向上している。 

 

 ※以下のグラフ中の数値は回答者の人数である。 

 

■ 能力の修得状況に関する設問とその回答 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって一般常識がどの程度身についたと思いますか？ 

⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 89.8％で，平成 21年度より 4.3％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって基礎学力がどの程度身についたと思いますか？ 

⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 93.0％で，平成 21年度より 9.5％増加。 
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設問 福井大学で学習や研究をすることによって専門知識や技能がどの程度身についたと思いますか？ 

⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 90.3％で，平成 21年度より 1.8％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって実践的な能力がどの程度身についたと思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 88.6％で，平成 21年度より 12.5％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって広い視野で物事を多面的に考える力がどの程度身につ

いたと思いますか？      

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 88.7％で，平成 21年度より 2.6％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって論理や証拠を重視し，それらに基づいて考える力がど

の程度身についたと思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 92.5％で，H21年度より 7.4％増加。 
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設問 福井大学で学習や研究をすることによって問題のポイントを素早く押さえ，まとめる力がどの程

度身についたと思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 90.9％で，平成 21年度より 11.4％増加。 

 
設問 福井大学で学習や研究をすることによって想像が豊かで，新しいアイデアや発想を生み出す力が

どの程度身についたと思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 83.9％で，平成 21年度より 7.4％増加。 
 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって事実や他者に対する誠実さがどの程度身についたと思

いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 90.3％で，平成 21年度より 1.5％増加。 

 
設問 福井大学で学習や研究をすることによって日常的にコミュニケーションをする力がどの程度身に

ついたと思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は平成 27年度に 88.6％で，平成 21年度より 2.9％増加。 

 

13  

10  

56  

56  

100  

147  

16  

48  

1  

7  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 

11  

14  

37  

51  

108  

140  

26  

51  

4  

12  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 

18  

21  

54  

79  

95  

137  

15  

23  

3  

7  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 

20  

26  

65  

93  

79  

110  

18  

30  

3  

8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 



福井大学工学部 分析項目Ⅱ 

 －6-144－ 

設問 福井大学で外国語でコミュニケーションをする力がどの程度身についたと思いますか？ 

⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 60.8％で，H21年度より 22.9％増加。 

  

設問 福井大学で学習や研究をすることによってプレゼンテーションをする力がどの程度身についたと

思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 86.6％で，H21年度より 9.0％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによってディスカッションやディベートをする力がどの程度身

についたと思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 80.6％で，H21年度より 9.5％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって文章作成や文章表現の力がどの程度身についたと思い

ますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 86.0％で，H21年度より 11.5％増加。 

8  

7  

16  

23  

89  

71  

49  

105  

24  

61  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 

16  

19  

57  

78  

88  

110  

20  

48  

5  

12  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 

14  

9  

50  

60  

86  

121  

30  

62  

6  

15  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 

17  

8  

55  

65  

88  

126  

22  

55  

4  

13  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27年度 

H21年度 

十分身についた 身についた ある程度身についた あまり身についていない 全く身についていない 



福井大学工学部 分析項目Ⅱ 

 －6-145－ 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって情報を収集して適切に利用する力がどの程度身につい

たと思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 92.5％で，H21年度より 7.5％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによって情報機器を活用する力がどの程度身についたと思いま

すか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 90.3％で，H21年度より 4.2％増加。 

 
設問 福井大学で学習や研究をすることによって社会や技術の変化に対応する力がどの程度身についた

と思いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 84.4％で，H21年度より 2.0％増加。 

 

設問 福井大学で学習や研究をすることによってねばり強く仕事に取組む力がどの程度身についたと思

いますか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 93.0％で，H21年度より 5.7％増加。 
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設問 福井大学で学習や研究をすることによって他の学生と協調する力がどの程度身についたと思いま

すか？ 

  ⇒“「十分～ある程度」身についた”は H27年度に 95.2％で，H21年度より 4.3％増加。 

（平成 21年度および平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」結果より抜粋） 

（事務局資料） 
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（水準） 期待される水準を上回る  

 
（判断理由） 

① 明確な成績評価基準のもと，厳格な成績評価が行われている 1)。平成 26年度から成績

区分を４段階から５段階に変更した。JABEE認証を取得した３学科以外でも JABEEの考え

方に沿った評価を導入している 2)。科目ごとの試験では測定が難しい能力等の修得状況を

検証するため，福井大学グローバル・コンピテンシー・モデルや外部テスト（PROGテス

ト）を第２期に初めて実施し，海外派遣によるコンピテンシーの向上や，全国平均を上

回るジェネリック・スキルの修得状況を確認した 3)。これを含む様々な調査の結果や成

績・進級・卒業状況を総合すると，学生は各学年修了及び卒業時点で相応な学力や資質・

能力を身につけている 4)。 

 
1) 資料 2-1-2 ：シラバスへの成績評価方法の明記（例） P6-129 
2) 資料 2-1-4 ：JABEE未受審学科における JABEE対応（例） P6-131 
3) 資料 2-1-8 ：海外派遣プログラムに参加した学生のコンピテンシー向上 P6-134 

資料 2-1-9 ：PROGテストによるジェネリック・スキル涵養状況の検証 P6-136 
4) 資料 2-1-10 ：成績分布及び単位修得状況 P6-138 

資料 2-1-11 ：工学部生の卒業率 P6-138 

資料 2-1-12 ：工学部生の留年率，退学率，休学率 P6-138 

資料 2-1-16 ：学修成果についての学生へのアンケート結果 P6-141 

 

② 全学科において，学生の学会等での受賞実績があり，卒業研究指導，創成教育等によっ

て学生は高い能力を修得している 5)。また，122名が高等学校教諭１種免許状を第２期に

取得している 6)。 

 
5) 資料 2-1-13 ：工学部学生の受賞や入賞 P6-139 

資料 2-1-14 ：創成活動を行う学生がコンテストで入賞した例 P6-140 
6) 資料 2-1-15 ：高等学校教諭１種免許状取得状況 P6-140 

 

 

③ 平成 27 年度に，基礎知識，専門知識，汎用的技能などに関して卒業予定者にアンケー

ト調査し，全項目において第１期を上回る良好な結果を得た。「外国語コミュニケーショ

ン能力」については第１期からの伸びが顕著であり，GGJ事業の成果が現れている。それ

以外の全ての項目について回答者の 80％～95％が「十分～ある程度身についた」と答え

ている。以上より学生は学業の成果に高く満足している 7)。 

 
7) 資料 2-1-16 ：学修成果についての学生へのアンケート結果 P6-141 

 

以上のように，学業の成果は十分に上がり学生の満足度は第１期よりも高い。これは，

関係者の期待「産業界で活躍できる高度専門技術者に必要な能力の育成」等に十分応える

ものであり，期待される水準を大きく上回る。
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観点 進路・就職の状況                              

（観点に係る状況） 

 

●進路就職状況，その他から判断される在学中の学業の成果の状況  

【キャリア支援の例】 

① 全国的に注目されている全学的な体制（資料 2-2-1）のもと，全学の就職支援室と工学

部の就職担当委員会が連携して，細やかな支援を行っている（資料 2-2-2）。 

キャリア支援に対する学生の満足度は非常に高いだけでなく，第１期よりも１割程度

向上している（資料 2-2-3）。 

 

資料 2-2-1 総合的なキャリア支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※この取組実績が注目・評価され，平成 26年８月の首相官邸での「まち・ひと・しごと創生に関する有識者 

懇談会」において取組の報告が行われた。 

（事務局資料）  
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資料 2-2-2 キャリア支援の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局資料） 

 

資料 2-2-3 キャリア支援に対する学生の満足度 

 

 平成 27年度に実施した「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」に対し，回答した卒

業予定者の 95.7％が，進学・就職支援（指導教員，就職支援室等）に「十分～やや満足」と答えてお

り，キャリア支援に対する学生の満足度は高い。また，第１期の平成 21年度に比べ，「十分～やや

満足」と答えた学生の割合は 9.7％増加している。 

 

設問 進学・就職支援（指導教員，就職支援室等）について，あなたはどの程度満足していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ中の数値は回答者数を示す） 

 

（平成 21年度および平成 27年度「福井大学の教育・研究に対する意識・満足度調査」結果より抜粋） 
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【就職・進学率】 

① 第２期の平均の進学率は約 50％，進路決定率は約 98％である（資料 2-2-4）。平成 27

年度の就職率が全国の国立大学理工系学部の中で１位となったことは特筆できる（資料

2-2-5）。さらに特筆すべきこととして，離職率が全国平均より非常に低い（資料 2-2-6）。

これらの実績は，学生・保護者の期待に充分応えるものである。 
 

資料 2-2-4 卒業生の進学率・就職率・就職希望者就職率  

年度 
卒業者 

(A) 

進学者 

(B) 

進学率 

(B/A) 

就職希

望者 

(C) 

就職者 

(D) 

帰国等 

(E) 

卒業者

に対す

る就職

率 

(D/A) 

就職希

望者に

対する

就職率 

(D/C) 

卒業者に対

する進路決

定率 

((B+D+E)/A) 

平成 22年度 555 308 55.50％ 246 230 2 41.40％ 93.50％ 97.30％ 

平成 23年度 555 264 47.60％ 290 283 0 51.00％ 97.60％ 98.60％ 

平成 24年度 556 253 45.50％ 300 286 0 51.40％ 95.30％ 96.90％ 

平成 25年度 555 284 51.20％ 263 258 0 46.50％ 98.10％ 97.70％ 

平成 26年度 534 258 48.30％ 274 269 2 50.40％ 98.20％ 99.10％ 

平成 27年度 557 286 51.35％ 270 266 0 47.76％ 98.52％ 99.10％ 

過去６年間平均 49.91％ 過去６年間平均 48.08％ 96.87％ 98.12％ 

（事務局資料） 

資料 2-2-5 就職率ランキング 

 「週刊東洋経済」によると，本学部は，平成 27年度の就職率が，国公私立の理工系学部のなかで第

４位，国立大学理工系学部の中では第１位である。「３年間就職率」は，国公私立の理工系学部のな

かで第５位，国立大学理工系学部の中では第２位である。３年間就職率は，平成 25年～平成 27年の

３年間の就職者数÷（３年間の卒業生数－３年間の大学院進学者数）で算出されている。 

第１期と比べ，就職率ランキングの順位は大幅に向上した。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（http://toyokeizai.net/articles/-/5336）           （週刊東洋経済「本当に強い大学 2016」（2016.5）） 

（事務局資料） 

第１期最終年度（平

成 21年度）就職率 

第２期最終年度（平

成 27年度）就職率 

この部分は著作権の関係で掲載できません。 この部分は著作権の関係で掲載できません。
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 資料 2-2-6 就職後３年以内の離職率 

 福井大学卒業生の就職後３年以内の離職率は全国平均の約３分の１である。福井大学の卒業生の

６割程度を工学部卒業生が占めるため，工学部卒業生の就職後３年以内の離職率も同様に低いと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

       
    （「福井大学の教育と卒業生についてのアンケート調査（2013年 11月実施）」及び 

「新規学卒就職者の在職期間別離職率の推移（厚生労働省 HP）」から作成） 

 
 
【就職先の特徴】 

① 学科の人材養成目的と卒業生の就職先の業種・職種は整合している（資料 2-2-7）。県

内就職率は第２期の平均で 34.4％（第１期平均より 2.2％上昇），福井県出身学生に限

れば過去４年間の平均で 71.0％であり（資料 2-2-8），県内企業等への人材供給の使命

を果たしている。 

以上の実績は，専門性を活かし出身地域を中核とする広い地域で活躍できる高度専門

技術者の育成を求める学生・保護者および県内企業を含む産業界等の期待に応えるもの

である。 
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資料 2-2-7 平成 27年度卒業生の就職先業種（学科別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福井大学基礎資料 2015より作成） 

 

（事務局資料） 
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資料 2-2-8 工学部学生の県内就職率 

（１）工学部全学生について 

年度 就職者 福井県内就職者数 福井県内への就職率 

平成 22年度 229 80 34.9％ 

平成 23年度 283 108 38.2％ 

平成 24年度 286 85 29.7％ 

平成 25年度 258 90 34.9％ 

平成 26年度 269 95 35.3％ 

平成 27年度 266 90 33.8％ 

第２期の６年間の平均 34.4％ 

第１期の６年間の平均 32.2％ 

 

（２）福井県出身の工学部学生について 

年度 福井県出身の就職者 
福井県出身の 

県内就職者数 

福井県出身者の 

県内への就職率 

平成 24年度 111 69 62.2％ 

平成 25年度 100 77 77.0％ 

平成 26年度 100 78 78.0％ 

平成 27年度 110 75 68.2％ 

過去４年間平均 71.0％ 

                                  

                                  （事務局資料） 

 
 

●在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取

等の結果とその分析結果 

【工学部卒業生に対するアンケート】 

① 「卒業生に対する大学教育に関するアンケート」を実施し，業務遂行上十分な水準

の能力を身に付けさせるためには「英語の会話力をはじめとする国際的に活躍するコ

ミュニケーション能力」などの教育を充実させるべきである，との結果を得た（資料

2-2-9, 資料 2-2-10）。これは主に第１期に受けた教育に対する回答である。第２期

には“入口から出口まで”の多岐にわたる改善を行い，外部評価，各種アンケート，

PROGテスト，TOEIC試験の結果などから判断して，指摘を受けた能力等について第 1期

を上回る教育成果があがっている（資料 2-2-11）。 
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資料 2-2-9 「卒業生に対する大学教育に関するアンケート」 

 

平成 26年 11月に工学部及び工学研究科自己点検・評価委員会が「卒業生に対する大学教育に関する

アンケート」を実施。平成 20年度～平成 22年度に工学部を卒業した者が対象。受けた教育内容が業

務遂行上「十分か」を尋ねることにより，企業等において指導的な立場で活躍できる人材育成のため

にさらに強化すべき教育の内容を探った。以下の回答結果は「業務上の十分性」から見た厳しい内容

であるが，一方で PROGテストの結果（P6-136 前掲資料 2-1-9，資料 2-2-10）や就職先からの評価

（P6-157 後掲資料 2-2-12）は良好であり，これらを総合的に踏まえ，第３期における一層の教育改

善に取り組む。 

 

■ 回答結果   

 「十分」と回答

した者の割合 

「どちらとも言

えない」と回答し

た者の割合 

「不足」と回答

した者の割合 

（業務上の必要性が

低いなどの理由によ

り）「問とは無関係」

あるいは「その他」

と回答した者の割合 

「課題の提案・報告などを効率的

に記述し，説明する能力」に関し

て大学で受けた教育は，業務を遂

行する上で十分でしたか？ 

（回答者 179名） 

17.3％ 31.3％ 45.8％ 5.6％ 

大学で身につけた「英語の会話力

をはじめとする国際的に活躍する

コミュニケーション能力」は，業

務を遂行する上で十分ですか？ 

（回答者 178名） 

3.4％ 12.4％ 51.1％ 33.1％ 

「コンピュータ利用技術」に関し

て大学で受けた教育は，業務を遂

行する上で十分ですか？ 

（回答者 178名） 

28.7％ 29.2％ 39.3％ 2.8％ 

 

（事務局資料） 
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 －6-155－ 

資料 2-2-10 「卒業生に対するアンケート」の結果の検証 

  

「卒業生に対するアンケート」の結果で５割弱が「不足」と回答した「課題の提案・報告などを効率

的に記述し，説明する能力」と近い関係にあると考えられる「課題発見力」と「実践力」について，

平成 27年２月に実施した PROGテスト（P6-136 前掲資料 2-1-9）の結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （PROG全体傾向報告書 2015（株式会社リアセック）より作成）  

 

「モデル社会人」のスコアは，「日本で働く 35 歳までのビジネスパースンで，役職者あるいは複

数の部下をマネジメントしている人，サンプル数 4000 人」（株式会社リアセックによる）のスコア

であり，課題発見力や実践力は実務経験によって大きく伸びるため，現役大学生のスコアとの間に大

きな開きがあると考えられる。「卒業生に対するアンケート」において「業務を遂行する上で十分か」

を尋ねた結果，「不足」を指摘する回答が 46％程度を占めたことも同様な事情と考えられる。上図は，

調査時点においては，工学部生の課題発見力や実践力はモデル社会人には及ばないものの，多くの学

科で国立大学理系全体の平均を上回っていることを示している。 

                                 （工学部執行部分析） 

（事務局資料） 
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 －6-156－ 

資料 2-2-11 第２期に行った“入口から出口まで”の改善の取組とその成果，および向上が期待される 

能力 

 

TOEICスコアの上昇（P6-133 前掲資料 2-1-7）,多数の海外留学者（P6-15 前掲資料 1-1-15），留学に 

よるコンピテンシー向上（P6-134 前掲資料 2-1-8），ジェネリック・スキルの向上（P6-108 前掲資料 

1-2-25），第１期より良好な能力等の涵養状況（P6-141 前掲資料 2-1-16），などのデータより，「卒 

業生に対する大学教育に関するアンケート」において充実を望む声が多かった事項について，第２期に 

改善が進み成果があがっている。 

 

改善の取組 取組の成果 

アドミッション・ポリシーや選

抜方法の見直し 

（P6-35～36 前掲資料 1-1-33，34） 

アドミッション・ポリシーに合っ

た学生の確保 

（P6-38～39 前掲資料 1-1-37，38） 

基礎学力不足の学生への対応

の充実 

（P6-69 前掲資料 1-1-60） 

基礎学力の向上 

 
（P6-69 前掲資料 1-1-60，P6-132前掲

資料 2-1-6，P6-141 前掲資料 2-1-16） 

創成教育の充実 

（P6-94 前掲資料 1-2-16） 

問題解決能力，実践力などの向上 
（P6-94 前掲資料 1-2-16，P6-141前掲

資料 2-1-16） 

ジェネリック・スキルの向上
（P6-108 前掲資料 1-2-25，P6-136 前  

掲資料 2-1-9） 

アクティブ・ラーニングの導入 

（P6-108 前掲資料 1-2-25） 

単位の実質化 

（P6-111 前掲資料 1-2-28） 

 

授業外学修時間の増加（第１期の

1.6倍） 
（P6-113 前掲資料 1-2-29） 

 

第１期より良好な能力等の涵養状

況 
（P6-141 前掲資料 2-1-16） 

学修環境の整備 

 
（P6-121 前掲資料 1-2-38，P6-122 

前掲資料 1-2-40） 

GGJ採択に伴う実践的語学教育

や海外派遣プログラムの充実 

 

（P6-14～15 前掲資料 1-1-14，15） 

TOEICスコアの上昇 

（P6-133 前掲資料 2-1-7） 

英語による実践的コミュニケー

ション能力，グローバルマインド

の醸成，留学によるコンピテン

シー向上 
（P6-15 前掲資料 1-1-15，P6-134 前掲

資料 2-1-8） 

キャリア教育・キャリア支援・

の充実 

（P6-22 前掲資料 1-1-20，P6-70 

前掲資料 1-1-61，P6-148前掲資料

2-2-1） 

ジェネリック・スキルの向上  

（P6-136 前掲資料 2-1-9） 

就職率の上昇 

（P6-150 前掲資料 2-2-5） 

就職先からの高い評価 

（P6-157 後掲資料 2-2-12） 

 

（事務局資料） 

  

「自然科学と工

学の基礎知識お

よびそれを応用

する能力」 

「課題の提案・

報告などを効率

的に記述し，説

明する能力」 

「英語の会話力

をはじめとする

国際的に活躍す

るコミュニケー

ション能力」 
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【就職先調査内容】 

① 平成 25 年度に学生の就職先に対して行った調査では，社会人としての能力・資質が，

新卒者全体の中で高く評価されている（資料 2-2-12）。 

 

資料 2-2-12 本学工学部卒業生に関する就職先関係者からの評価 
 

本学工学部卒業生を工学系学部卒業生一般と比較するため，本学卒業生の採用者（平成 21年～平成

25年）のうち本学卒業生の出身学部が工学部のみである企業からの回答を抽出した（それらの企業に

就職する新卒者は工学系学部卒業生が多いと考えられる）。調査した全項目において本学工学部卒業

生の評価が新卒者の平均を上回っており，教育の効果が上がって高度専門職業人の育成が進んでいる

ことがわかる。これは就職状況が極めて良好なことと整合している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「福井大学の教育と卒業生についてのアンケート調査 2013」より抜粋） 

 

 （事務局資料） 
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（水準） 期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

① 全国的にも注目されている全学体制でのキャリア支援が行われ 1)，学生の満足度は第１

期より向上し非常に高い 2)。就職率が第１期から大きく向上して平成 27年度には国立

大学理工系学部の中で１位になるなど，就職状況は非常に良好である 3)。出身学科の人

材養成目的と就職先の業種・職種は整合しており 4)，離職率は低く 5)，地域への人材供

給の使命も果たしている 6)。これらは，養成目的に沿った人材が育成できていること，

および的確なキャリア支援が行われていることの証左である。 

 
1) 資料 2-2-1  ：総合的なキャリア支援体制 P6-148 
2) 資料 2-2-3 ：キャリア支援に対する学生の満足度 P6-149 
3) 資料 2-2-4 ：卒業生の進学率・就職率・就職希望者就職率 P6-150 

資料 2-2-5 ：就職率ランキング P6-150 
4) 資料 2-2-7 ：平成 27年度卒業生の就職先業種（学科別） P6-152 
5) 資料 2-2-6 ：就職後３年以内の離職率 P6-151 
6) 資料 2-2-8 ：工学部学生の県内就職率 P6-153 

 

② グローバル化への対応や課題の提案・説明能力等の育成をより図るべきだとする卒業生

の声 7)に応え，GGJによる実践的英語教育や海外派遣プログラムの実施 8)，アクティブ・

ラーニングの導入促進 9)，授業外学修時間の確保 10)などを行い，成果があがった 11)。ま

た，就職先企業から卒業生に対する高い評価を得た 12)。これらは，PDCAに基づいて教

育の改善が進み，第１期以上に社会の期待に応えた人材輩出が行なわれていることの証

左である。 
 

7) 資料 2-2-9    ：「卒業生に対する大学教育に関するアンケート」 P6-154 
8) 資料 1-1-14 ：工学部の英語教育 P6-14 

資料 1-1-15   ：海外短期インターンシップ P6-15 
9) 資料 1-1-40   ：FD活動の例 P6-40 

10) 資料 1-2-28   ：授業時間外の学習を促す取組の例 P6-111 

資料 1-2-38   ：第２期に整備した自習室等 P6-121 

資料 1-2-40   ：オンライン学習環境の整備 P6-122 
11) 資料 2-1-7  ：学生の英語力の向上 P6-133 

資料 2-1-8    ：海外派遣プログラムに参加した学生のコンピテンシー向上 P6-134 

資料 1-2-25  ：アクティブ・ラーニングが多く取り入れられている科目と学生の満足度の例  

 P6-108 

資料 1-2-29   ：授業外学習時間の調査とその結果 P6-113 

資料 2-1-9    ：PROGテストによるジェネリック・スキル涵養状況の検証 P6-136 

資料 2-1-16   ：学修成果および教育への満足度についての学生へのアンケート結果 P6-141   
12) 資料 2-2-12  ：本学工学部卒業生に関する就職先関係者からの評価 P6-157 

 

以上のように，本学部の教育内容・体制およびキャリア支援体制は，学生・保護者およ

び企業等の期待に十分応えており，その程度は期待される水準を大きく上回る。  
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目 I 教育活動の状況 

① 平成 24 年度採択の GGJ 事業により，実践的英語教育を充実させ，多数の海外派遣プロ

グラムを実施した結果，平成 26 年度入学生の TOEIC スコアの平均が入学後１年半で 60

点以上伸びるなど，学生の英語力が第１期より大きく向上した 1)。語学センターと工学部

が協働して英語 PBLを開始し，好評を得ている 2)。JABEE認証を取得したプログラム数が

第１期から倍増 3)して教育課程の国際通用性が向上した。以上のように，グローバル化が

一気に加速したことは，重要な質の変化である。  

 
1) 資料 2-1-7 ：学生の英語力の向上 P6-133 

資料 1-1-13 ：「経済社会の発展を索引するグローバル人材育成支援」事業への採択  P6-14 

資料 1-1-14 ：工学部の英語教育 P6-14 

資料 1-1-15 ：海外短期インターンシップ P6-15 
2) 資料 1-2-12 ：共通教育と専門教育の協働で実施した英語 PBL P6-88 
3) 資料 1-1-51 ：JABEE認証の取得 P6-58 

 

 

② GP 等により開始したプログラムを支援期間終了後も学内資金で継続し，数学の基礎力

が第１期より向上するなどの成果を上げている 4)。また，習熟度別クラス編成や補習授業

の拡大，自主的学習スペースの増設やオンライン学習環境の整備などの取組の結果 5)，授

業外学修時間が第１期の 1.66倍に向上した 6)。以上のことは重要な質の変化である。 

 
4) 資料 1-1-60 ：工学部における基礎学力不足学生への対応「学士力涵養の礎となる初年次教育

の充実」 P6-69 

資料 2-1-6 ：数学達成度調査の結果（正答率） P6-132 

資料 1-2-37 ：低学年における学習意欲向上策とその効果 P6-119 
5) 資料 1-2-38 ：第２期に新設した自習室等 P6-121 

資料 1-2-39 ：数学学習支援室の利用者数の推移 P6-121 

資料 1-2-40 ：オンライン学習環境の整備 P6-122 
6) 資料 1-2-29 ：授業外学習時間の調査とその結果 P6-113 

 

 

③ 第２期中にパワーランチ・ミーティング等の新たな FD活動を開始し 7)，教員の好評を

得ている 8)。教員の教育力は第１期より向上している 9)。さらに，学生 FDも開始した 10)。

このことは重要な質の変化である。 

 
7) 資料 1-1-40 ：FD活動の例 P6-40 
8) 資料 1-1-41 ：FD活動に対する教員の評価 P6-43 
9) 資料 1-1-45 ：教員の教育力向上を裏付ける学生アンケート結果 P6-50 
10) 資料 1-1-53 ：教育に関する全学的な国際外部評価を受けて開始した学生 FD活動 P6-60 
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（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

① 基礎知識，専門知識，汎用的技能などについて卒業予定者にアンケート調査を行い，

第１期を上回る良好な結果を得た 1)。特に「外国語コミュニケーション能力」は第１期か

ら顕著に伸び，TOEIC スコアの向上 2)，海外派遣によるコンピテンシーの向上 3)と併せ GGJ

事業の成果が大きくあがった。また，ジェネリック・スキルを測定する外部テストを実

施し，学年が上がることでリテラシーやコンピテンシーが上昇し，国公立大学の理系学

生の平均を超えることを確認した 4)。このことは重要な質の変化である。 

 
1) 資料 2-1-16 ：学修成果についての学生へのアンケート結果 P6-141 
2) 資料 2-1-7 ：学生の英語力の向上 P6-136 
3) 資料 2-1-8 ：海外派遣プログラムに参加した学生のコンピテンシー向上 P6-134 
4) 資料 2-1-9 ：PROGテストによるジェネリック・スキル涵養状況の検証 P6-136 

 

 

② 全国的にも注目される充実したキャリア支援が行われ，学生の満足度は第１期より向

上した 5)。平成 24 年度より独自の体系的なキャリア教育プログラムが始まり 6)，就職率

が第１期から大幅に向上して平成 27年度には国立大学理工系学部の中で１位になるなど，

第２期を通して就職状況は非常に良好である 7)。県内への就職率が第１期より 2.2％向上

するなど，地域への人材供給の使命も一層果たしている 8)。以上のことは重要な質の変化

である。 

 
5) 資料 2-2-3 ：キャリア支援に対する学生の満足度  P6-149 
6) 資料 1-1-61 ：みらい協育プログラム  P6-70 
7) 資料 2-2-4 ：卒業生の進学率・就職率・就職希望者就職率  P6-150 

資料 2-2-5 ：就職率ランキング P6-150 
8) 資料 2-2-8 ：工学部学生の県内就職率  P6-153 

 




